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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。
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　この秋、宮中は慶事に沸いた。皇帝の妃ひ嬪ひんが懐妊したのである。

　それも、ひとりではない。ふたり相次いだ。

　まず、鶴かく妃ひ懐妊の知らせが駆け巡ったかと思うと、次いで燕えん夫ふ人じんの懐妊が判明した。鶴妃の晩ばん霞かは賀が州しゆうの豪族・沙サ那ナ賣メ家の娘で、燕夫人の黄こう英えいは名門・昌しよう家の娘である。

　これについて、

「大家ターチヤは、そつがない」

　と評したのは、寿じゆ雪せつの護衛である淡たん海かいだった。

「そつがない、とは」

　寿雪は尋たずねる。

「衡こう平へいというものをわかってらっしゃる」

「衡平……つりあいがとれている、ということか」

　なんのつりあいだ、と問えば、

「廟びよう堂どうのですよ」

　と返ってくる。廟堂、つまり政まつりごとの場のことは、寿雪にはわからない。淡海は、いったいどこから情報を得てくるのか、後こう宮きゆう外の事情にも精通している。

「皇こう太たい后ごうの禍かがありましたから、お妃きさきと外がい戚せきには皆、神経をとがらせているわけです。沙那賣家は地方豪族で、中央の権勢からは遠い。いっぽうの昌しよう家は古くからの名家で、ようは雲うん派ですが、古いというだけで権門でもなく、当主はおとなしい。さきの宰さい相しように比べれば仔犬のようにかわいいもんです」

　さきの宰相・雲永えい徳とくは高こう峻しゆんを皇帝に押しあげた立て役者である。

「雲派と、非雲派のどちらも、かつ外戚がうるさくなさそうな妃きさきが身み籠ごもったから、『そつがない』と？」

「まあ、そうですね。皇太后の後始末が終わって、そろそろこういう慶事があるかと思ってましたが、やはり大家ターチヤはぬかりない」

　淡たん海かいはからりと笑う。

「あやつは、まめだからな」

　とだけ、寿じゆ雪せつは言った。

　たぶん、淡海と寿雪の見方は、違うだろう。寿雪は『そつがない』というほど、高峻が器用な男だとは思っていない。だが、淡海の言うとおり、つりあいをとろうと苦慮しているのはわかる。それを言葉にも表情にも出さない男だった。

「『そつがない』だなんて」といやな顔をしたのは、侍じ女じよの九ジウ九ジウだ。

「陛下が心のない冷血漢みたいじゃありませんか。赤子は授かりものですよ。授かろうと思ったって、好きに授かれるわけじゃあないんですからね」

「そりゃあ、そうだけどさ」淡たん海かいは鼻白んだように九ジウ九ジウを見る。「九九は最近、機嫌が悪いな」

「そんなことありません」

「あるだろ。俺に当たるのはやめろよな」

「当たってません。淡海さんがまた怠なまけておしゃべりしてるって、温おん螢けいさんに知らせるよう、衣イ斯シ哈ハに言っておきましたからね」

　げっ、と淡海が顔をしかめるのと同時に、部屋の入り口に影が落ちる。温螢が音も立てずに現れた。温螢も寿じゆ雪せつを護衛する宦かん官がんだ。彼は寿雪に対して膝ひざをつき、礼をとってから、淡海に冷ややかな目を向けた。

「淡海。何度もおなじことを言わせるな。務めを果たせ」

「だってさ、いまは夜や明めい宮きゆうにやってくるやつもいないし、娘ニヤン娘ニヤンも出歩かない。暇ひまなんだよ」

　温螢は答えず、ただ黙って淡海をにらんでいる。美しい顔をしているので、にらむと凄すごみがあった。

　無言がいちばんこたえる淡海は、しぶしぶといった体ていで温螢に従い、殿舎を出ていった。淡海がいなくなると、とたんにあたりが静かになる。薄暗くなったような気さえした。

「淡たん海かいさんはうるさいけど、あれはあれで、娘ニヤン娘ニヤンを楽しませようとしているのかもしれませんね」

　九ジウ九ジウが言う。「怠けたいのがいちばんでしょうけど」

「楽しませる？　わたしはべつに退屈などしておらぬが」

「でも……」

　九九は眉をさげて、室内を見まわした。

「静かすぎて、さびしくはございませんか」

　夜や明めい宮は、このところ、ひどく静かだ。烏う妃ひに頼ろうと訪れる者がいない。寿じゆ雪せつも殿舎を出ない。淡海の言ったとおりだ。

　烏妃への信仰が過熱して巻き起こった〈緇し衣え娘にやん娘にやん〉の騒動を受け、寿雪は夜明宮に閉じこもっている。許可なく出歩くことを禁ずる、という高こう峻しゆんから下された処分がなくとも、寿雪はそうするつもりだった。

　烏妃とは、女神である烏う漣れん娘にやん娘にやんが選んだ冬の王だ。かつては、神に仕つかえる祭さい祀し王おうとして冬の王が、政を行う世俗王として夏の王が存在し、このふたりの王が国を治めていた。しかし、夏の王が冬の王を殺し、長い戦乱期が訪れてのち、国を統一した欒らん王朝の初代皇帝は、冬の王を烏妃として後宮の奥に秘した。ふたたび国が乱れるのを恐れてのことだという。

　烏う妃ひはひとりで在あるもの。麗れい娘じように言い聞かされた戒いましめが、深々と胸に刺さっている。寿じゆ雪せつは、誤あやまった。知らず知らず、ひとに頼られることの心地よさに溺おぼれていた。

　今回の騒動が皇帝の怒りに触れたと見た後宮の人々は、夜や明めい宮を訪おとなうことをやめた。それでも、寿雪のそばには九ジウ九ジウたちがいる。

　腕に抱かかえこんだものを、いまさら放りだすことなどできない――いや、しない。そう決めた。

　高こう峻しゆんは言った。根本から、絡からまった糸をほどかねばならない、と。

　――祭祀王である冬の王が信仰を集めるのは当然のこと、そんなものを後宮に閉じこめておくこと自体が間違いなのだ。

　――無理やり断ち切ることも、考えを放棄することもしない。それでは結局、なにひとつとして解決しないのだから。

　高峻が選んだ道は、おそらく最も険しい道だ。

　初代烏妃・香こう薔しようの過あやまちを正すこと。

　すなわち、香薔が烏妃のなかに閉じこめた、烏う漣れん娘にやん娘にやんを解放すること。そのために、鼇ごうの神との闘争で海に沈んだという、烏漣娘娘の半身をさがさねばならない。さがすためには烏う妃ひは宮きゆう城じようの外に出なければならず、それを阻はばむ香こう薔しようの結界を破らねばならない……やることはわかっているが、成すのは困難だ。

　ふう、と息をつく寿じゆ雪せつの顔に、夕闇の翳かげが落ちる。九ジウ九ジウが灯とう籠ろうに火をともした。ほのかな明かりが九九の頰ほおを照らす。黒目がちの瞳に光が映りこんでいた。そういうものを見ると、寿雪の心は凪ないだ。

　安らぐ、というのは、こんな気持ちを言うのだろう、と思う。一度、高こう峻しゆんに訊きいてみたかった。

「娘ニヤン娘ニヤンは、ほんとうのところ、どうお思いなのですか？」

　灯籠に目を向けたまま、九九が言った。

「なんの話だ」

「お妃さまがたの、ご懐妊のこと……」

　なにを訊かれているのかよくわからず、寿雪はすこし首をかしげた。

「淡たん海かいの申したことは、あながち間違いではなかろう。高峻あやつはあれこれ考えすぎるきらいがある。気を遣つかいすぎなのだ。それでうまくゆくとも限らぬのに」

「はあ、ええ、そうですが」

「世継ぎは早いにこしたことはない。晩年に生まれた子供が皇太子になるのがいちばんまずいのだ。皇帝の死後、母ぼ后こうや外戚がのさばることになる」

「そういう難しい話ではなく」

「ではなんだ」

　懐妊だ世継ぎだ、などという話は、寿じゆ雪せつの立場からは遠すぎて、正直たいした感想を持てない。

「鶴かく妃ひさまや燕えん夫ふ人じんについてとか……」

「晩ばん霞かは、文ふみを読むかぎり、このところは元気なようだ。お腹なかの子も順調なようだぞ。燕夫人のほうが心配だな。気分がすぐれぬようだと淡たん海かいが言うておったから」

　訪問は寿雪のほうで断っているため、晩霞はよく文を寄越す。以前は格式ばった硬い文章を書いていたが、いまはのびのびとした、朗ほがらかな文を書く。なにかが吹っ切れたような明るさがあり、寿雪はその変化に驚いていた。

　いっぽうの燕夫人・昌しよう黄こう英えいは、たしか高こう峻しゆんよりも年上だと聞いたが、深しん窓そうの令嬢だったがゆえに、まだどこか可か憐れんな少女の雰囲気を漂わせているひとだ。烏う妃ひである寿雪を見て、怖がっていた姿を思い出す。あのひとが母親になるのか、とふしぎな気がした。

「そうですか」

　九ジウ九ジウは困ったような、安あん堵どしたような、複雑な表情をしていた。

「じゃあ、娘ニヤン娘ニヤンはご懐妊の件で気が塞ふさいでらしたんじゃあ、ないんですね」

「ああ」

　どうして妃嬪の懐妊で気が塞ぐのか、とけげんに思ったが、寿じゆ雪せつが考えこんでいるので、心配させたらしい。

「特段、気が塞いでいるわけではない」

「そうですか。それならいいんですけど」

　そう言いつつ、九ジウ九ジウはまだほんのすこし、不安を残した顔をしていた。

　九九がなにを心配していたのか、寿雪はずっとあとになって知ることになる。




　夜半、ふと寿雪は顔をあげた。同時に星シン星シンが羽をばたつかせて暴れだす。ひとの気配がした。

　――誰だろう。

　ひさしくなかった、客人だ。

　――来ても、温おん螢けいか淡たん海かいが追い返すはずだが……。

「娘娘」

　扉の向こうで温螢の声がする。

「客か？」

「燕えん夫ふ人じんの侍女です」

　ふむ、と寿じゆ雪せつは思案する。温おん螢けいは無駄なことはしない。彼がここまで客人を通したのなら、彼では追い返す判断ができない案件なのだろう。身籠もっている燕夫人の侍女というのも気にかかった。

「話だけ聞く」

　言って、寿雪はするりと手を持ちあげた。その手を翻ひるがえせば、糸に引かれるように扉がひらく。冷ややかな夜気が室内に忍びこむ。夜陰のなかに温螢の姿が浮かびあがった。彼の背後に、顔色の悪い、年かさの侍女が立っている。以前、飛ひ燕えん宮に行ったさいに見た顔だ。年齢からして、昔から昌しよう黄こう英えいに仕えている侍女だろう。

「温螢から聞いておろうが、わたしはいま、頼みを聞かぬぞ」

「黄英さまの、ひいては陛下の御子の一大事でもございます。どうぞお聞き届けくださいませ」

　侍女は膝をつき、ほとほと困り果てた様子で寿雪を伏し拝おがんだ。

「……御子の一大事と言われても、わたしには関かかわりのないことだ」

　突き放すように言えば、侍女はいくらか失望した色を顔に浮かべた。寿雪は顔をそむけ、「ひとまずそちらに座って、ことの次第を話せ」とうながした。

「黄こう英えいさまが、鵲じやく妃ひにおなりあそばすのは、ご存じでしょうか」

　疲れた顔で侍女は話しだした。九ジウ九ジウがいれば茶のひとつでも出してやるのだが、あいにく九九はもうさがらせている。

「知らぬ。懐妊の褒ほう賞しようか」

　妃は鴦おう妃ひ、鵲妃、鶴かく妃ひの順で、そのつぎが燕えん夫ふ人じんである。燕夫人は妃の位くらいでないにもかかわらず独立した宮を持つ唯一の嬪ひんで、やや特殊な位だといえよう。飛ひ燕えん宮は夜や明めい宮に最も近い宮でもあった。

「前々から、打診はあったのです。鵲妃さまがお亡くなりになったあと……。それが、こたびのご懐妊で正式に」

　鵲妃は不幸な事件で横おう死しした。寿雪はいまだに思い出すと悔いの念が湧き起こる。

「鶴妃は据え置いて、燕夫人を鵲妃にか……。ふむ」

　そこに高こう峻しゆんたちの思惑やら事情やらがあるのだろう。

「なんにせよ、めでたいのではないか。懐妊も、妃への昇格も」

「そうなのですが……」

　侍女の顔は暗い。慶事のさなかにある主あるじに仕える者とも思えぬ表情だった。

「黄こう英えいさまは、鵲じやく妃ひにはなりたくないとおっしゃるのです」

「ほう？」寿じゆ雪せつは小首をかしげる。「それはまた、なにゆえ」

「鵲じやく巣そう宮に移りたくないとおおせで」

「……では、飛ひ燕えん宮におればよいのではないか」

「そんなわけにはまいりません。陛下が位を授けてくださいますのに」

「では移ればよい」

「それがいやだと……」

　寿雪はなんだか面倒になってきた。

「ようは、だだをこねているということか？」

「わがまま程度のことでしたら、わたくしどもでどうとでも宥なだめられます。ですが、黄英さまの訴えはただのわがままとも片づけられぬのです」

「……というと」

「鵲巣宮は不吉だと」

　寿雪は視線をうつむけた。――なるほど、そういうことか。

「燕えん夫ふ人じんは、怖がりだったな」

「さようでございます。ひと一倍」

「それで、鵲じやく妃ひの死んだ宮には住みたくないと」

　侍女はうなずいた。

「これまで、飛ひ燕えん宮でもほかの宮でも死人は出ておるがな」

　これにも侍女はうなずいた。

「わたくしどもも、そう申しあげました。それを言いだしてはきりがないと」

「それでもだめなのか」

「黄こう英えいさまは、いちおう鵲妃さまと面識がございましたので、より恐ろしいのではと。知らぬ者が死ぬのと、知っている者が死ぬのとでは、違いますから……」

　たしかに、それはあるだろう。ふむ、と寿じゆ雪せつは思案する。

「恐ろしいのであれば、どうしようもあるまい。それを無理に移すのは、お腹の子にもよくないのではないか。どうだか知らぬが」

「いえ、まことにそれでございます。わたくしどもも、御子に障さわってはと、案じているのでございます」

「それで、どうせよと申すのだ。わたしは産婆ではないぞ」

　当たり前だ、とでもいうように侍女はうなずいた。

「烏う妃ひさまが鵲じやく巣そう宮の悪いものを祓はらい除いてくださったら、黄英さまも安心なさると思うのです」

「……鵲じやく巣そう宮に悪いものはべつに憑ついておらぬが」

「それでもともかく、ひととおりのことをしていただいたら、黄こう英えいさまは納得なさいます」

「わたしは市場の辻つじ占うらや巫み婆こではない。儀式の真似事ならそれらに頼め」

　不快さをあらわにする寿じゆ雪せつに、侍女は傲ごう然ぜんとしてひるまなかった。

「烏う妃ひさまでないといけません」

　このあたり、下したっ端ぱの宮女とは違い、名家の娘に仕える侍女の矜きよう持じと驕おごりが垣かい間ま見みえる。

「知らぬ。ほかをあたれ」

　そもそも、寿雪は外出を禁じられている。祓ふつ除じよのために鵲巣宮に赴おもむくことはできない。

「黄英さまはひとみしりなさるかたでございますが、ふしぎと烏妃さまのことは慕したっておいでのご様子。ですので、烏妃さまが鵲巣宮を祓い清めてくだされば、あとはわたくしがよく言って聞かせます。最後は、わたくしの言うことを聞いてくださるおかたですからね」

　侍女は自信ありげに胸を反そらす。ふと、黄英はこの侍女のことも苦手としているのではなかろうか、と思った。

「……わたしは夜や明めい宮を出られぬ」

「存じております。陛下のお許しがあればよろしいのでしょう？　これは陛下の御子の一大事でございます。黄こう英えいさまのほうからお願い申しあげて、お許しをいただきますからご安心を。御子を健すこやかに産むために鵲じやく巣そう宮を祓い清めたいと申しあげれば、陛下も反対なさらぬでしょう」

　強引な侍女である。どう言っても退ひかない。根負けして押し切られてしまったのは、この侍女をそばに置く黄英に、いくらか同情したせいもあった。




「それで、燕えん夫ふ人じんのお願いを聞くことにしたんですか」

　翌日、話を聞いた淡たん海かいがあきれたように言った。

「侍女の願いだ」

「いっしょのようなもんでしょう。怖くて宮を移れないって、子供ですか」

「たしかに、いまだ少女のようなところがある女によ人にんだが」

「それで御子が産めるんですかねえ」

　淡海の口調はからい。

「怒っておるのか」

「あきれてるんですよ、娘ニヤン娘ニヤンのひとのよさに」

「決めたわけではないと言っておろう。許しが出ねばやらぬ」

「その場で断れてないんですから、心情としては引き受けたのとおなじですよ。娘ニヤン娘ニヤンは押しに弱い」

「む……」

　寿じゆ雪せつは黙りこむ。「申し訳ありません」と言ったのは温おん螢けいだ。「あの侍女は私が追い返すべきでした」

「そうだぞ」とすかさず言った淡たん海かいを寿雪はひとにらみしてから、「そういうわけにもいくまい」と言った。

「妃嬪の侍女をおぬしが追い返すのは無理であろう。それも身重の燕えん夫ふ人じんの侍女とあっては」

　よほどの高級宦官でないかぎり、侍女のほうが位は高い。追い返せるものではない。

「燕夫人というのが、厄やつ介かいですね。ただの妃嬪ならともかく、腹に御子がいる。頼みを断ってなにかあったら、責めを負わされかねませんよ」

　淡海は渋じゆう面めんを作る。

「だったら――」

「かといって、頼みを引き受けて、そのあとなにかあったら、それはそれで娘娘のせいになるかもしれない」

　淡たん海かいの口調はあいかわらず軽かったが、真ま面じ目めに寿じゆ雪せつを案じる色がにじんでいる。

「となれば、なにもしないのがいちばんです。わかってるでしょう、娘ニヤン娘ニヤン」

　淡海の声にも、温おん螢けいのまなざしにも、寿雪を思っての重みがあるのを、わかっている。

「……なさぬことも大事であろうが、なにもなさねば、かえって押しつぶされる。ただ息をひそめていればよいというものでもなかろう。……」

　寿雪は、なにをせず、なにをすればいいか、考えている。つりあいを保つということ。それはなにも、高こう峻しゆんだけが抱える問題ではない。

「それは一理ありますがね。恩を売れば身を守ることになる。でも、今回は断ったほうが無難ですよ。御子が絡むとろくなことがない」

「断れば、すくなくともあの侍女には恨まれるぞ」

「というより、燕えん夫ふ人じんを心配してるんでしょうが、娘娘は」

　淡海はあきらめたようにため息をついた。「そんな場合ですか。まずご自分の心配をしてくださいよ」

　ふだんほうぼうから小言をくらっている淡海に、小言をもらうとは思わなかった。しかし考えてみれば、寿雪もまわりからしょっちゅう小言をもらっている気がする。

「あら、娘娘にお小言だなんて、淡海さんも偉くなりましたね」

　九ジウ九ジウが盆を手に厨くりやのほうからやってくる。うしろにやはり盆を持った宮女の紅こう翹ぎようもいた。盆には湯気の立つ糕こう（蒸しパン）が山盛りになっている。あたたかい茶も用意された。夜や明めい宮はこのところ暇なので、こうして皆で茶を囲む機会が増えていた。

「衣イ斯シ哈ハも呼びましたから、星シン星シンをつれてもう来ると思いますよ」

　星星は寿じゆ雪せつの言うことはちっとも聞かないくせに、衣斯哈には当初からよくなついている。なにが違うのだろう。衣斯哈はすっかり星星の世話係だ。

　夜明宮にはほかに桂けい子しという老ろう婢ひがいて、食事はすべて彼女が取り仕切っている。麗れい娘じようがいたころから仕えている寡か黙もくな老婆だが、婢はした女めだからと頑としてこちらの部屋に足を踏み入れようとはしない。

　衣斯哈が星星を抱えてやってくると、室内は一気ににぎやかになる。この光景にも慣れてしまった。夜明宮の在りかたは、大きく様変わりしている。だから寿雪は、考えることが増えた。抱えたものを、守り通さねばならない。

「ふわふわで、おいしいですね」

　衣斯哈が糕を頰張り、目を輝かせている。この少年宦官は、ここで出されるたいていの食べ物に驚き、感動する。ここと故郷の浪ろう鼓ことでは、食生活が大いに異なるらしい。

「穀物は貴重でしたから、こんなふうには使えません。お祭りのときに、ご先祖さまにお供えする団だん子ごを作るくらいです。味もついてなくて、醬ひしおをつけて炉ろ端ばたで炙あぶって食べます」

「それはそれでうまそうだな」と言ったのは淡たん海かいである。「でも、浪ろう鼓こっていやあ海辺だろ？　塩を作って売れば儲もうかるんじゃねえの」

「淡海」と温おん螢けいが静かにたしなめる。「めったなことを言うな。私し塩えんの密売は死罪だぞ」

「表向きはそりゃあそうだけどさ。こっそり儲けてるやつは山ほどいるぜ」

　塩は国の専売なので、勝手に作ったり売ったりすれば、厳しく罰せられる。が、儲かるのでひそかに売り買いする者は絶えない。寿雪がかつて家か婢ひだったとき、その家の主も、どうも私塩密売にかかわっていたような様子があった。いまとなってはその家がどうなっているのか、知るよしもないが。

「近くにある大きな浜では、網元がたくさんのひとを雇って塩を作って、官に買い上げてもらってましたが……そうしたことは、僕の村ではとてもできません。塩を作るひと手も足りませんし、塩は、とても重いんです。売るために運ぶには、牛がいります。でも、牛を買って養うだけの蓄えもありません。それに、高値で買い上げてもらえるだけのおいしい塩を作るのは、とても難しいって、村の年寄りが言ってました」

　衣イ斯シ哈ハは淡海の軽口にも真面目に返答する。九ジウ九ジウが「衣斯哈、淡海さんの話はね、ぜんぶてきとうに聞き流しておけばいいのよ」と助言していた。

　ふいに、衣イ斯シ哈ハの足もとで寝ていた星シン星シンがばたつく。めずらしいことはつづくのか、今日も誰か来たようだ、と思えば、あいていた入り口に現れたのは衛えい青せいだった。高こう峻しゆん付きの宦官である。

　衛青は形ばかりの揖ゆう礼れいをしたあと、室内をじろりと一いち瞥べつし、

「ずいぶんとにぎやかですね」

　と、冷ややかに言った。衣斯哈が叱しかられたようにしゅんとうつむいたので、寿じゆ雪せつは衛青をにらんだ。

「いま、たまたま休んでおるだけだ。おぬしにとやかく言われる筋合いはない」

「にぎやかだと申しあげただけですが」

「いやみな言いかたをしたであろうが」

「あなたさまの気のせいです」

　こともなげに言って、衛青は一通の書状を寿雪にさしだした。

「大家ターチヤからです」

　本来であればうやうやしく箱に入れて運ばれる皇帝からの文が、寿雪に対してはひっそりと届けられる。薄うす縹はなだに銀の箔はくを散らした色いろ麻ま紙しが美しい。寿雪は文をひらいた。

　昨夜の、燕えん夫ふ人じんの侍女の訴えに対する文だ。侍女は早くも燕夫人をせっついて高峻に訴えさせたらしい。鵲じやく巣そう宮での祓除を許す、とあった。

「いいのか」と寿じゆ雪せつはつぶやきを洩もらす。

　文にはつづけて、燕えん夫ふ人じんのことで煩わずらわせてすまない、といった詫びが綴つづられていた。寿雪はいささか奇妙な心地になった。ムッとする、とまではいかないが、すっきりしない、もやもやとした気持ちだ。

「べつに、高こう峻しゆんに謝られる筋の話ではなかろう」

　衛えい青せいが片眉を動かしたが、なにも言うことはなかった。寿雪は文をたたんで、厨ず子しのなかに放りこんだ。衛青がまだ立ち去らないので、けげんに思って目を向けると、「御返事の文は」と催促される。

「いるのか、こんな文に」

「ないのでしたら、けっこうです」

「……すこし待て。書く」

　最近の衛青は、寿雪に対して言葉すくなだ。感情を見せることもない。怒られるよりましなのかもしれないが、寿雪はなんとなく据わりの悪さを覚える。

　温おん螢けいと淡たん海かいが糕や茶の器うつわを几つくえからのけ、九ジウ九ジウたちが墨の準備をする。寿雪は麻紙と筆を手に、椅子に座った。麻紙はすこし迷って、白地に金の箔を散らしたものにした。

　九ジウ九ジウがかたわらで墨をするあいだに書くことを考えていたが、とくに思い浮かばない。「娘ニヤン娘ニヤン、どうぞ」と九九から墨に浸ひたした筆をさしだされて、考えあぐねたすえにおもむろに筆先をおろした。するすると文字を記してゆく。

「……暗碼儿あんごうですか？」

　九九が言い、その脇腹を紅こう翹ぎようが小突く。主の文の内容など、のぞき見してはいけない。見られて困るものは書いていないので、寿じゆ雪せつはべつにかまわないが。

　寿雪が書いていたのは、黒、白、それから数字だ。

「碁ごだろ」と言ったのは淡たん海かいだった。彼も横から文をのぞきこんでいる。「黒と白が石で、数字が打つ場所」

　寿雪はうなずいた。寿雪と高こう峻しゆんは碁仲間である。高峻のほうがだいぶと強いが。

「わたしが黒で高峻が白だ。このあと高峻がどう打つか知りたい」

　墨が乾くのを待って、紙を折りたたむ。それを衛えい青せいにさしだした。『大家ターチヤは碁の相手をするほど暇ではない』くらい言われるかと思ったが、なにも言われなかった。

　衛青が立ち去ったあと、寿雪は鵲じやく巣そう宮に出かける準備をしはじめる。許しが出たとはいえ、目立たぬにこしたことはないので、宦官の格好をしてゆくことにした。

「せっかくひさしぶりにお出かけになるのに」

　寿じゆ雪せつを着飾らせたい九ジウ九ジウは不満顔で着替えを手伝う。「こないだ縫いあげた紅あかい襦じゆなんて、よくお似合いになるに決まってますよ」

　九九は紅こう翹ぎようとともに、着てゆくあてもない衣ころもを寿雪のために縫っている。

「ここで着ればよかろう」

　と言うと、九九の顔が明るくなった。

「着てくださるんですか」

　九九の表情は、わかりやすい。つられて寿雪は小さく笑みを浮かべた。

「じゃあ、青地に花を刺し繡しゆうした襦や、双そう魚ぎよ文もんの裙くんもお召しになってください。すみれ色の披ひ帛はくも――」

「そんなには着られぬ」

　ほうっておいたら際限なく衣を仕立ててしまいそうだ。あわてて制止して、寿雪は殿舎を出た。




　鵲じやく巣そう宮は、後宮の南西寄りにある。夜や明めい宮からは南に下っていけばいい。花はな蘇ず芳おうの木々に囲まれ、殿舎の屋根には飾り瓦がわらの鵲かささぎが羽を広げている。宮に足を踏み入れると、小鳥の鳴き声や虫の音ね、葉は擦ずれのほか聞こえてくる物音はない。ひっそりとしてひと気のない周囲を、寿じゆ雪せつは見まわした。胸に静かな痛みを覚える。鵲じやく妃ひはここにもういない。血を噴きあげて事切れた鵲妃の姿が、いまもまなうらに浮かんでくるようだった。

「静かだな」

　と、寿雪はうしろに控えている温おん螢けいに話しかける。温螢は、「はい」とだけ答えた。なんとなく、ここへ伴うのは温螢がふさわしい気がして、寿雪は彼だけつれてきた。もちろん、退屈を持て余している淡たん海かいは不服を洩らしていた。

　木こ漏もれ日びが風に揺れる。寿雪は歩を進めた。殿舎の階きざはしの前で立ちどまり、殿上を眺める。ここまで歩いてきても、宮の内に祓うべき幽鬼もいなければ蠱まじ物ものの気配もない。となれば、祓除よりも、これからさきの災いを避ける、辟へき邪じやのまじないをほどこすべきだろう。

　寿雪はふところから編んだ縷いとをとりだす。まじないの数々は、巫ふ術じゆつ師しの得意とするところである。辟邪のまじないもそうだ。

「花蘇芳の、いちばん大きな木がよいな。わかるか？」

「はい」

　温螢はあっさりうなずき、さきに立って歩きだす。温螢はほうぼうの宮に間かん者じやとして入りこんでいたので、たいていのことに詳しい。

　花蘇芳の木々のあいだを縫い、温螢のあとにつづく。堆積した落ち葉が、歩くたび崩れて乾いた音を立てた。腐った葉と土の混じったにおいがする。春には濃い赤紫の花が美しい木だが、いまは葉が黄金色に色づき、褐かつ色しよくの莢さやが垂れさがっている。一種異様なその姿は、神こう々ごうしくもあった。

　温おん螢けいが足をとめ、ふり返った。彼の前では、花蘇芳の古木が枝を大きく広げていた。黄こう葉ようの向こうに青せい天てんが見える。

「うむ、よい木だ」

　満足した寿じゆ雪せつの言葉に、温螢はかすかな微笑をもって応じた。温螢は、言葉にしない部分により多くの感情を見せる。

　寿雪は枝振りを見定め、「あの枝がよいな」とつぶやくと、幹に足をかけた。

「の――登られるのですか、娘ニヤン娘ニヤン」

　めずらしく、温螢が動揺したように言った。

「枝に縷を結ばねばならぬ」

「木登りをなさったことが？」

「ないが、たぶんできる」

「……」

　温螢はひと呼吸おいたあと、

「私がさきに登って、娘ニヤン娘ニヤンを引きあげましょう」

　と提案した。温おん螢けいがそう言うなら、それがいいのだろう、と寿じゆ雪せつはおとなしく従う。木登りなどは、軽かる業わざ師しであった温螢の得意とするところである。

　温螢は軽い身のこなしで、いともたやすく樹上にあがる。さしだされた手を握って、寿雪は幹のこぶや洞うろを足場にしつつ、引っ張りあげてもらった。それでも何度か足をすべらせたので、温螢の手がなければ落ちていた。やはり温螢の判断は正しいと言えよう。

「ふう」

　寿雪は幹にしがみつき、息をついた。案外、木登りというのはたいへんだ。

　編んだ縷いとを枝に巻きつけ、辟邪のしるしとする。しるし、というのは災いをなすものから見ての目じるし、という意味で、それらはこのしるしを忌き避ひする。しるしは目立つほどいいので、古い大木が最も適している。縷には魔ま除よけに用いる蘭ふじばかまや蕙けい草そうなどの香草を編みこんであった。

　縷を縛り終えて、寿雪は木の上からの景色を眺めた。黄葉が錦にしきのようだ。爽さわやかな風が吹き抜け、乾いた葉擦れの音がさざなみのように広がる。

「よい風だ」

　と、寿雪はひとりごちた。風は東から吹いている。京師みやこのひとびとにとって、海のある東方から吹く風は吉風、反対に、山のある北や西から吹く風は凶風とされる。山から吹きおろす冷たい風が作物を枯らすせいでもあるが、海からの風は神を乗せているという。

　目を閉じ、風の音に耳をすます。乾いた晴天の日には、はるか遠くからやってくる風に、死者の声が混じっている気がする。

「娘ニヤン娘ニヤン」

　温おん螢けいが声をひそめて寿じゆ雪せつを呼んだ。寿雪は目をあける。温螢が下方を指さしている。木々のあいだを、ひとりの宮女が、周囲をうかがうように何度もふり返りながら歩いていた。胸に布包みを抱えている。近づいてきた彼女の姿を見れば、かわいらしい顔をしているものの、表情は暗かった。樹上にいる寿雪たちには気づいていない。

　宮女は立ちどまり、木の根元をじっと見つめる。その場にしゃがみこんだかと思うと、足もとの枯れ葉を払いのけ、素手で地面を掘りはじめた。

　――なにをしようというのか。

　寿雪は首をかしげて温螢に目を向ける。温螢も、わからない、というように静かに首をふった。

　――訊きいてみるのが早い。

　と、寿雪は上から声をかけた。

「そこな娘、なにをしておる」

　宮女は悲鳴をあげて飛びあがった。抱えていた布包みが落ち、宮女はよろめいて尻しり餅もちをつく。顔が蒼白になっていた。

「すまぬ、それほど驚くとは思わなかった」

　宮女の目が上を向く。寿じゆ雪せつと温おん螢けいを見て、目をしばたたいた。

「おりよう」と温螢をうながし、寿雪は幹に手をかける。「私がさきにおります」と言うや否いなや、温螢はすばやく地面におりたっていた。寿雪はそんな身軽な真似はできないので、そろそろとおりてゆく。落ちても大丈夫なように温螢が下で手を広げていたが、無事におりることができた。今度、夜や明めい宮の木に登ってもいいかもしれない、と寿雪は思った。ひとりでは無理だろうが。

「大事ないか」

　まだ尻餅をついたままの宮女に問いかける。宮女は、食い入るように寿雪の顔を眺めていた。

「あの……もしや、烏う妃ひさまでは」

「そうだが」

　どこぞで会ったか、と尋ねるまえに、宮女はあわてて膝をついた。

「失礼いたしました。わたくしは飛ひ燕えん宮に勤めております、長ちよう勺しやく松しよう娘じようと申します」

　飛燕宮には何度か足を運んだことがある。寿じゆ雪せつの顔も知られているだろう。

「飛燕宮の宮女が、このようなところに何用か」

　ひと目をはばかるような様子といい、声をかけたときの驚きようといい、鵲じやく巣そう宮へ移るための準備などということではあるまい。

　松娘は、地面に落としたままの布包みをちらと見た。寿雪の目もそちらに向く。温おん螢けいがそれを拾いあげて、土つち埃ぼこりを払った。

「これは？」

　と松娘に尋ねれば、口ごもる。

「その……、わたくしの化粧箱でございます」

「それをなにゆえ、埋めねばならぬ」

　松娘の眉がさがった。その表情からは、どうやら、すすんで埋めたいわけではないように見える。

　温螢に目配せして、布包みを松娘に返す。松娘は布包みを胸に抱いた。

「……この化粧箱は、わたくしの家に代々、伝わるものでございまして……」

　松娘は包みをひらく。なかにあったのは、円形の、黒い漆うるし塗ぬりの奩はこだった。古いものらしく、ところどころ漆が剝はげている。黒漆の上に朱漆で絵が描かれていた。

「漆絵というものです。わたくしの家は、漆商なのです。漆をとって、塗って、売るところまですべてやっております」

　寿じゆ雪せつにわかるようにか、松しよう娘じようは大おお雑ざつ把ぱに説明した。

「どうぞ、ご覧になってください」

　松娘は化粧箱をさしだす。寿雪は受けとって、漆絵とやらをしげしげと眺めた。つややかな黒漆の上に、鮮やかな朱がよく映はえている。筆の線は太く、繊細さとは無縁だが、おおらかな魅力があった。描かれているのはひとりの女で、にっこりと笑っているような顔をしていた。そのまわりを三角の文様が取り囲んでいる。

　化粧箱をじっと眺めていた寿雪は、

「よい品だな」

　とだけ、言った。

　松娘はうれしそうな顔をする。

「ありがとうございます。漆の質はもちろん、職人の腕も抜きんでた品なんです。漆は、産地によって特性が違いますし、季節によって乾き具合も変わってくるので、そのあたりを見極めて調合できる職人でないと美しく仕上がりません。この赤も濃くていい色ですけれども、ひとくちに赤といっても朱から紅べん殻がらまでさまざまで、これは漆に混ぜる材料によってわかれますが、やはり質の差が出ます。朱漆は丹たん砂さといって、朱の砂を加えて作るんですが、美しい丹砂がとれる産地は限られていて、なかでもこの朱色は最高級の丹砂を使っているのだと思います。色がなんとも鮮やかで――」

　とうとうとしゃべっていた松しよう娘じようは、つと口を押さえた。

「申し訳ございません、べらべらと。そうじゃなくて、この絵なんです」

「絵？」

「女が描かれておりますでしょう」

「そうだな」

「その女が、わたくしのもとに、現れるのでございます」




　寿じゆ雪せつは化粧箱と松娘の顔を見比べ、しまったな、と思っていた。

　――どうも、厄やつ介かいなことにかかわってしまった。

「……現れる、とは」

「いるのです」

　松娘は、怖がるというよりは困こん惑わくしているという様子だった。

「夜中、ふと目を覚ましましたら、こう、わたくしをのぞきこんでいるひとがいて」松しよう娘じようは自分の顔の上に手をかざした。「それが、赤いんです。赤い顔をしているのです。暗闇のなかなのに、ふしぎとわかりました。それに――」

　松娘は半笑いを浮かべた。どう言っていいのかわからない、というように。

「笑ってるんです。赤い顔の女が、笑顔でわたくしをのぞきこんでいるんです。なにをするでもなく、ただ、じっと」

　寿雪は化粧箱に視線を落とした。赤い女が笑っている。

　松娘の話はつづく。

「いつのまにかまた眠っておりましたので、夢でも見たのかしら、と思っておりました。赤い顔の女が笑っているなんて、どうにもおかしな話でございましょう。でも、それが連日つづきまして、ついに同室の宮女も目にすることに……。彼女はとても怖がって、取り憑つかれてるんじゃないか、呪われてるんじゃないか、と言うんです。だって、真っ赤じゃないの、って」

「真っ赤？」

「わたくしは女の顔しか見ていなかったのですけど、彼女からは女の全身が見えていて、真っ赤だったと。……彼女もうまく言えないようなのですが、頭から下半身まで、血をかぶったように真っ赤だった、恐ろしかったと。赤くて笑っている女というと、わたくし、化粧箱の漆絵しか思い当たることがなくて」

「この箱の呪いだとでも？」

　松しよう娘じようはあいまいに首をかしげた。

「同室の宮女は、そうに違いないと言います。持っていたら祟たたられる、こっちまで呪われる、お願いだから捨ててきて、と泣かれてしまい……」

　松娘も泣きそうな顔になった。

「わたくしだって、赤い女は気味が悪うございます。かといって、化粧箱はわたくしの家で代々、大事にしてきた品ですから、おいそれと捨てたくもありません」

「なるほど」話が見えてきた。「それで埋めようと？」

「はい。近々、飛ひ燕えん宮の者は皆こちらに移るということでしたし、あとで掘り返そうと思って」と答えたあと、首をすくめる。「あの……鵲じやく巣そう宮なら、いまは無人ですから、埋めに行っても見とがめられないし、誰かに掘り起こされる心配もないと思ったんです」

　ところが、まさかの樹上から声がふってきたので、肝きもをつぶしたというわけだ。

「鵲巣宮の主ぬしのようなものに叱られたのかと思いました。でも、それが烏う妃ひさまだとわかって、これもなにかのお導きかと」

　松しよう娘じようはすがるような目を寿じゆ雪せつに向けた。いやな予感がする。

「お願いします、烏う妃ひさま。その化粧箱を、預かっていただけませんか。もしそれに幽鬼でも取り憑いているというのでしたら、祓っていただきたいのです。どうかお願いします、烏妃さま……」

　松娘はひざまずき、寿雪を伏し拝んだ。

　――ああ……。

　寿雪は内心、嘆たん息そくした。声をかけるのではなかった、と後悔しても遅い。

「……この箱に悪いものは憑いておらぬ。持っていても災いはない。同室の宮女にもそう申すがよい」

「そんな。では、あの赤い女はなんだとおっしゃるのですか」

「知らぬ」

「烏妃さま……、あの、もちろん御礼はじゅうぶんに」

「いらぬ。わたしはいま、頼みを引き受けておらぬ」

　松娘の顔に落胆の色が浮かんだ。こうした表情を目まの当たりにするのは、寿雪もこたえる。寿雪は顔をそむけて、化粧箱を突きだした。

「持って帰れ」

　松しよう娘じようは首をふった。

「そういうわけにはまいりません。もし燕えん夫ふ人じんのお耳に、あるいは侍女のかたがたのお耳に入ったら、もう捨てぬわけにはいかなくなります。せめて、どうか、預かるだけでも」

　ならぬものはならぬ、と突っぱねてしまえば楽だが、それでいいのだろうか。寿じゆ雪せつは逡しゆん巡じゆんする。もちろん、なんでもかんでも引き受けていては前回の二の舞だ。だが、おたがいの落としどころをさぐる、というのは、必要な行為ではないか。無か、有かの二択ではなく。

「一度、ほかの者に預けてみてはいかがでしょう」

　うしろから、静かな声がかかる。温おん螢けいだ。こういう場で口を差し挟むのは、とてもめずらしい。

「ほかの者、というと？」

「たとえば、冬とう官かんですとか」

「冬官……」

　ひと呼吸おいて、あっ、と寿雪は声が出そうになり、呑みこんだ。温螢の深慮に気づき、驚いたのである。

　――そうか、千せん里りか。

　冬官は祭祀を司つかさどる冬とう官かん府ふの長官である。いまの冬官は董とう千せん里りだった。病気がちで線の細い四十過ぎの男だが、気難しそうな見た目とは裏腹に、いたって穏やかな気質で話しやすい。寿じゆ雪せつの協力者でもあった。

「冬官でしたら、博識でございましょう。こういった事案にもお詳しいやもしれません」

「そうだな」

　表向き、烏う妃ひと冬官はつながりがあるわけではない。冬官は外がい廷ていの神じん祇ぎ官かんであり、烏妃は後宮の奥深くに秘されている。冬官に預けて、あとを任せてしまえば、寿雪が手助けしたことにはならない。――という体ていで、寿雪が預かってしまえばいいのである。ようは、冬官の名前を借りるわけだ。

「冬官府の放ほう下か郎ろうに、多少つてがございます。そちらから頼んでもらいましょう」

　放下郎は冬官の配下だ。つて云うん々ぬんというのは、むろん温おん螢けいのでたらめである。ときどき温螢は、こんなふうにしれっと噓をつくので、ある意味淡たん海かいよりもたちが悪いのかもしれない。

　温螢は松しよう娘じように目を向ける。「それでいかがですか。冬官なら力になってくれるでしょう」

「えっ、あ……は、はい」松娘はうろたえ、顔を赤くしてうつむいた。「お願いします」

　あっさり温螢の申し出を受け入れ、松娘は帰っていった。寿雪は温螢の顔をしげしげと眺める。彼の容貌は、『きれい』と表すのがいちばんふさわしいと思う。静かな森の奥にある泉のように、清すが々すがしく、澄んでいる。

「どうかなさいましたか」

「いや……おぬしは存外、食わせ者だな」

　温おん螢けいは当惑したような顔をしていた。




　勝手に名前を借りた千せん里りに、詫びの文を書かねばならない。寿じゆ雪せつは夜や明めい宮に戻ると、筆を手にとった。

　ことの次第をしたためて、淡たん海かいに使いを頼み、着替えをすませたあと、寿雪はようやく松しよう娘じようの化粧箱と向き合った。

「ずいぶん古い箱ですねえ」

　化粧箱をひと目見て、九ジウ九ジウが言った。「どうなさったんですか、それ」

「預かり物だ」

　寿雪は蓋ふたをあけてみる。なかにはなにも入っていない。埋めようとしていたのだから、中身はとりだしただろう。なかは黒い漆一色だ。光こう沢たくが品よく美しい。

　――笑う赤い女か。

　寿じゆ雪せつはこの箱について、『悪いものは憑いておらぬ』と松しよう娘じように言った。それはほんとうだが、言っていないこともあった。

　――『なにか』は憑いているようだ。

　悪い気配はしない。祟るようなものではないだろう。

　寿雪は髪に挿さした牡ぼ丹たんの花を引き抜いた。ふう、と息を吹きかけると、花は姿を崩し、薄うす紅べにの煙へと変じる。煙はゆるやかにほどけ、箱を取り巻いた。

「……ふむ」

　しばらくその様子を眺めていた寿雪は、帳とばりを払いのけるように手を動かした。煙が霧む散さんして消える。

　――現れぬか。

　取り憑いているものは、たいていこれで姿を見せるのだが。術というのは、呼びかけである。そして幽鬼というものは、それに応こたえたがるものだ。姿を見せないなら、相応の理由がある。いや、逆か。寿雪に対して姿を見せるだけの理由がないのか。

　考えを巡らせた寿雪は、

　――血筋か。

　と推測する。家に代々伝わっている品だと松娘は言っていたから、その家の者が持っていないかぎりは、現れないのかもしれない。

　しかし冬官に預けると言った手前、松しよう娘じようを呼びだして術を使うわけにもいかない。

「あの娘は、長ちよう勺しやく氏といったか」

　聞かぬ姓だが、どこの出身だろう。と思ったところで、「そうか、飛ひ燕えん宮だ」と寿じゆ雪せつは九ジウ九ジウをふり返った。

「はい？」

　九九はきょとんとしている。

「おぬし、長勺松娘という宮女を知っておるか？　飛燕宮の」

「ああ、ええ、はい。わたしとおなじ時期に入った子です」

　九九は以前、飛燕宮に勤めていたのである。すっかり頭から抜け落ちていた。

「どこの出身かわかるか？」

「蕪ぶ州です。お茶が有名ですが、漆の産地としても有名だそうで、漆商やら職人やらが多いんだとか」

「おぬしの知り合いに、蕪州出身の者はおるか？」

「いますけど、松娘とおなじ地方出身かまではわかりません。それでよければ、鴛えん鴦おう宮にいますよ。わたしと同い年の宮女です」

　九ジウ九ジウは、寿じゆ雪せつとはじめて会ったときもそうだったが、ひとみしりをしない娘で、使いをする機会にあちこちの宮で知ち己きを作ってくる。

「じゅうぶんだ。花か娘じように文を書くゆえ、それを届けがてら、その宮女に話を聞いてきてほしい。長ちよう勺しやく氏について、知っていることがないか」

　血筋に関係があるなら、長勺氏にまつわる噂うわさや昔話があるかもしれない、と考えたのだった。

　鴛えん鴦おう宮は、鴦おう妃ひ・雲うん花娘の宮だ。花娘はさきの緇し衣え娘にやん娘にやん騒動で足を怪け我がしたので、文でその具合を尋ねることにする。

　寿雪は出歩く代わりに、ほうぼうに文を出すことが増えた。届く文に返事を出す、ということがほとんどだが。花娘と晩ばん霞か、このふたりからの文がもっぱらだ。花娘の文は、寿雪を案じ、不自由がないか気遣うものばかりで、その手跡は落ち着きがあり、優美だった。文のなかでも、彼女はいつものように、阿アー妹メイ、と寿雪を呼んだ。

　九九に文を持たせて使いに出すと、入れ替わりのように使いの宦官がやってきた。泊はつ鶴かく宮、晩霞の使いだ。今日は文だけでなく、鮮やかな紅くれない色の薄絹が添えられていた。文を見れば、晩霞の長兄が絹をたくさん贈ってきたので、おすそわけだという。晩霞の父はすでに賀が州に帰ったそうだが、息子たち――長男と三男だ――は身重の晩霞が心配なのか、京師みやこにとどまっている。

　泊はつ鶴かく宮の様子や兄たちの近況を伝える晩ばん霞かの筆致はのびのびとして、明るい。以前はどこか虚こ空くうをさまようように危うげな、とらえどころのない娘だったが。

　晩霞の変化がどこから来るものなのか、寿じゆ雪せつは知らない。身籠もると変わるのだろうか、と思ったが、燕えん夫ふ人じん・黄こう英えいはまえと変わりないようだ。いずれにしても、寿雪には知りようのないことだった。そのことに、喉のどにものがつかえたような、すっきりとしない気持ちを覚えたが、どうしてだろう。知り得ぬということにか。

　烏からすから解放されたなら、寿雪も誰かの子を産むことがあるのだろうか。わからない。まるで想像がつかない。

　そもそも烏をこの身から解き放つには、まず香こう薔しようの結界を破らねばならないが、そのために必要な巫術師がひとり足りない。術者は三人必要なのだ。寿雪、それから老巫術師の封ほう一いち行ぎよう。ほかに寿雪が思い当たる巫術師などただひとり、白はく雷らいしかいない。だが、彼はとても協力などしないだろう。いま現在、どこにいるのかも不明だ。

　寿雪は紅の薄絹を眺める。

　――晩霞の兄か……。




　晩ばん霞かは、几の上にうずたかく積まれた絹を見るともなしに見ていた。すべて長兄・晨しんからの贈り物だ。

「ほんとうに、どうしたのかしら」晩霞はつぶやく。

　晨はこれまで、贈り物を寄越したことなどなかった。それが、頭が痛くなりそうな堅苦しい書物ならまだしも、女物の反たん物ものだなんて。晨自身は風流人なので趣味はいいが、女っ気のないひとなのである。いまだ妻を娶めとってもいなければ、妾めかけのひとりもいない。

　――それも、そろそろかもしれないけれど。

　晩霞は、長兄が嫁か娶しゆに乗り気でなかったのは、沙サ那ナ賣メの当主を縛っていた呪いのせいではなかったかと思っている。当主の末娘は、十五の歳に必ず死ぬ、という。兄は、子を持つのを恐れていたのではないかと。だが、呪いをもたらしていた神かん宝だからの珠たまは、壊れたと聞いている。だからもう、当主を縛る呪いはない。

　反物をひとつ、手にとる。白い蓮はすの花のような、ほんのわずか、淡く色づいた薄紅の絹だ。さすがに目の肥えた兄らしく、晩霞によく似合うものを選んでいる。贈られた反物はいずれも淡く、霞かすみがかった色合いをしていた。

　そんななかで、ここにはもうない反物がひとつだけ、異彩を放っていたのを思い出す。鮮やかな紅色の薄絹だった。晩霞にはまるで似合わない色だ。誤って混じったのだろうか、と思ったが、万事に遺い漏ろうのない晨しんだけに、ふしぎだった。すぐ上の兄である亮りようなら、いくらでもあり得そうだが。

　その絹を目にしたとき、晩ばん霞かはすぐに寿じゆ雪せつを思い浮かべた。鮮やかな紅は、寿雪によく似合うだろう。抜けるように白い肌と、濡れた黒玉のようにきらめく大きな目、紅い唇……。だから晩霞は、それを寿雪に贈った。

　寿雪のことを思うと、晩霞の脳裏には父の顔がよぎる。晩霞のもとに、もう父からの文は届かない。父は早々に賀が州に帰ってしまった。晩霞の懐妊を知って、取り入ろうとする人々が接近してくる前に。父はそういうひとである。中央からは距離を置き、沙サ那ナ賣メを守っている。父に背そむいた晩霞の体のことなど、なにひとつ気にかけることなく。

　父は沙那賣一族を選びつづけ、晩霞は己おのれの意思を選んだ。おそらくもう二度と、道が交わることはないのだろう。

　晩霞は腹を撫なでてみる。まだふくらみは目立たず、このなかに子がいるなどという実感はない。腹が大きくなってくれば、違うのだろうか。

　実感はなくとも身籠もった以上は、これからのことを考えねばならない。父からの指示はないのだから、己の裁量で。

　晩霞は反物をいくつか選びとる。空色、薄緑、白しら藍あい、青磁色――背後に控えていた侍女にそれらを手渡し、「鴦おう妃ひさまに」と短く告げる。

　鴦妃・花か娘じようは最上位の妃だ。その花娘に、緇し衣え娘にやん娘にやん騒動のさいには晩ばん霞かの侍女が怪我を負わせてしまった。侍女をとめられなかった晩霞に責任がある。すでに詫びとともに上等の絹を献上したが、それからも晩霞は花娘と交流をつづけている。花娘は頼みにできるひとであると、晩霞は思っている。

　――寿じゆ雪せつにも会えるといいのだけれど。

　寿雪が夜や明めい宮に蟄ちつ居きよせざるを得なくなったのは、父のせいだ。詫びを言いたいし、顔を見たい。寿雪からもらう文では以前と変わりない様子に思えるが、元気なのだろうか。

　――こっそり会いに行こうかしら。

　とは何度となく考えたが、身重の晩霞を案じる侍女たちがそばを離れないので、それもできずにいる。

「晩霞さま、夜明宮からの使いが来ております」

　侍女の言葉にぱっと立ちあがると、「そのように急に動かれては、危のうございます」と侍女たちがあわてた。転びでもしたら一大事、と口をすっぱくして注意される。

　昔から敏びん捷しようなほうだったので、「これくらいで転ばないわ」と言うが、侍女たちは承知しない。ふたたび椅子に座らされ、侍女が使いを招き入れる。

「あら……」

　やってきた使いは、陽ひに灼やけた肌の、かわいらしい少年宦官だった。

「衣イ斯シ哈ハだったかしら」

「はい」衣斯哈は緊張した面おも持もちでひざまずいている。大事そうに書状を押し抱いていた。それを晩ばん霞かにさしだす。

「烏う妃ひさまからの御文でございます」

「どうもありがとう。烏妃さまはお元気？」

「はい」緊張に頰を赤らめた衣斯哈は、なにくれとなくかまってやりたくなる風ふ情ぜいがある。

「ねえ、ほら、干し棗なつめがあったでしょう」と晩霞はふり向いて侍女に言い、また衣斯哈に顔を戻す。「干し棗は好きかしら？」

「え……え？　僕ですか？」

「そうよ。包んであげるから、持ってお行きなさい」

　まごつく衣斯哈に紙に包んだ干し棗を持たせて帰らせたあと、晩霞は文をひらいた。

　寿じゆ雪せつの手跡は流麗だ。清らかな川の流れを思わせる。きっちりとした文章からは、彼女の根幹にある誠実さが浮かびあがるようだった。

　文を一読した晩霞は、つと顔をあげ、ふたたび文に目を落とす。考えこむ晩霞の様子に、侍女たちは顔を見合わせ、「烏う妃ひさまは、なんと？」と訊いた。

「ええ、なんでもないわ」返事にならぬ返事をして、晩ばん霞かは黙考する。文には、めずらしく、寿じゆ雪せつからの頼みが書かれていた。

　思いがけない頼みだった。

　――白はく雷らいのことで、晩霞の兄に頼みがある。ついては、兄に会わせてもらえまいか。




　冬官府への使いから戻ってきた淡たん海かいは、千せん里りの文をたずさえていた。寿雪が読んでみると、名前を借りたことに対しては『ご随意にどうぞ』とあり、千里の穏やかな微笑が思い浮かんだ。

　加えて書かれていたのは、この件に自分も興味があるので、詳細がわかれば教えてほしい、ということだった。勝手に名前を借りたのだから、それくらいのことはする。寿雪は、彼が寿雪に協力する理由について、寿雪のためだけでも冬官の義務感でもなく、『知的好奇心のためです』と言ったのを思い出し、すこし笑った。

　九ジウ九ジウが鴛えん鴦おう宮から戻ってきたのは、晩霞への使いに出した衣イ斯シ哈ハが帰ってきたさらにあとだった。

「その宮女は製茶商の娘で、長ちよう勺しやく氏とまったくおなじ地方というわけじゃないんですが、漆商ともつきあいがあるとかで、変わった話を知っていました」

「変わった話？」

「長勺氏の話じゃないんですけど、漆の話です」

「ほう」

「漆にまつわる昔話ですよ。昔からいい漆の木が育つ土地だそうで、とくに川の上流、山奥に。それで――」

　川で魚をとって暮らしを立てている男がいた。彼は毒流し――藤ふじ空うつ木ぎなどの木もく皮ひの汁を川上から流して魚をしびれさせてとる漁法だが、稚魚や虫が死滅してしまう――でたくさんの魚をとって、ひところはずいぶん儲もうけたが、お上かみが毒流しを禁じてからは、とたんに貧しくなった。

　その日は魚がとれず、ずっと上流のほうまで遡さかのぼったところ、なんと澄んだ水の底に漆が溜まっているのを見つけた。川沿いに生えた漆の木から、長年にわたって漆の樹液がしたたり、くぼみに溜まっていたのだ。

　漆は一本の木からすこしずつしかとれないので、高い値で売れる。男は夢中で漆を搔かきだした。それはやはり高く売れたので、男はそれから何度となく川底から漆をとっては売った。ほかの誰にも教えず、ひとりじめして儲けた。

　だが、ある日、いつものように川底に潜ると、漆のあったくぼみには大蛇がとぐろを巻いて、目をらんらんと光らせ、男を飲みこもうと真っ赤な口をひらいているではないか。男はあわてふためいて逃げ、なんとか岸に戻った。それから川で大蛇が暴れ、旱ひでりがつづいた。土地の者たちは、大蛇は川の神だと言い、男が毒で川を汚し、漆をとったので神が怒ったのだと責めた。

　神の怒りを鎮しずめるために、土地の者たちは男に娘を生いけ贄にえにさしだせと迫った。娘はよそに嫁とついでいたが、男は娘をつれ戻し、川に沈めた。それから大蛇はいなくなったが、娘が沈められたあたりでは魚はとれなくなり、漆の木も枯れてしまったという。

「……という話なんですが」

　話し終えて、九九は、ふうと息をついた。

「昔話とはいえ、いやな話ですよねえ」

「娘がとんでもないとばっちりだな」

「ですよね」

　九ジウ九ジウは昔話にも腹を立てている。

「しかし、生贄か……」

　どうも血なまぐさい話が出てきたな、と思う。長ちよう勺しやく氏と関係あるのかはわからないが。

　九ジウ九ジウに礼を言い、寿じゆ雪せつは筆をとる。いま聞いた話をしたためて、千せん里りに教えるつもりだった。

　あちらこちらに文を書き、寿雪はにわかに忙しくなっている。手が痛くなりそうだ。代筆でも頼もうか、と思ったところで、どこかの使いの宦官がやってきた。今度はどこの宮からだ、と思ったら、凝ぎよう光こう殿でん――高こう峻しゆんからだった。

　宦官は文をたずさえていた。以前にも来たことのある少年宦官だ。高峻からの文は、寿雪が出した文の返答だった。すなわち、碁の指し手である。寿雪が書いたように、石の色と数字を書いてきている。一瞥して、高峻の打ってきた手に寿雪は眉をよせた。

「御返事は、すぐには無理だろうから、後日でかまわない、と大家ターチヤは仰おおせでした」

「なにゆえ、すぐには無理などと決めつけるのだ、あやつは」

　余裕綽しやく々しやくの高峻の顔が見えるようで、寿雪は意地でもすぐ返事の文を出してやろうと思った。

「しばしここで待っておれ。おぬしは、衣イ斯シ哈ハの友人だったな。いっしょに待っておればよい」

　寿雪は衣斯哈を呼び、厨くりやにあった糕こうを持ってきて、ふたりに食べさせる。そのあいだに高峻の文を眺め、打つ手を考えた。こちらに打ってはあちらに隙すきが生じ、かといってこう打てば数手で立ちゆかなくなる……いくら考えを巡らせても、突破口が見いだせない。衣イ斯シ哈ハたちは糕を食べ終え、晩ばん霞かにもらったという干し棗をわけあって食べていた。

　干し棗もなくなり、ふたりが手持ち無ぶ沙さ汰たになるにいたって、寿じゆ雪せつは音ねをあげた。

「……すまぬが、返事はやはり後日にする。待たせて悪かった。帰りがこうも遅くなっては、衛えい青せいに叱られよう。わたしがひきとめたと書いておいたゆえ、これを見せよ」

　寿雪は凝ぎよう光こう殿でんの宦官に文を渡す。が、彼はにこっと笑った。

「大丈夫です。衛えい内ない常じよう侍じが、烏う妃ひさまはどうしてもその場で御返事なさろうとするだろうから、遅くなってもかまわぬ、と」

　――衛青め。

　見透かされている。

　宦官が立ち去ったあと、寿雪は千せん里りへの文に高こう峻しゆんの打ってきた手をつけ足し、助言を乞こうた。千里はきっと、笑うだろう。




「衛内常侍」

　呼びとめられて、衛青はふり返った。声の主も、呼びとめられた理由もわかっている。相手は濃のう灰かい色しよくの袍ほうを着た宦官で、皇帝の夜よ伽とぎを取り仕切る役目を担になっている。

「大家ターチヤは今こ宵よいも夜伽の相手はいらぬとおっしゃるのだが……」

「妃嬪がおふたりもご懐妊なさったのだから、しいておすすめせずともよかろう」

「はあ……しかし……」

　まだなにか言いたげな彼を残し、衛えい青せいは凝ぎよう光こう殿でんを奥に進む。

　懐妊の報を聞いて、高こう峻しゆんは肩の荷がおりた、という顔をしていた。もちろん、まだ男児とも女児とも知れず、無事生まれてくるかもわからない。だが、安堵したのは間違いない。

　世継ぎを作るのは帝みかどの務めである。世継ぎがなくば、あとが乱れる。国が荒廃するもとになる。しかし、急せかされるほうはたまったものではないだろう。

　高峻が夜伽のたぐいを好まないのを、衛青だけが知っている。もしかすると、嫌悪していると言ってもいいのではないか――と、かぎりなく感情を表に出さない高峻の内心を測ることに長たけた衛青は思っている。先帝の代に皇后が君臨した後宮のありさまを見聞きして育った高峻がそうなるのは、当然と言えば当然なのかもしれない。

　後宮は皇帝の美しい花園だが、その花を管理するのは皇后だ。後宮とは、皇后の城なのだ。高峻は直属の組織である勒ろく房ぼう子しを作ることでその牙が城じようを崩したが、それも先帝の皇后が残した爪つめ痕あとのひとつだろう。

　爪痕だろうとなんだろうと、高峻はこれからも花園のありかたに手を入れてゆくに違いない。彼は伝統を重んじるいっぽうで、変革をいとわない。

　――だから、心配なのだ……。

　高こう峻しゆんだからこそ、寿じゆ雪せつに目を向け、寿雪を救おうとする。だが、そのさきには大きな落とし穴がある気がしてならない。

　衛えい青せいが室内に入ると、高峻は几の上に積んだ書物を片端からひらいているところだった。ちらと題だい簽せんを見れば、碁の棋き譜ふのようである。衛青は憂ゆう鬱うつになった。高峻は、寿雪と文で対局している。戯じやれている、と衛青には見えた。現にいま、高峻の表情は軽やかで、やわらかい。それが衛青をますます不安にさせる。

　――あの娘が拠よりどころになってしまうのは、あまりにも危うい。

「青、これを寿雪のもとへ」

　高峻はいくつかの巻かん子す本ぼんを選よって、脇に置いた。「碁の勉強になろう」

「……あのかたは、『これで碁の勉強をせよ』などと言われては、かえって機嫌を損そこねましょう」

「そうか？」

　高峻は寿雪を気にかけているわりに、彼女がどうすれば怒り、機嫌を悪くするか、そのあたりの機微をあまり理解できていない。おそらく衛青のほうがよくわかっている。

「ならば、やめておいたほうがいいか」

「食べ物でも与えておけばよろしゅうございましょう」

　衛えい青せいの言いように、高こう峻しゆんはかすかな笑みを浮かべた。

「そなたは、寿雪のことをよくわかっている。――点心を届けさせよう」

　夜や明めい宮に蟄居せざるを得なくなっている寿じゆ雪せつを、高峻は以前に増して同情しているように衛青には思える。あわれさをもよおすものは、いとおしい。ひとの情動として、そういうものだ。

　長年、高峻に仕えてきた衛青は、そのぶん、高峻の心の動きがとめがたいものであることを感じとっている。あきらめを覚えはじめながら、腹を据えつつもあった。

　寿雪が高峻にとって利益より害の多い存在であることは明白で、場合によってはとてつもない火種になり得る。そうなったとき、高峻と寿雪、どちらを守り、どちらを切り捨てるかなど決まっている。

　――いざとなったら、俺はあの娘を殺すだろう。

　たとえ半分、血のつながった妹であったとしても。

　そんなことはわかりきっているのに、額ひたいの傷痕がうずく。とうに癒いえたはずの、寿雪をかばったときの傷だ。

　――どうしてあのとき、かばってしまったのだろう。

　高こう峻しゆんの命令があったなどと寿じゆ雪せつに言ったのは、噓だった。命令を聞いてからで間に合うはずがない。

　衛えい青せいの命は、高峻のものだ。高峻に仕えると決めたときから、ずっと。それなのに、衛青を動かすべつの感情がある。

　衛青は、烏う妃ひのまがまがしい力が己を毒しているのではないかと、そんな気さえしていた。




　翌朝、寿雪のもとに、千せん里りからの文が届いた。

　千里は、達筆である。彼の瘦そう身しんを思わせる細い字で、迷いも間違いもなく流れるように書かれている。内容が難しいわりに、簡潔で明快な文章なのは、彼の頭のよさと思いやりの表れである。

『その昔話には、おかしな点があります』

　と、千里は書いていた。

　どういうことだろう、と読み進めれば、

『旱ひでりと生贄の点です。

　川底の漆の話というのは、漆のとれる地方によくある伝承で、この話も大筋で同様に思われます。川底に漆があるのを見つけた人物が、ひとりじめして、のち大蛇が現れる。この大蛇に食われることもあれば、脅おどかされて漆がとれなくなる、というだけの場合もあります。大蛇が川の神とされる例はすくないですが、ないわけではありません。しかし、生贄を捧げる、それも当人ではなくなぜか嫁いだ娘を、という形式の伝承は、ほかに聞きません。

　さらに、川の神であれば祟たたりは氾はん濫らん、あるいは水みず涸がれです。旱は日の神、雨の神の祟りです。旱で川の神に生贄を捧げるというのは、理屈に合いません』

　たしかに、九ジウ九ジウの聞いてきた話では、川の神が怒って旱になった、ゆえに生贄を……という流れだった。理屈に合わない、という考えかたがいかにも千せん里りらしい。

『おそらく誤って伝わったか、ほかの伝承が混ざってしまったか、であろうと思われます』

　誤りか、混ざったか。千里の文はまだつづく。

『長ちよう勺しやく氏というのは、昔から蕪ぶ州にいたひとびとでしょうか。よその土地から移ってきたのではありますまいか。

　と申しますのは、蕪州を流れる泗し水すいという川の下流にある箕き州南岸あたりに、長勺という土地があり、それを姓に持つひとびとが多く暮らしているからです』

　千せん里りはやはり博識である。病弱ゆえによく書物をひもとき、それを血肉にしている。

『これが化粧箱と関係があるのかはわかりませんが、いますこし調べてみます』

　そう締めくくられていた。端のほうにひかえめに、『黒四八』とのみ記されている。寿じゆ雪せつが助言を乞うた、碁の手である。

「なるほど、その手があったか」

　寿雪のつぶやきに、九ジウ九ジウがふり返る。

「化粧箱の件で、なにかおわかりになりましたか？」

「む、いや……まあ、そうだ」

「あ、碁のほうでしょう。いい手を教えてもらったんですね。ずるですよ」

「これはずるではない」

　寿雪が顔をそむけると、九九はおかしそうに笑い声をあげた。寿雪はそそくさと文をたたみ、厨子にしまう。代わりに、べつの紙をとりだした。

「それは……？」

「以前、温おん螢けいが調べてくれたものだ」

　緇し衣え娘にやん娘にやん騒動のとき、宮女や宦官の横のつながりを調べたものだ。出身地でつながっている者たちもいたので、それぞれの出身地も書かれていた。そのなかに『箕き州』の文字がある。泊はつ鶴かく宮と鴛えん鴦おう宮の宮女だ。

「これらの宮女は、知っておるか？」

　尋ねると、九ジウ九ジウは鴛鴦宮の宮女の名前を指さした。

「こっちの子は、知ってます。反ほ故ごをもらいに行くとき、いつも親切にしてくれる子です」

　九九は、衣イ斯シ哈ハの手習い用の反故紙をよその宮にもらいに行っている。

「今度はこの子に、長ちよう勺しやく氏のことを訊いてくればいいんですか？」

「そうだな、長勺氏と、漆と、旱と、生贄――こうしたものにかかわる話があれば、知りたい」

「昨日の昔話みたいなものですね。わかりました」

　九九は行動が速い。ぱっと殿舎を出ていった。寿じゆ雪せつが夜や明めい宮を出られないので、九九たちに使いをしてもらってばかりいる。寿雪は階きざはしの前まで進みでて、ふうと息を吐いた。

「娘ニヤン娘ニヤン」

　衣斯哈が階の下に駆けよってきた。

「燕えん夫ふ人じんの侍女から使いが来て、『頼んだ件はどうなったでしょうか』と訊かれているのですが」

「ああ……」

　化粧箱に気をとられ、黄こう英えいの侍女に首尾を知らせるのを忘れていた。

「つつがなくすんだ、と伝えてくれ」

「はい」衣イ斯シ哈ハは軽い足音を響かせ、殿舎の裏手のほうに走り去っていった。

　寿じゆ雪せつは空を見あげる。

　――長ちよう勺しやく松しよう娘じように、昨夜赤い女が出たか、たしかめたほうがよいか。いや、わたしが訊くのはおかしいか。では、千せん里りからということにすれば……。

「……温おん螢けい」

　軽く呼べば、すぐに「はい」とそばで声がする。外廊に温螢が膝をついていた。

「長勺松娘の様子は、どうであろう。飛ひ燕えん宮へ行ってくれるか」

「すでに淡たん海かいをやって、たしかめさせました。昨夜は何事もなかったようです」

　温螢の行き届いた働きぶりに、寿雪はあらためて感心する。

「おぬしは、高こう峻しゆんの側近になれば出世するであろうに」

　こんな日の当たらぬ宮でくすぶらずとも、と思う。

「大家ターチヤには、衛えい内ない常じよう侍じがいらっしゃいます」

　温螢は表情を動かすことなく即答した。

「私は、娘ニヤン娘ニヤンのおそばにおります」

　こうした言葉を聞くと、寿じゆ雪せつは、胸のなかが妙にくすぐったくなる。肩のあたりから、やわらかく力が抜けてゆくような気がした。

「試すために言うたわけではないぞ」

「わかっております」

　秋の陽ひがふりそそぎ、ひざまずく温おん螢けいの顔を白々と照らしていた。




　高こう峻しゆんに文でも書くかと墨をすっているところに、晩ばん霞かからの文が届いた。その文に目を通して、寿雪はふたたび墨をすりながら考えこむ。

「すりすぎじゃありませんか、娘ニヤン娘ニヤン」

　と、九ジウ九ジウに声をかけられて、寿雪ははたと手をとめた。

「戻ってくるのを待ってくだされば、あたしがすってさしあげたのに」

「墨くらい自分ですれる」

「あたしのほうが上手ですよ」

　墨をするのに上手も下へ手たもあるか、と思ったが、たしかにちょうどよい濃さというものがある。

「なにか話は聞けたか？」

　九ジウ九ジウの顔を見るに、収穫があったのだろうとわかる。寿じゆ雪せつは硯すずりを脇にのけると、九九を向かいの椅子に座らせた。

「箕き州のその宮女に訊いたら、長ちよう勺しやく氏が住んでるかどうかは知らないけど、泗し水すいって川の下流域に昔から漆林があって、漆職人がそろってるそうですよ。漆の職人って、いろいろあるんだそうで。漆を塗るひと、象ぞう嵌がんするひと、絵を描くひと、みたいに。固まって住んでたほうが便利なんでしょうね。最近だと、官営のほかに豪族や商人も大きな漆園を作って、腕のいい職人を抱えているそうですが」

　その地域にまつわる昔話を、宮女は知っていたという。

「子供のころに祖母に聞いた話だから、細かいところは覚え違いがあるかもしれないけれど、子供心にもかなしい話だったから、忘れられなかったって言ってました。――旱と生贄の話ですよ」

　そう言って、九九は話しはじめた。

　昔、雨が三年あまりも降らなかった。川は干上がり、漆はもちろん、作物はことごとく枯れ果てた。穀物のたくわえも底をつき、窮きゆうしたひとびとは、日の神に生贄を捧げ、雨を乞おうとした。

　雨あま乞ごいの生贄は、日の神に祈りが届くよう、火で焚たいて煙を高く立ちのぼらせる。

　まず、豚が焼かれた。雨は降らず、つぎに牛が焼かれた。やはり雨は降らない。こうなると、ひとびとは神の怒りがよほどはげしいに違いないと思った。

　巫ふを焚こう、ということになった。巫は、神に仕える女だ。ある男の娘が選ばれた。すでに他家に嫁に行き、子供もいる娘だった。ひとびとは、神の怒りはこの娘のせいだ、と言った。このころ、そのあたりでは一家の長女は家か廟びようを守る者として嫁がない習わしだったが、生贄に選ばれた娘は、長女であるにもかかわらず、禁を破って嫁いだ。神はそれを咎とがめ、雨を降らせないのだとひとびとは言った。

　娘は積みあげた薪たきぎの上で焼かれた。娘の幼子が母を求めて泣くので、娘は焼かれながらも子に笑いかけてなだめた。赤い炎が天に届くかと思うほど伸びあがり、煙は空一面を覆おおい、やがてそれは黒い雲に変わって、雨が降りだした。

　降りだした雨は三日三晩やまず、川は氾濫し、ひとびとをのみこんだ。生き残ったのは娘の幼子だけで、その子は長じて腕のいい漆職人になったという。

「……という話なんですけど」

　九ジウ九ジウは片頰に手をあて、息をついた。「昨日の話にしろ、いやな話」

　寿じゆ雪せつはしばらく考えこんでいたが、腰をあげ、厨子から化粧箱をとりだした。

「火だ」

「え？」

「この朱漆は、火を表しているのだ」

　赤い漆で描かれた女と模様を、寿じゆ雪せつは眺める。三角の模様が女をとりまき、女は笑っている。赤い顔で。

「まわりの模様は炎で、女が赤いのは炎に照らされているからだ。――これは焼かれている女の姿だ」

　言葉にしてみて、ぞっとした。九ジウ九ジウも目をみはったまま、声を出せずにいる。

　これを作ったのは誰か。漆職人になったという、女の幼子ではないのか。

　幼い記憶に刻まれた、無残に焼かれながらも笑いつづけた母の姿を、こういう形で残した。母を殺したひとびとへの非難のためか、母への哀あい悼とうからか、わからないが。

「母を焼き殺した土地に住みつづけるとは考えにくい。もとより川の氾濫があったなら、よその土地に移るほかなかったやもしれぬが」

「移り住んださきが、蕪ぶ州ですか……？」

「ひととともに、生贄の話も伝わった。結果、その地にもとからあった伝承と混ざり合ったのだろう」

　長ちよう勺しやく氏は、その幼子の子孫か。

　――では、松しよう娘じようのもとに現れる赤い女は……。

「でも、そんなむごい場面を描いた絵には見えませんね、これ。おおらかで、やさしいというか」

　九ジウ九ジウが化粧箱をのぞきこむ。彼女の言うとおりだった。女の表情が笑っているから、というだけでなく、漆絵の筆づかいはやわらかく、恨みなど感じさせない。

「……松娘も、怖がっているようではなかったな」

　漆絵を見つめ、寿じゆ雪せつはつぶやく。絵も、現れる女も、恐ろしさを感じさせるものではないのだ。

　女の絵を上からのぞきこんでいた九九が、「正面ですよね」と言った。

「なに？」

「この女のひと、正面を向いてますよね。子供のほうを見てるんですよ。見てるっていうか、笑いかけてるんですね。だから、やさしいと感じるのかなあって」

　――ああ、そうか。

　わが子に笑いかけている顔か。恨みではない、ここにあるのは慈いつくしみの心だ。これを描いた職人は、己に向けられた母の愛情を写しとったのだ。

「……松娘のもとに現れる女は、長ちよう勺しやく氏の守り神のようなものなのかもしれぬな」

「守り神、ですか？」

「生贄となった女そのものか、漆職人の想いと技が形作ったものか、わからぬが……」

　烏う妃ひの術の及ばぬものだろう。

「障さわりはないと千せん里りに一筆書いてもらうなりして、この化粧箱は松しよう娘じように返そう」

　寿じゆ雪せつは自じ嘲ちよう気味にふっと笑った。

「九ジウ九ジウたちを使いに走らせ、千里の知識を頼みにして、わたし自身は結局ものの役に立たなかったな」

「まあ、娘ニヤン娘ニヤン」

　九九は目を丸くした。

「あたしたちがお役に立ったんなら、それは娘娘がお役に立ったということですよ」

「どういう理屈だ」

「だって、あたしたちは娘娘のためだから動くんですから」

　九九の言葉には、へつらいも誇張もない。至極あたりまえのように言う。

　寿雪は目をしばたたき、九九の顔をつくづくと眺めた。

「わたしも、おぬしたちのためなら、動くであろう」

　九九は朗ほがらかに笑った。

「知ってます」




　千せん里りに事の次第をしたためた文を届けると、使いの淡たん海かいは返事をたずさえて戻ってきた。どうやら千里のほうでも寿じゆ雪せつに文を書いていたところだったらしい。

　寿雪が頼んだとおりに松しよう娘じようへの一筆と、生贄の娘についての伝承に関する文とがあった。九ジウ九ジウが聞いてきたものとおなじ伝承が、たしかに箕き州の泗し水すい流域に存在するようだ。その伝承は、前冬官の薛せつ魚ぎよ泳えいが書きとめていたもののなかにあったという。

『魚泳さまは、地方の伝承を多数集めて書き残しておられます』

　魚泳が書き記していたものは多く残っているそうで、そのなかには烏う妃ひに関して調べたものもあると、千里は以前言っていた。それを整理して、わかることがないか調べてみると。

『地方の伝承は烏妃さまとは無関係のものと思っておりましたが、烏う漣れん娘にやん娘にやんの半身のことを考えると、そうではないのかもしれません』

　烏の半身は、海に沈んでいる。おそらく東の海に。

　千里は、地方の伝承を調べてみる、と書いていた。そこに烏の半身のありかを示し唆さするものがあるかもしれない、と。

　――烏の半身のありかが……。

　烏が半身を取り戻せば、寿じゆ雪せつは解放されるかもしれないのだ。

「娘ニヤン娘ニヤン、松しよう娘じようのところに届けてきましょうか」

　九ジウ九ジウが几つくえに置かれた文と化粧箱をさして言う。

「ああ……」

　寿雪はもういっぽうの文をひらいたまま、生返事をする。

「でも、同室の宮女がやっぱりいやがったら、どうしましょうね。化粧箱を返せば、またおなじように現れるんでしょうし」

　寿雪はつと顔をあげ、九九を見た。九九は首をかしげる。「どうかなさいました？」

「いや……、たしかにそうだな。また現れる――」

　――なんのために？

　そもそも、どうして松娘の前に現れたのか。以前からそばにいたのを、気づくようになっただけか？　それとも、意図して姿を見せているのか。夜な夜な、枕元に現れて。

　――以前から現れていたなら、もっと早くに気づいているだろう。いま姿を現しているのは、意味があるのだ。

　寿雪は立ちあがった。

「娘ニヤン娘ニヤン？」

　呼びかけに答えず、化粧箱をつかむと、寿じゆ雪せつは殿舎を飛びだした。




　外はすでに日が暮れている。薄闇のなかを寿雪は走った。

　――まだ寝てはいないはずだ。

　九ジウ九ジウが息を切らしながらついてくる。それを淡たん海かいがやすやすと追い抜いて、寿雪のそばまでやってきた。

「なにごとです、娘娘。おでかけですか？」

　おそらく近くに温おん螢けいもいるのだろう。寿雪はふたりに聞かせるつもりで声を張った。

「飛ひ燕えん宮に行く。どちらかでいい、さきに行って、長ちよう勺しやく松しよう娘じようを呼びだしておいてくれ」

「では、私が」

　夜や明めい宮を取り囲む、椨たぶの木立のあいだから、温螢の声が響いた。木々の陰で姿はよく見えない。下草をかすめて走る、風のような音が過ぎ去っていった。

「夜や明めい宮を出るお許しは」

　淡海の問いに、

「ない」

　ときっぱり答える。

「咎めはあとで受ける」

「長ちよう勺しやく松しよう娘じように危険でも？」

「わからぬ。杞き憂ゆうであればよいが」

　寿雪は化粧箱を胸に抱えこむ。

　――急に現れるようになったのは、それだけ差し迫った災厄を伝えようとしてのことではあるまいか。

　そう思えてならない。

　秋は闇が濃くなるのが早い。飛ひ燕えん宮に着いたときには、濃い藍色の暗闇があたりを包んでいた。夜や明めい宮と違い、回廊や軒下につるされた灯籠がこうこうとともされているが、裏手に回れば明かりはすくない。寿じゆ雪せつの黒衣が闇に沈み、顔と手だけがほの白く浮かびあがる。

「娘ニヤン娘ニヤン」

　温おん螢けいが回廊のそばに立っている。駆けよりながら、「松娘は」と尋ねた。

「いま呼んでもらっております」と温螢が言ったところで、奥から松娘が小走りにやってきた。けげんそうな顔をしている。

「烏う妃ひさま、御用とはなんでしょう？」

　寿じゆ雪せつが口をひらこうとしたときだった。

　どこからか、木の枝がきしんでたわむような、いやな音がした。寿雪は頭上を見あげ、音の出所をさぐる。ほかの者も同様だった。

　つぎの瞬間、雷でも落ちたかのような轟音が響き渡った。足もとが揺れるほどの、すさまじい音だった。とっさに、すぐそばにいた淡たん海かいが寿雪を引き寄せ、地面にしゃがみこませる。風と土つち埃ぼこりが吹きつけてきて、寿雪は咳せきこんだ。

　余よ韻いんを残して、音は消える。静かになった、と思ったのもつかのま、そう遠くない場所から女たちのか細い悲鳴が聞こえてきた。

　――落雷か？　そんな天候ではなかったが……。

　顔をあげると、淡海も温おん螢けいもけわしい表情で近くの殿舎を見あげている。寿雪もそちらに目を向ければ、闇夜に土埃が舞いあがっていた。

「……これは……」

　ああ、と松しよう娘じようがうめくような声をあげ、その場にへたりこんだ。娘ニヤン娘ニヤン、と九ジウ九ジウが青い顔をして寿雪にしがみつく。

　土埃の向こうで、殿舎の屋根が半分ほど崩れていた。

「娘ニヤン娘ニヤン、さがってください。瓦が落ちてくるかもしれません」

　温おん螢けいに言われて、寿じゆ雪せつは九ジウ九ジウとともにうしろにさがった。九九は寿雪の手を握りしめている。

「宮女たちの宿舎か？」

　裏手にある殿舎だから宮女か宦官が暮らす棟むねだろうと思い、寿雪はへたりこんだままの松しよう娘じように尋ねる。松娘は震えながらも、うなずいた。

「あ……あのあたりは、わたしも寝起きしている部屋で」

　そう言うさなかに、屋根の崩れた殿舎から宮女たちがもつれ合うようにして飛びだしてくる。周囲の殿舎からも宮女や宦官がわらわらと集まってきた。あたりは騒然とする。

「娘ニヤン娘ニヤン、ひとまず夜や明めい宮に戻ったほうがいい。面倒なことになる」

　淡たん海かいが口早に言って、寿雪の背中を押す。寿雪は松娘の化粧箱を抱えたままだったが、淡海のこわばった顔に口をつぐんで、足早に飛ひ燕えん宮をあとにした。

　闇に紛まぎれてゆく黒衣のうしろ姿を、飛燕宮の者たちがじっと見ていた。




「雨あま漏もりで梁はりが腐っていて、あの晩ついに折れたようです」

　後日、淡たん海かいが屋根崩落の原因を聞いてきた。

「梁は宮女の寝台のひとつを直撃していました。長ちよう勺しやく松しよう娘じようの寝台ですよ。寝ていたら、死んでましたよ。娘ニヤン娘ニヤンが訪ねてきて、あの宮女は命拾いしましたね」

　それでも何人か、怪我人は出たそうだ。さいわい、いずれも重傷ではないそうだが。

「じゃあ、漆絵の女は、松娘にそれを知らせようとして……？」

　九ジウ九ジウの言葉に、寿じゆ雪せつは「おそらく」と答えた。

　だから夜な夜な、枕元に現れていたのだろう。そこに寝ていては危ないと。

「この殿舎の件で、燕えん夫ふ人じんの鵲じやく巣そう宮への引っ越しが早まりそうだって話ですよ」

　淡海はあれやこれやと話を聞きこんできている。

「宮女たちの住むところがなくなったのだから、そうなろう」

「いやいや、そうじゃなく」淡海は顔の前で手をふる。「不吉だからって」

「不吉か」

「屋根が崩れるなんて、そうそうないですからね」

「鵲巣宮も不吉なのではなかったか。死人が出たから」

　寿雪はすこし、あきれていた。あちらが不吉、こちらも不吉では、住むところがなかろう。

「鵲巣宮は、娘ニヤン娘ニヤンがまじないをしたからいいってことじゃないですか」

　そんなものか。寿じゆ雪せつは几に置いた化粧箱を眺める。

「松しよう娘じようにこれを返してやらねばな」

　飛ひ燕えん宮が落ち着かないので、返しそびれている。

「あたしが行ってきます。飛燕宮の様子も気になりますし」

　九ジウ九ジウが手をあげる。飛燕宮にいた九九は、朋ほう輩ばいたちのことも気にかかるのだろう。それならと化粧箱を九九に渡そうとしたところで、衣イ斯シ哈ハが寿雪を呼びに来た。

「娘ニヤン娘ニヤン、飛燕宮の長ちよう勺しやく松娘さんがお目にかかりたいといらしてます」

　――ちょうどよいところに。

　寿雪は化粧箱を手に、部屋を出る。松娘は殿舎の陰に隠れるようにして立っていた。

「これを返しにそちらに行くところであった」

「……どうして烏う妃ひさまのところに、これが？」

　松娘は不安そうな面持ちで化粧箱を見ている。そういえば、千せん里りに預けたことにしてあったのだった。

「冬官から返ってきた。なんら障りはない箱ゆえ、持っていても大事ないということだ」

「そうですか……」

　松娘は化粧箱を受けとったものの、浮かぬ顔でうつむいている。

「冬官がそう書いた文もある。待っておれ、いま――」

「烏う妃ひさま」

　松しよう娘じようはうつむいたまま、声をあげた。

「烏妃さまは、あの晩、殿舎の屋根が崩れたとき、どうしてわたしのもとにいらしたのですか」

　うつむく松娘の表情はよく見えない。

「屋根が崩れると、わかってらしたのですか？」

「……いや」

　そこまでわかっていたわけではない。

「烏妃さまが術をお使いになったのだと、言う者がおります」

「なに？」

「あの場に烏妃さまがいらしたのを見た者たちが、殿舎を壊したのは烏妃さまではないかと、そう言うのです」

　寿雪は言葉を失った。――なにを馬鹿な。

「わたしは……わたしは、そのようなことは、思っておりません。ですが……」

　松娘は顔をあげぬまま、あとずさる。

「もし、わたしが烏う妃ひさまとかかわりがあると知れたら、なにを言われるかわかりません。もう、わたしをお訪ねになる理由は、ございませんよね？　わたしのところにいらっしゃったり、なさいませんよね……？」

　松しよう娘じようはふところに手を入れ、布包みをとりだすと、それを寿じゆ雪せつの手に押しつけた。硬い感触がして、金属の触れ合う音がする。金きん子すだ。

「冬官さまに頼んでいただいた御礼です」

　頭をさげて揖ゆう礼れいすると、松娘はぎこちなくきびすを返して、逃げるように走り去っていった。

　寿雪は、ただまっすぐ、前方にある木立を眺めていた。風が梢こずえを揺らしている。木々のあいだを吹き抜ける風の寒々しい音だけが、夜や明めい宮を包んでいる。

「ああいうのを、娘ニヤン娘ニヤン、恩知らずって言うんですよ」

　淡たん海かいの声にふり返ると、彼は階きざはしの上に佇たたずみ、笑っていた。

　――そうか。淡海の言っていた面倒なこととは、これか。

「……あの娘も、まわりの者たちとともに生きてゆかねばならぬのだからな」

　それを恩知らずのひとことで片づける気には、寿雪はなれない。

「娘娘、それを考えるのは娘娘じゃなくてあの娘ですから、娘娘はただ腹を立てればいいんですよ。俺なら蹴り飛ばしてやりますがね」

「娘ニヤン娘ニヤンは淡たん海かいさんとは違うんですよ」

　九ジウ九ジウが扉から顔を出す。

「餅もちを焼きますから、温おん螢けいさんも呼んで、みんなで食べましょう」

　寿雪は淡海と九九の顔を眺め、ほのかに笑みを浮かべた。

「そうだな」




　夜、訪いがあった。

「娘娘……」

　訪問者を告げる温螢の声は、燕えん夫ふ人じんの侍女がやってきたときとおなじように困惑をにじませていた。

「なんだ、また飛ひ燕えん宮の侍女でも来たか」

　と寿じゆ雪せつは扉をあける。温螢の背後にいたのは、目立たぬようにだろう、濃紺の紗しや衣いを羽織った婦人だった。その顔には、見覚えがある。

「――昌しよう黄こう英えいではないか」

　燕夫人である。実年齢は二十代なかばらしいが、まだ少女のような可憐さのある風貌をしている。以前、寿じゆ雪せつが会ったときには、しぐさも話しぶりも、どこか幼く、頼りなかった印象がある。

　いま目の前にいる黄こう英えいは、すこし瘦せただろうか、眉のあたりに翳かげがあり、やはり頼りない雰囲気はあるが、落ち着きも感じさせた。

　黄英は、寿雪を前にして、はにかんだように顔を伏せた。

「祓ふつ除じよの御礼を、ひとこと申しあげたくて……」

　黄英の声は、細くてやわらかい。鈴の音ねの軽やかさに似ている。

「礼れい物もつは侍女からすでに受けとっておる。それ以上はいらぬ」

　昼のうちに、絹やら金銀宝玉のたぐいが、黄英の名で届けられていた。

　寿雪は、ちらと黄英のうしろをうかがう。階の下に、灯籠の火を消して控えている数人の侍女と宦官の姿があった。いずれも目立たぬ暗い色の衣を身にまとっている。侍女のなかに、先日来た年かさの侍女はいないようだった。

「お目付役の侍女に黙って、飛ひ燕えん宮を出てきたのか？」

「だって、ここに来てはだめだと言うんですもの」

　黄英は拗すねたように言った。甘えた口ぶりに、以前の幼さが垣間見える。

「それは、侍女が正しい。わたしは蟄居の身ゆえ、ここへ来てはならぬ」

　寿じゆ雪せつが厳しい声を出すと、黄こう英えいはうちしおれた。

「烏う妃ひさまも、わたくしのことをお叱りになるの？」

「……べつに叱ってはおらぬが」

「わたくし、いつも叱られてばかり。鵲じやく巣そう宮へ移ることだって、いくらいやだと言っても『わがままはいけません』と叱られて。でも、怖いんですもの。烏妃さまなら、わかってくださると思って」

「……まあ、怖いものはどうにもなるまい」

　気持ちの問題なのだから、叱ってもしかたない。

「そうでしょう？」

　黄英は、ふわりと笑った。邪気も飾りもない、あどけないとさえ言える笑顔だった。こういうところが、この婦人の美点なのだろう、と寿雪は思う。

　――高こう峻しゆんも、そう思ったのだろうか。

　訊いてみたいような、訊いてみたくないような、妙な心地がした。

「礼はわかったから、疾とく帰れ。秋の夜風は思いのほか体を冷やすぞ」

　迷惑がるそぶりで手をふると、黄英は寿雪のその手をとった。

「烏妃さま、わたくし、ほんとうに怖かったの。鵲じやく妃ひさまが亡くなったところに住むのも……わたくしの腹のなかで、誰かが大きくなってゆくのも……」

　寿じゆ雪せつは黄こう英えいの顔を見つめた。伏せた長い睫まつ毛げが震えている。怖い、怖いと口に出す以上に、彼女の抱える未知への恐怖は、耐えきれぬ危ういところにあったのかもしれない。

「烏う妃ひさまがいてくださって、よかった。どうもありがとう」

　はっと、胸をつかれた。寿雪の心の奥深くに、その言葉は沈みこんでゆく。

　黄英は侍女たちをひきつれ、帰っていった。暗闇に灯籠の明かりが揺れている。寿雪はそれを眺めていた。

　黄英に握られていた手は、まだあたたかい。




　ひとつ、寿雪はすっかり忘れていたことがある。

　忘れ去っていたものだから、あちらから、しびれを切らしてやってきた。

　まだ日の暮れる前、娘ニヤン娘ニヤン、と淡たん海かいがあわてた様子で室内に駆けこんできた。

「なんだ」

「大家ターチヤがお忍びでいらっしゃいます」

　寿雪は淡海の顔を眺めた。冗談を言っている顔ではない。

　――急用か？

　高こう峻しゆんは緇し衣え娘にやん娘にやん騒動があってから、夜や明めい宮には来ていない。さすがに蟄居を命じた当人が表立って訪れるわけにもいかないだろう。代わりに文や食べ物はよく届けられたが。

　九ジウ九ジウと紅こう翹ぎようが大あわてで茶の用意をして、衣イ斯シ哈ハが室内を整える。どちらも必要ないと寿じゆ雪せつは言ったが、そんなわけにはいかないと九九に怒られた。

　ひさしぶりに会った高峻は、別段、まえと変わりなかった。

「元気なのか」

　あいかわらず、彼は淡々としゃべる。

「元気だが？」

　そう返すと、

「いっこうに返事がないものだから、もしや臥ふせってでもいるのかと思った」

「まさか。――返事？」首をかしげてから、「あっ」と気づいた。

　碁の返事を書くのを忘れていた。せっかく千せん里りに教えてもらったというのに。

　――そうだ、書こうとして、晩ばん霞かから文が来て……。

　考えこんでいるうちに、九九が戻ってきて、そのまま忘れた。

「忘れておった」

　正直に言うと、高峻はやはり淡々と、「そうか」と言っただけだった。衛えい青せいがこの場にいたら、にらまれていただろう。いま彼は扉の外にいる。

　寿じゆ雪せつも多少気がさして、

「おぬしが来たのだから、ここで打てばよい」

　と碁盤の用意をする。窓まど際ぎわの小こ几づくえにのせた碁盤を挟んで、向かい合った。

「打つ手が思いつかなかったのではないぞ。書こうとしておったところに晩ばん霞かからの文が来て、書かねばならぬことが増えたゆえ、考えておったのだ」

　石を並べながら寿雪は弁解する。

「……鶴かく妃ひからの文？」

　高こう峻しゆんは碁盤から寿雪の顔に目を移す。寿雪はその視線に気づかず、石を並べつづけた。千せん里りに教えてもらった手を打ち、満足する。

「晩霞の兄がまだ京師みやこにおろう。会えぬものかどうか、頼んでおった」

「兄……、なぜ」

「白はく雷らいだ」

　寿雪は目をあげる。高峻と視線がかち合った。

「白雷の行ゆく方えを、晩霞の兄なら知っているやもしれぬ。兄たちは、父親とはまた考えが違うのであろう？　それならば、うまく説けばこちらに力を貸してはくれぬものかと思ったのだ」

　高こう峻しゆんは視線を落とし、しばし黙っていた。

「……鶴かく妃ひの兄はともかく、白はく雷らいは、だめだろう」

　静かに、しかしきっぱりと高峻は言った。

「だめか」

「香こう薔しようの結界を破る巫術師として、白雷の手を借りたいということだろうが――」

　寿じゆ雪せつはうなずく。高峻は無表情に軽く首をふった。

「何度もそなたを害そうとした男だ。とうてい、手を貸すとは思えない。私は、反対だ」

　高峻にしてはめずらしく、寿雪の主張を真っ向からはねつけた。寿雪もすぐには反論しない。高峻の言っていることのほうが、いたって当然だからだ。

「……つけいる隙が、ないではない」

「隙？」

「そのためにも、白雷と話すなり、文を交わすなりせねばならぬ」

　高峻はかすかに眉をよせ、盤面を見すえている。

「会うのは、やめたほうがいい。考えがあるにしても、文にすべきだ」

　寿雪もそう思っている。また会うなり呪詛でもしかけられては、面倒だ。

「鶴かく妃ひの兄にしても、相手の腹がわからぬうちから頼みごとはしないものだ」

「腹をさぐるために会うのであろうが」

　高こう峻しゆんはまた黙ったが、すぐに口をひらいた。

「それで、鶴妃の返事は」

「おぬしの許しがあれば、長兄を説くと」

　高峻は腕を組み、視線を落とす。考えこんでいるのだろうが、その表情からは心のうちを読みとれない。

「弧こ矢し宮……いや、東とう院いんがいいか」

　つぶやくように言ったあと、寿じゆ雪せつを見た。

「東院に鶴妃の長兄を呼ぶ。私も彼とは一度話してみたいと思っていた」

「おぬしも？」

「そうだ。もしあの長兄が朝ちよう陽ようとは立場を異にしているなら――」

　高峻はそのさきを言わなかった。沙サ那ナ賣メの当主・朝陽は、高峻にとっては味方だが、寿雪にとっては敵である。敵は言い過ぎか、と思うが、味方でないことはたしかだった。もっと言えば、本来は高峻こそが、寿雪にとって味方になり得る存在ではないはずなのだった。

　寿じゆ雪せつは後宮に閉じこめておくべき烏う妃ひであり、前王朝の生き残りなのだから。

　――この男はいつも、最も困難な道を選ぼうとする……。

　彼の心の根幹をなすものを、知りたいと思うことがある。誠実さか、大義か、憎しみか、そのいずれもか。

　心には根幹があり、輪りん郭かくがある。寿雪は高こう峻しゆんのその輪郭すら、まだよくわからなかった。

　高峻の寿雪を見る瞳は、いつもとても静かだ。彼の目を見ていると、雪が音もなく降り積もってゆくさまを思い起こさせる。

　高峻は下を向くと、無造作に白い石を碁盤に置いた。

「――ん？」

　寿雪は目をしばたたき、身をのりだす。

「ここから、つづきだろう？」

「……そうだ」

　淡々と言う高峻に、寿雪は眉根をよせて碁盤をにらむ。

「千せん里りに使いを出すか？　私はかまわないが」

　助言を乞うたことを、見抜かれている。

「いらぬ」

「打つ手には、線がある。それが乱れれば、べつの者が考えた手だとわかる」

　高こう峻しゆんはご丁てい寧ねいに解説してくれる。表情をぴくりとも動かさないのが小憎らしい。

「そなたの打つ手は素直で、千せん里りの打つ手は練達だ。下手に混ぜぬほうがいい。かえって行く先を見失う」

　寿じゆ雪せつはぐうの音ねも出ない。小細工はしないほうがいいということだろう。

「そなたのために棋譜を届けさせようかと思ったのだが、衛えい青せいにとめられてな。そなたは怒るだろうと」

「べつに……怒りはせぬが」

「そうか。ならば届けさせよう」

　高峻は静かに腰をあげた。

「つぎの手は、今度来るときまでに考えておいてくれ。もう戻らねばならぬ」

　せわしない。そもそも彼に寿雪のもとでのんびりしているような暇はないのだろう。

　扉の前で、高峻はふり返り、寿雪の顔を眺めた。

「そなたが元気でよかった。夜や明めい宮を出られぬのでは、気が塞ぐだろうと思っていたのでな」

「ほうぼうから文が届くので、返事をするのに気が塞ぐ暇もない」

「そうか」

　高こう峻しゆんは目元をやわらげた。こういうとき、寿じゆ雪せつは高峻の心にすっと分け入ったような気持ちになる。やわらかい手触りを感じる。だが、それはすぐに散じて、わからなくなる。高峻はすでに背を向け、衛えい青せいだけを供に歩きだしていた。

　日は暮れはじめている。雲を金色に照らしている光が、高峻の背にも落ちていた。




　秋が深まるにつれ、風は冷たさと乾きを増す。黄昏たそがれの帳とばりに包まれた弧こ矢し宮にも、乾いた風が吹きこみ、灯火を揺らした。室内をぐるりと取り巻く金こん銅どうの幡はたが、こすれあって音を立てる。寄せては返す、さざなみのような音だ。目を閉じれば、海にいるような錯覚を起こす。

　高峻は目をあけた。入室した青年が、すみやかに高峻のかたわらにひざまずく。令れい狐こ之し季きだった。

「そなたに、行ってもらいたいところがある」

　前置きもなく、静かに高峻は告げる。

「は……」

　うやうやしく拝礼しつつも、柔にゆう和わな彼の面おも差ざしには、けげんそうな色が浮かんでいる。

「解かい州だ」

　勘のいい之し季きは、

「塩ですか」

　と言った。

「解州には、羊よう舌ぜつ氏がいますね。豪族で、塩商の」

「それだ」

　話が早いので、之季と話すのは楽だった。あまりに血の巡りがよいのも、場合によっては考えものであろうが。

「羊舌氏は、前王朝の時代に失脚して廟堂を去ったと聞いておりますが……」

　高こう峻しゆんはうなずく。

「塩政のことで、当時の皇帝側と意見が対立した。私は、羊舌氏を迎え入れたい」

　簡潔に言う。之季は床に目を落とし、考えを巡らせているようだった。

　塩は、国の専売品である。国が管理して、利益を得ている。塩は生きるためになくてはならぬもので、売り手は国しかいないのだから、簡単に言えば、値段は好きにつけられる。どれだけ高くても、民たみはその値で買うしかない。塩は、国にとっては金のなる木のようなものだ。施政者が楽をして金を得ようとすれば、自然、塩価は高くなる。

　前王朝の末期、塩価は高こう騰とうした。いまの王朝になって、いっとき塩価はさがり、製塩の制約もゆるめられた。が、先帝の代になってまた塩価は吊りあげられた。なんと、それまでの値の五十倍から数百倍にまでなったこともある。当時の皇后一派の暴挙である。諫かん言げんする者は片端から処刑されていったから、どれだけ血が流れたかしれない。

「陛下は、塩価をまともな値にさげて、製塩も塩商に委ゆだねておられますね。賢明なご処置かと存じます」

「羊よう舌ぜつ氏の主張を、雲うん永えい徳とくから聞いていた。それをいくらか取り入れただけだ」

　さきの宰相である雲永徳は、高こう峻しゆんの皇太子時代の太たい師し――教育係だった。高峻は彼から学んだことがたくさんある。永徳が『このまま一介の塩商で終わらすのは惜しい』と評していたのが、羊舌氏だった。

「その羊舌氏を、ふたたび廟堂に迎え入れたいと……」

　之し季きの表情が若じやつ干かん、曇る。

「塩商を優遇するわけではない」

　高峻は之季の憂ゆう慮りよを先回りして晴らした。塩は莫ばく大だいな利益を産むだけに、塩商を肥え太らせ、反乱を誘発しかねない。過去にそういうことがあった。塩を国が管理するのは、塩商を押さえこむためでもあるのだ。

「陛下はそのあたりの塩あん梅ばいをじゅうぶんおわかりでしょうから、案じてはおりません。そうではなく……」

　之し季きの憂慮は、べつのところにあるらしい。

「当時の皇帝と対立して下げ野やしたとはいえ、羊よう舌ぜつ氏は、前王朝の古くからの重臣だった家系ではありませんでしたか」

　そのとおりである。

　表情を変えない高こう峻しゆんに、之季は重い荷物を背負わされたような顔になった。

「前王朝の遺臣を、迎え入れるのですか……」

　之季は小さくうなる。さざなみのような幡はたの音が、それに重なった。








[image: ]









「之し季きは明けがた、出しゆつ立たつしました」

　宰さい相しようの何か明めい允いんが高こう峻しゆんにそう報告する。令れい狐こ之季は明允の屋敷に寄宿していた。

「濰い水すいを下って、海岸沿いを北上すれば、三日で解かい州しゆうには着けますな」

　ゆったりとした口調で言ったのは、雲うん行ぎよう徳とくである。彼は雲永えい徳とくの次男だ。父親に似ず、体たい軀くも性格もやわらかく丸い。

　高峻は水みな面もにゆらめく陽光のまぶしさに、目を細めた。

　洪こう濤とう院いんにある蓮はす池いけで、三人は小舟に揺られている。櫂かいを操っているのは衛えい青せいだった。蓮の花はとうになく、枯れた敗はい荷かがぽつり、ぽつりと水上にあるのは、わびしい趣おもむきがある。

「羊よう舌ぜつ氏は、父が申しておりましたが、説き伏せるのはなかなか骨が折れそうですぞ」

「之季ならば、つつがなく役目を果たすでしょう」

　明允の声音はそっけなく、ともすれば冷たく聞こえる。が、平素から彼はこうである。対する行徳は明允のそっけなさにも気分を害した様子なく、ふくよかな顔には鷹おう揚ような笑みが浮かんでいる。

「解州の塩はうまい。蔓菁かぶらの塩漬けなど、格段に味が違ってきますからな」

　行徳の評に、明允は『塩なんぞどれもおなじだろう』という顔をしている。明允は食にこだわるたちではなく、塩などは体のために塩気がとれればいいぐらいに考えている。

「いや、騙だまされたと思って、解かい州の塩を使ってごらんなさい。白塩は、粗悪だと苦みと臭くさみがひどい。解州の塩は、そんなものとは比較にならぬくらい、まろやかなのですよ」

　身振りをまじえて力説する行ぎよう徳とくに、明めい允いんは困こん惑わくしている。「はあ……」

　高こう峻しゆんは、かすかに笑った。

　老齢の永えい徳とくが宰相を退しりぞく代わりに、高峻は行徳を中ちゆう枢すうに据えた。行徳は、期待していた以上にいい働きをしてくれる。

　明允は頭の切れる男だが、それゆえに思考も態度も舌ぜつ鋒ぽうも、鋭すぎるきらいがある。四十過ぎのいままで己おのれの才覚ひとつでのしあがってきただけに、名家とは折り合いが悪く、また、よくしようという気も感じられない。廟びよう堂どうには宰相の気質が反映される。施策が鋭利になりすぎるのを高峻は危き惧ぐした。

　行徳は、明允のように一を言えば十も二十も理解して遂すい行こうできる男ではないが、頭が鈍にぶいわけではなく、なにより角がない。温和でふところが深く、明允の鋭さも彼にかかると丸くなる。父親に代わって名家の代表となった行徳は、名家側の不満も明允の峻しゆん烈れつさもうまくおさめていた。彼の人徳である。明允も彼には一いち目もく置おいているようだった。永徳は息子の温厚さを物足りなく思っていたようだが、父親だけに見る目がからかったと言えよう。

「しかし羊よう舌ぜつ氏とは、陛下は背中にも目がついてらっしゃるのですな」

　行ぎよう徳とくは笑う。背中にも、というのは、解かい州が京師みやこからは背後、山を隔へだてた北側にあるからだ。

「永えい徳とくの言葉を覚えていただけだ」

　こう答えるあたりが高こう峻しゆんである。高峻は永徳への敬いと気き遣づかいを忘れることがない。

「陛下……」行徳は目に親愛の情をやわらかくにじませた。「光栄なことです。父も喜びましょう」

　腹のうちを見せない名家の者にめずらしく、こうして素直に好意を表すから、彼は慕したわれるのだろう。

　小舟を岸に戻し、高峻は内ない廷ていに向かう。行徳は家いえ路じに着くだろうが、明めい允いんは居残って仕事をつづけるのかもしれない。官かん吏りはおおよそ、夜明けとともに登と城じようし、昼には帰宅する。

　凝ぎよう光こう殿でんの前で輿こしを降り、殿舎のなかに入ると冷ややかさが身に染しみた。石の床に高い天井という造りは、夏は涼やかだが冬に向かうにつれ、足下から寒さが忍び寄ってくる。

「大家ターチヤ」

　こつこつと響く沓くつ音おとに潜ませるように、うしろから衛えい青せいが呼びかけた。高峻が室内にまで伴う宦かん官がんは、衛青だけである。

「どうした」

「……なぜ、羊よう舌ぜつ氏を……」

　迷いを含んだ問いかけだった。内向きのことに従事する彼が、政まつりごとについて疑義を挟むのは稀まれである。高こう峻しゆんはちらと衛えい青せいをふり返ったあと、私室に入って搨とうに腰をおろした。

「彼が塩えん鉄てつ使しに最もふさわしいと思うからだ」

　塩鉄使は、その名のとおり、塩と鉄の管理を担になう職だ。令りよう外げの官かん、つまり高峻の一存で任命できる職である。

　衛青の顔はけわしい。いや、けわしいというより、思いつめたふうがある。

「欒らん王朝の遺臣がですか」

「……」

「なにをお考えなのです」

　衛青は焦じれたように言葉を重ねる。

「あのかたの正体を知る者と知らぬ者とでは、羊舌氏を起用することの重みは違いましょう」

　あのかた、というのはむろん、寿じゆ雪せつのことである。

「欒王朝の代に失脚したとはいえ、もし羊舌氏が王朝再興を目もく論ろんだら――」

「それを恐れては、なにひとつとして成し得ぬ。脅きよう威いはつねにある」

「しかし」

「脅威は地方で野放しにしておくより、手た綱づなをつけたほうがよいとも言えよう」

　おおよそ反乱というものは、地方から勃ぼつ発ぱつする。豪族などが商人と手を結び、その財力を使って膨ふくらんでゆくのである。豪族かつ富裕な塩商である羊よう舌ぜつ氏は、山を挟んでいるがゆえに情報を即座に得にくいという解かい州の地理からしても、放っておくのは得策ではない。

　なにより、と高こう峻しゆんはつづける。

「彼が塩商として持っている人脈と、塩政に対する考えかたは、余人では代えがたい」

　高峻はきっぱりと言った。

「羊舌は必要だ」

　衛えい青せいは口をつぐむ。やがていつものように黙々と、茶の準備をしはじめた。




　潮風が肌にまとわりつく。鼻び腔こうにしみこんでくるような生臭さは、浜に打ちあげられた海かい藻そうのにおいなのか、魚の死し臭しゆうか、はるかかなたから運ばれてくる異国のにおいか。

　之し季きは眼前に広がる、深い藍あい色の海原を眺めていた。穏やかな海だ。洞どう州など西側の海域と違って、このあたりは浪なみも穏やかで干満差も小さく、塩作りに適している。この浜辺は、解かい州における最も大きな塩浜だった。

　浜には堤つつみが作られており、その内側に塩田がある。裾すそをからげた女たちが堤に立ち、海水を桶おけに汲くんでは天てん秤びん棒ぼうでかついで塩田に運んでゆく。裾から露あらわになった脛すねはよく陽ひに灼やけ、砂が貼りついていた。

　海水は砂を敷いた塩田に撒まかれ、乾かされる。そうすると、塩の結晶が砂につく。それをかき集めて、掘った穴に溜め、溶けでた上澄みを釜に移して煮詰める。水気を飛ばして残ったものが、塩だ。塩作りの方法はいくつかあるが、この浜での工程はこうだった。

　あちらこちらの塩田で、男衆が砂を鍬くわでかき回し、あるいは穴に落としこんでいた。塩田のそばには小屋が立ち並び、塩を煮る煙があがっている。

「令れい狐こどの、こちらです」

　案内役の州の役人に急せかされ、之し季きは浜辺を離れた。

　曲がりくねった坂道をのぼってゆくと、陽光が照り返す白壁が見えてくる。まぶしい。白壁は塀へいかと思いきや、それ自体が大きな屋敷の横壁だった。壁は高くそびえ、丘を背にぐるりと内側の屋敷を取り囲み、なかが見えない。窓は小さく、入り口の木の大扉には魚と亀の精せい緻ちな浮き彫りがほどこされているが、いかにも頑丈そうだった。砦とりでのようだ。灰色の屋根瓦がわらとの対比が美しい白壁には、硬く丈夫そうな白石が用いられている。近くで見ると、黒や灰色の細かい粒が混じっていた。

「北ほく辺へん山脈でとれる石ですよ」

　足をとめた之し季きに、役人が説明する。

「山のほうでは、塩がとれんでしょう。だから昔は、山の連中は石を運んできて、塩と交換したっちゅうわけです。石のほかには、木材もあったでしょうが。塩を煮るのに、薪たきぎはどれだけでもいりますからな」

　年配の役人は、坂道に閉口して、噴きでる汗を手しゆ巾きんでぬぐいつつしゃべる。馬車で来ればいいものを、之季はこのあたりの様子を確認してみたかったので、歩かせてしまった。

「山でとれる白石は、大海亀の神様の骨だとも言いますな」

　役人は手巾をふところにしまって、ふたたび歩きだす。之季もそれにつづいた。

「羊よう舌ぜつ家は、昔からずっとここで塩を作っていたのですか」

「そう聞いとります。羊舌っちゅう名前も、塩とかかわっとるそうで」

「塩と……ですか？」

　連想ができずに首をかしげた之季に、役人は歯を剝むきだして、くしゃっと笑った。

「羊は、塩が好きで、舐なめるんですわ。山から塩と交換するためにつれてこられた羊が、塩しお俵だわらを破って舐めてだめにしてしまうもんで、ここでは羊をつれてきたらまず舌を切ってたとか、どうとか」

「へえ」

　面白いな、と之し季きは思った。国内のほうぼうで地方官を務めてきた之季は、こうしたその土地ごとの言い伝えをよく聞いた。いずれも面白いものである。

「洞どう州の山中でも、鉄を鹿などに舐められて困るという話を聞いたことがあります」

「ははあ、どこでも似た話があるんですな。令れい狐こどのは、洞州にもおられましたか。蹈鞴たたら衆の土地ですな」

「ええ。山が海まで迫っていて、ここのように穏やかな海ではありませんでした」

「洞州は、ひとも海も荒くれものだと聞きますなあ。ここいらの連中は、海に似て穏やかですよ。羊よう舌ぜつの頭領はおっかないですが」

　そう言って役人はからからと笑った。羊舌の頭領とは、これから之季が会いに行こうという羊舌家の当主である。

「おっかない、ですか……」

　顔を曇らせた之季に、役人は「やや」と頭をかいた。

「いやあ、おっかないちゅうても、いきなり殴なぐりつけはせんから、大丈夫、大丈夫」と手をふる。「それに、令狐どのはたぶん、気に入られるでしょう」

　だといいのだが、と之季は屋敷の大扉を見あげた。




　敵対していた相手を臣下に迎える君主の例は、史書をひもとけば、ままある。いずれも名君の逸いつ話わである。名君の好敵手であれば、そうしたいくらい有能だということでもあるし、相手も名君だからこそ仕つかえる気になるということでもあろう。

　羊よう舌ぜつ氏は欒らん王朝の重臣の家系とはいえ、ときの皇帝に盾たて突ついて職を追われたひとだから、高こう峻しゆんの敵とは言いがたい。が、いまの王朝をどう思っているのかも、わからない。

　――それをさぐってくる役目でもあるのだろう。

　重い役目を、高峻はさらりと之し季きに与えた。その軽やかさは、高峻の之季に対する信頼の証あかしだろう。

　それが之季には、うれしかった。期待ではなく、信頼である。之季なら必ず羊舌氏を説くことができると高峻は考えているのだ。

　羊舌家の家け人にんに来客用らしい堂に通され、主あるじを待つ。回廊から沓くつ音おとがして、之季は居ずまいを正した。悠ゆう然ぜんとして、重々しい足どりだった。歳は七十前だと聞いていたので、枯れた老ろう爺やを想像していた之季は、現れた男の威容に驚かされた。

　それなりに体格のいい之季よりもゆうにひとまわりは大柄で、がっしりとした体軀をしている。陽に灼けた肌には深い皺しわが刻まれ、太い眉で影のできた目もとは鋭い。そのまなざしと鷲わし鼻ばなが猛もう禽きん類るいを思わせる。だが野卑ではない。歩きかたには礼容と風格があった。

　彼が羊よう舌ぜつ家の当主、羊舌慈じ恵けいである。

「京師みやこの学士が、鄙ひなの塩商になんの御用か」

　向かいに腰をおろした慈恵は、低い声を響かせた。張りがあり、よく通る声だ。その目には、どこか面白がるような色がある。

　歓迎されていない様子は、ひとまず見られない。それにいくらか安あん堵どしつつも、緊張を解かずに之し季きは口をひらいた。

「あなたさまを京師へお迎えするよう、陛下から仰おおせつかっております」

「京師へ……。はて、引っ立てられる心当たりはないが」

「お迎えする、と申しあげました。陛下は、あなたさまを塩鉄使にとお望みです」

　之季は率直に告げた。

「ほう」

　慈恵は之季の目をじっと見すえた。威圧感のあるまなざしに、気け圧おされる。その目が細められたかと思うと、慈恵は笑い声をあげた。

「陛下は、豪胆さと繊細さを併せ持っておられるな」

　意味がくみとれず、之季はただ黙っていた。

「儂わしは塩商ゆえ、陛下がこれまでなさってきた塩政から、そのお考えのほどはよくわかる。民たみを慈いつくしむお心をお持ちのかただ。しかし、なんとまあ、策略家でもあろうな」

　之し季きは胸のうちで首をかしげた。高こう峻しゆんが策略家という印象は、之季にはない。思し慮りよ深いとは思っているが。

「ずっとさきを見すえて、いまの手を打つ。策略家は、気が長くなければいかん。――令れい狐こどのと申したか。貴殿は、洞どう州のいまの節せつ度ど使しをご存じか」

　なぜ洞州に話が飛ぶのか、といぶかしみつつも、之季はうなずいた。節度使は、主おもだった地方の施政を統とう轄かつする職である。洞州にいる節度使は西せい辺へん節度使といって、洞州のほかにも西方のいくつかの州を束ねている。

「直じかにお会いしたことはございませんが、どういうかたかは存じております。私はその前の節度使のもとで掌しよう書記を務めておりました」

「ならば、蹈鞴たたら衆もよく知っておろうな。洞州の蹈鞴衆は、鉄を鋳いるために山の木を伐きる。それはもう、山ほどな。鉄の需要は増えるいっぽうゆえに、北辺山脈のほうまで足を伸ばすようになって困っておった。儂らも木は塩を作るのに欠かせぬ。はるか昔から、北辺山脈の木々は解かい州での製塩のために運ばれておった。ようは、縄張り争いが起きておったのだ。わかるか？」

「それは――聞いたことがあります」

　蹈鞴衆は気の荒い者が多いので、あちらこちらで諍いさかいが起こる。山の所有権を巡る争いもそのひとつだった。

「洞どう州のいまの節度使は、彼き奴やつらを越境させぬようによく手綱を握ってくれておる。その節度使を据えたのは陛下で、節度使の行動は、陛下の意をくんだものであろう。陛下は、すでに儂に恩を売っておられる」

「ああ……」慈じ恵けいの言いたいことが呑みこめて、之し季きは感かん嘆たんした。

　節度使は令りよう外げの官かんで、高こう峻しゆんの一存で任命できる。

　――陛下はそのころから、羊よう舌ぜつ氏を塩鉄使にと考えておられたのか。

　羊舌氏を塩鉄使にしようという考えは豪胆で、その手段は繊細で気が長い。

「先帝の代に塩商はずいぶん苦しめられたが、陛下によって息を吹き返した。令れい狐こどの、ひとを動かすのは結局のところ、心よ」

　慈恵は笑った。

「陛下のはかりごとには、心がある。そうした帝みかどに仕える者は、幸いであろうな」

「では――」

　之季は自然と顔がほころびたが、「だがな」と慈恵は視線を逸そらした。顔に薄暗い翳かげがさす。

「すまんが、儂はもはや政の場に戻るつもりはない。そうするだけの気き概がいを持ち合わせておらぬのだ」

　そう言ったときの慈じ恵けいの顔は、急に年老いて見えた。失脚したときの痛手が消えないのだろうか、と之し季きは思ったが、それだけでもないように思えた。

　――どうしたものか。

　慈恵の表情からして、しつこく食い下がればそれだけ拒絶が強くなりそうだ。だが、之季としても引き下がるわけにはいかない。

「……気概を取り戻せたら、政の場にも戻れましょうか」

　之季はふところをさぐる。そこに入れてきたものを、几つくえの上に置いた。丁重に絹でくるんだ、小さな包みだ。慈恵はけげんそうにその包みを眺めた。

「まさか賄まいないなどという、つまらぬものではなかろうな」

「存じません。陛下からお渡しするよう、仰せつかっただけですので」

　それはほんとうのことだった。慈恵が任官を渋ったら渡すように、と言われただけである。中身を見てもいない。

　之季は包みを慈恵の前にさしだす。慈恵は無造作に手にとり、結び目をほどいた。

　なかにあったのは、鳥の木像だった。手のひらにのるほどの、こぶりな木像である。いままさに翼を広げんとしている鳥の姿で、羽毛やくちばし、つぶらな瞳にいたるまで、丁てい寧ねいに彫りこまれていた。

「……燕つばめか？」

　慈じ恵けいは不可解そうに、木像を横向けたりひっくり返したりしている。

「陛下からは、こう承うけたまわっております。『後こう宮きゆうにある楝おうちの木で作った燕である』と」

　之し季きの伝えた言葉に、慈恵はしばし沈黙したが、にわかにその目が見ひらかれた。

「まさか」

　苦悶にうなるような声を出し、木像をにらんだ。

　慈恵の突然のうろたえぶりに、之季は驚いている。いったいなぜ、こんな木像が彼を動揺させているのか。

　長いあいだ、慈恵は声も出さず木像を見つめていた。だが、その目をふいにあげると、思いがけぬことを口にした。

「ひとつ、頼みがある。それを聞いてくれるなら、儂は京師みやこへ出向こう」

「頼み、とおっしゃいますと……？」

　之季は警戒する。俸ほう禄ろくだの領地だのといった之季の手に余る要求をされては困る。が、慈じ恵けいの頼みは之し季きの想定を大いに外れていた。

「死んだ娘のことで、烏う妃ひに頼みたいことがある」

　之季は啞然とした。




　之季が帰ったあと、慈恵はひとり、腕を組んで木の燕を見つめていた。

『後宮にある楝おうちの木で作った燕である』

　これは、慈恵に向けた謎かけだった。

　楝は、別名を欒らんという。燕は、その黒い姿から、烏う衣いとも呼ぶ。

　――後宮に、欒がいる。黒い衣ころもをまとって。

　すなわち、烏妃である。滅ぼされたはずの欒氏の生き残りが、よりにもよって、烏妃になっている。

　ううむ、とうなって、慈恵は天井をあおいだ。

　――なんという……。

　真実ならば、あまりに皮肉な運命ではないか。

　しかし、慈恵には帝の意図がわからなかった。なぜ、慈恵にそれを教えるのか？　欒氏に仕えてきた羊よう舌ぜつ氏の慈恵に。

　京師みやこへ呼ぶための餌えさか。それにしては、あまりにも危うい餌ではないのか。

　――わからぬな。

　帝の意図をはかりかねて、慈じ恵けいはさぐりも兼ねて猶ゆう予よをもうけた。それが烏う妃ひへの『頼み』である。

「燕でございますか。かわいらしい」

　茶を片づけに来た侍女が、几に置かれた木像に目をとめた。慈恵は妻もひとり娘も亡くしているので、この家に侍女は必要ない。が、女手がいるときもあろうと一族の者が気を回して寄越した侍女だった。利発な娘で、存外、重宝している。

　その侍女が、

「飛び立とうとしているところでございますね」

　と言う。

　そう言われて、慈恵はあらためて燕を眺めた。たしかに、翼を広げていまにも飛び立ちそうな意い匠しようだ。

　ふむ、と慈恵はふたたび考えこんだ。





＊






　折り入って頼みたいことがある――という、丁重な文ふみが高こう峻しゆんから届き、寿じゆ雪せつは首をかしげた。

　面倒な予感しかしないが、呼び出しに従い、洪こう濤とう院いんに向かう。むろんのこと、ひっそりと、宦官姿である。温おん螢けいと淡たん海かいが供についてきている。

　寿雪を迎えたのは、高峻ではなく之し季きである。文にもそのように書いてあった。委い細さいは之季から聞いてくれと。

　あいかわらず之季は柔和ながらどこかさびしげな面おも差ざしで、袖そでを幽鬼の白い手がつかんでいる。彼の死んだ妹の手だった。

　寿雪は、どうも之季とはそりが合わない。だから彼と会うのは、いつも気がすすまなかった。

「陛下からお許しはいただいております。烏う妃ひさまに、どうしても聞いていただかねばならぬ頼みがあるのです」

「聞くかどうかは、わたしが決める」

「今回ばかりは、それでは困るのです」

　寿じゆ雪せつは眉をよせた。

「知らぬ。おぬしが困ろうがどうでもよい」

「困るのは、私ではありません。陛下です。ひいては、国が困ります」

　寿雪が黙ったのを、了承だと受けとったらしい之し季きが話をつづける。

「解かい州の羊よう舌ぜつ慈じ恵けいという者を、陛下は塩鉄使に任命したいとお考えです。それを私は羊舌慈恵に伝えに解州まで行ってきたのですが、彼は渋っています」

　それがわたしになんのかかわりがあるのか、と寿雪は興味をひかれない。相づちも打たずにいるが、之季は気にした様子もなく話を進める。

「ただ、ことによっては任を受ける気があるようです。彼は、亡くなった娘のことで、烏う妃ひさまに頼みがあると。その頼みを聞いてくれるなら、京師みやこへ来ると言うのです」

　寿雪は顔をしかめた。

「わたしを政に巻きこむな」

「しかし、烏妃さま――」

「ようするに、おぬしが使者の役目を果たせなんだということではないのか。その尻しり拭ぬぐいをせよと？」

　今度は之し季きが黙った。その顔にかすかに悔しさがよぎり、彼は目を伏せる。

　――この者は穏和そうに見えて、頑固で向こう気が強い。

「……それは、そのとおりです。面目ありません。ですが、私のためにお頼みしようというのではありません。陛下のためでもありますし、羊よう舌ぜつ慈じ恵けいのためにも、この頼みは聞いていただきたいのです」

　寿じゆ雪せつは之季の目を見つめた。

　――羊舌慈恵のため……。

「亡くなった娘のことだと申したか」

　こう口にしてしまう己おのれは甘い、と寿雪は思う。

「そうです。羊舌どのは、病やまいで早くに亡くなった奥方とのあいだに、ひとり娘がいました」

「その娘も、死んでしまったと」

「痛ましい話です。病ではありません。――これをご覧になってください」

　之季はふところから布包みをとりだして、広げた。

　貝である。蛤はまぐりだろうか、二枚貝を合わせて、麻あさ紐ひもで縛ってある。が、貝は割れて、なかから黒い砂のようなものが見えていた。

　寿雪は眉をひそめた。

「羊よう舌ぜつどのの娘は、呪じゆ詛そで亡くなったというのです」




　之し季きは寿じゆ雪せつの様子をうかがいながら、慈じ恵けいから聞いた話を語った。

「羊舌どのの娘は、ある日なんの前触れもなく昏こん倒とうして、亡くなったそうです。そのかたわらにこの貝があったと……。中身は藻も塩しおです。黒いので、黒塩とも呼ぶそうですが」

　藻塩は藻を使って得る塩で、砂で漉こす方法が知られる以前の、古い製塩方法だ。干した藻に海水をかけて、表面についた塩を溶かし、塩分の濃くなった海水を煮詰める。この場合、藻の色が移って、紫がかった黒茶色の塩になる。ゆえに黒塩である。いまの塩は、これと比較して白塩とも呼ぶ。

「一族の古老が、これは呪詛だと言ったそうです。黒塩は昔から神事などに用いられる塩だそうで、呪詛にも使われるのだと。羊舌どのは、理由がわからないのだと言います。娘がなぜ呪詛などで死ななくてはならなかったのか、知りたいと。烏う妃ひさまなら、それを解き明かすことができるのではないかと、一いち縷るの望みを抱いているのです。どうか、お引き受けくださいませんか」

　寿雪は之季の話に、おとなしく耳を傾けていた。

　こうして黙然と座っていると、寿雪は年相応の少女に見える。小さな白い顔に瞳は玉のようにつややかで、頰ほおは十代の少女らしいやわらかな輪りん郭かくを描いている。之し季きの話にときおり考えるように目を伏せたり、瞳を動かしたりするさまは、獲物に興味を抱く猫のようでもあった。その目が動いて、之季を見あげた。之季はぎくりとする。この少女の瞳にまっすぐ見すえられると、いつでもうしろめたさを覚えた。無言のうちに責められているように感じてしまう。知らず知らず、袖をさすっている。小しよう明めいの――血のつながらぬ妹の幽鬼がつかんでいるだろう袖を。

「名は」

　寿じゆ雪せつは短く問うた。

「え？」

「その娘の名は、なんという」

　之季は寿雪の顔を眺める。これはつまり、彼女が之季の、いや慈じ恵けいの頼みを引き受けるという返答だった。

「羊舌瑛えいです」

　安あん堵どで声がうわずりそうになる。

「何歳で亡くなった」

「二十二歳です」

　どう受けとったのか、寿じゆ雪せつは「ふむ」と眉を動かした。

「亡くなったのは、何年前だ」

「十五年前です」

「解かい州で？」

「そうです」

　寿雪は軽くうなずき、

「では、解州に行け」

　と言った。

「……え？」

「解州に行って、詳細を調べよ」

「私に仰おつしやっているのですか？」

「そうだが」

　当たり前だろう、と言いたげな顔に、之し季きは困惑した。

「私は――あなたさまの従者ではございませんが」

　寿雪は面倒くさそうに眉をよせた。

「いちいち言わねばわからぬか。これはおぬしが持ってきた頼みであろう。それも、おぬしがうまく相手を説いておれば出しゆつ来たいすることのなかった頼みではないのか。このような要求を呑むなど、使者としてなっておらぬ。尻拭いくらい己でせよ」

　痛いところを突かれて、之し季きは言葉につまった。要求を出されて引き受けてしまうなど、使者として下の下であることは、わかっている。高こう峻しゆんは強しいて任官するのを避けたので、正式な勅ちよく命めいではなかったが、皇帝が望んでいるのだから、おなじようなものである。それを相手に受け入れさせることができないとは、高峻に信頼されていただけに、之季は忸じく怩じたるものがあった。高峻の用意した木像がなければ、この要求すらなく之季はただすごすごと帰るしかなかっただろう。

「わかりました」

　之季は寿じゆ雪せつの目を見返した。

「陛下にお許しをいただいてまいります」

　寿雪はうなずいたあと、

「調べてどうしてもわからぬときは招しよう魂こんしてもよいが、それをあてにはしてくれるな。当人に訊きいてわかることもあれば、わからぬこともある。招魂できるのは一度かぎりゆえ、無駄にもできぬ」

　之季もうなずく。「呪われる心当たりなど、わからぬことのほうが多いでしょう」

　どこでどう恨みを買うかなど、わかりはしない。逆恨みだってある。それで呪われては、たまったものではないが。

　寿じゆ雪せつは視線を落とし、黒塩の詰められた貝をじっと見つめていた。

　洪こう濤とう院いんを出るとき、寿雪は見送る之し季きをふり返り、

「わたしが思うに、羊よう舌ぜつ慈じ恵けいとは、羊の皮をかぶった狸たぬきであろうぞ」

　と、不可解なことを言った。

「狸……というよりは、熊のような御ご仁じんでしたが」

　と言うと、寿雪はきょとんとしたように目をぱっちりと見はっていた。子供のような表情もするのだな、と思った。




「結局、頼みを聞いてしまうんですからね、娘ニヤン娘ニヤンは」

　夜や明めい宮きゆうに帰る道すがら、淡たん海かいが笑う。寿雪はふり返り、彼を軽くにらんだ。

「わたしは話を聞いただけで、動くのは令れい狐こ之季だ。わたしはなにもしておらぬ」

「いまのところは、でしょう」

　寿雪は答えず、前を向いた。

　之季に会ったあとは、どうも胸が重い。

　どうしてか、之し季きを前にすると寿じゆ雪せつは胸の底で熾おき火びがくすぶるような、どうにもしがたいもどかしさを覚える。彼がかたくなに妹を解放しようとしないからか？　妹の幽鬼を楽土に送ってやるためには、彼が自みずからのうちにある憎しみを手放し、復讐をあきらめねばならない。妹を死に至らしめた、白はく雷らいに対する復讐だ。それを手放そうとしないからか。

　――いや、たぶん、そうではない。

「しかし、羊よう舌ぜつ氏とは、大家ターチヤも思い切ったことをなさいますね」

　淡たん海かいの言葉に、寿雪は足をとめた。

「どういうことだ？」

「羊舌氏ってのは、欒らん王朝の重臣ですよ。ま、羊舌慈じ恵けいは当時の皇帝と対立して失脚したひとですが」

　――欒王朝の重臣。

　驚きのあまり、寿雪はその場に棒立ちになった。

「娘ニヤン娘ニヤン？」

　淡海がいぶかしんで寿雪の顔をのぞきこむ。寿雪はふいと顔をそむけ、ふたたび歩きだした。

「淡海、よけいなことは娘娘のお耳に入れなくていい」

　温おん螢けいが言い、淡たん海かいは「なんだよ」と不服そうに口をとがらせた。

　ふたりの会話を背中に聞きながら、寿じゆ雪せつは眉をひそめていた。

　――高こう峻しゆんは、いったい、なにを考えているのか。




　之し季きは高峻に許しを得ると、すぐさま解かい州に向かった。この時季、陸路は峠がそろそろ雪に閉ざされるころであるので、海路を行く。さいわい、前回も今回も時し化けにあうこともなく無事に解州の港に着いた。前とおなじく、まず州院を訪ねる。中央の官吏が地方をうろつくときは、地元の役人に話を通しておいたほうがなにかと都合がいい。

　地方には州院と、令りよう外げの官かんである観察使などのいる使し院いんがあるが、使院はいくつかの州をまとめて管轄しており、解州にはない。解州は落らく州にある観察使の管轄下にあった。令外官として各地の使院を渡り歩いた之季にとっては、使院のほうが勝手がわかるのだが、ここでは州院を頼るほかない。

「おやま、令れい狐こどの。もしや、こちらに左さ遷せんされなすったか」

　羊よう舌ぜつ家に案内してくれた年配の役人が、目を丸くして之季を迎えた。

「そうなったあかつきには、よろしくお願いします」

　之季が笑って言うと、役人も歯を見せて笑った。この役人は名を里り錡きという。

　州の長官である刺し史しに目通りして、之し季きは羊よう舌ぜつ慈じ恵けいの娘が死んだ件を調べたいと告げた。

「羊舌どのの……。十五年前ですか。まだ私が赴任しておらぬころですな」

　刺史は首をひねり、里り錡きに目を向けた。

「そちのほうが、詳しいのではないか」と言ったあと、之季に目を戻す。「この者は土地の者で、昔の天災や事件をよく知っております」

　里錡は目をしばたたかせた。

「羊舌家の頭領の娘さんは、たしか、急な病で死んでしもうたんじゃなかったですかな」

　表向き、そういうことになっているとは慈恵も言っていた。

「それ以上のことは、知りませんか」

　ううん、と里錡は頭を右に、左にと傾けて、記憶を呼び起こしているようだった。

「あのころは、忙しかった覚えがありますがのう……塩でつねにばたついておるような毎日で」

　之季がどういうことか、という顔をすると、

「あれですわ、塩の管理が厳しくて、取り締まりで儂らまでかり出されておったんですわ。いたちごっこですわな。いくら取り締まりを厳しくしても、塩が高ければ高いほど、ここらじゃこっそり塩を売ろうとするもんがわらわら湧いてくるもんで」

「ああ、なるほど」

　当時は先帝の代だ。塩価が吊りあげられて、たいへんだったころだ。かつての何十倍、何百倍の価格になったときもあったので、密売人からたとえ二倍ほどの値段で買っても、ふつうに買うより安かったのである。当然ながら密売の塩――私塩が横行した。私塩の取り締まりには巡じゆん院いんという塩を管理する役所があたっていたが、とても手が足りるものではなかったのだろう。

「羊よう舌ぜつさんとこでも、ひとり、捕まったもんがおったんじゃあなかったかな」

「え？」

「いや、羊舌さんとこ、ちゅうわけとは違ったか。羊舌さんとこに出入りしとる運搬人だったかのう」

「運搬人……塩の運び屋ですね」

「そうそう。牛に塩俵をくくりつけて、運ぶんですわ。荷馬車のこともありますけど、峠ごえは牛のほうがええちゅうて」

「そのひとが捕まったと。羊舌どののお嬢さんが亡くなったころにですか」

　里り錡きは首をかしげる。

「さあ、どうでしたかのう、そこまでは覚えとらんですわ」

「名前はわかりますか」

　里り錡きは申し訳なさそうに眉をさげた。「いやあ……儂、名前を覚えるんは苦手なもんで」

「調べましょう」

「へ？」

「かかわりがありそうなことを、しらみつぶしに調べていきます。捕まったなら、裁判記録がありますね。司法へ行きましょう」

　司法というのは、州における刑罰を司つかさどる部署である。

　之し季きは里錡をなかばひきずるようにして、刺史の部屋を出ていった。




　一いち旬じゆん（十日）が過ぎたころ、寿じゆ雪せつのもとに、内廷の宦官が使いでやってきた。解かい州から帰ってきた之季が、寿雪に報告したいと言っていると。臣下は京師みやこに戻ったらまず皇帝に復命せねばならないので、之季も高こう峻しゆんに会って報告し、それを受けて高峻が寿雪に使いを出したという流れだろう。内廷の弧こ矢し宮に来るよう宦官は告げる。

　弧矢宮にはたびたび訪れているが、ふしぎな宮だと寿雪は思う。飾り瓦は亀に乗った老人、柱に丹に塗ぬりもない簡素な殿舎、室内をぐるりと囲む金こん銅どうの幡はた、床には星の象ぞう嵌がん。幡や床などは、多分に呪術めいている。皇帝がひとり気兼ねなく過ごすための宮だそうだが。

　階きざはしをのぼり、室内に足を踏み入れると、なかには高こう峻しゆんと之し季きがいた。高峻は搨とうに座り、之季をそのかたわらに立たせている。いつもと変わらず泰たい然ぜんとした佇たたずまいの高峻の顔からは、なんの感情も読みとれない。寿じゆ雪せつは高峻の向かいに用意された椅子に腰をおろした。

「報告とやらを聞こう」

　寿雪がうながすと、之季は「はい」とうなずいた。

「羊よう舌ぜつ瑛えいが亡くなるすこし前に、羊舌家にもかかわりのある、ちょっとした事件がありました。塩の運搬人が、私塩密売の咎とがで捕らえられたのです。この運搬人の男は、羊舌家の塩も運んでいました。私塩は羊舌家のものではなかったようですが。積み荷に帳簿と合わない塩が混ざっていたとかで、男も密売しようとしていたことを認めて処刑されています」

　ただ、と之季はすこし首をかしげる。

「当時は密売人があまりに多くてさばけなかったのか、役所の裁判も杜ず撰さんです。簡素すぎる記録を見ればわかります。当人が罪を認めているというものの、ちゃんと調べられたのか、疑問が残るところではあります」

「拷ごう問もんすれば罪くらい認めるであろうな」

　寿雪が言うと、

「そうですね」

　と之し季きも同意する。

「それに、ほかの罪人と比べて、捕まってから処刑までの日数が極端に短いのです。二日とたっていません」

「それではろくな調べもできまい。――つまり、おぬしはその者が罪に陥おとしいれられて処刑されたと言いたいのか？」

　之季は明確な返答を避けて、

「さらに奇妙なことがあります」

　とつづけた。

「男の処刑からしばらくして、このときの司法参軍事が頓とん死ししています」

「司法参軍事……というと」

「州の司法の長だ」と、静かに話を聞いているだけだった高こう峻しゆんが口を開いた。「その名のとおり、法を司つかさどる」

「処刑の是非を決めた役人ということか」

　そういうことだ、と高峻は言う。

「なるほど、くさいな。急いで処刑された男がいて、その処刑を決めた役人も死んでいる。――しかし、これに羊よう舌ぜつの娘がどうかかわる？」

「はっきりとは、わかりません。なにせ、十五年前のことですので、役人連中も覚えてないし、羊舌の塩田で働く者たちは口が堅い。ただ、おなじく塩の運搬人をしている者に話を聞けました」

「ほう」

　寿じゆ雪せつは素直に感心した。無駄なく疎そ漏ろうのない働きぶりだ。

「運搬人の話では、処刑された男は羊舌瑛えいと恋仲だったようだ、と。当人がそう口にしたわけではないのですが、ふたりのそぶりからして察するものがあったそうです」

「恋仲か」と寿雪はつぶやく。「羊舌瑛は、当時二十二歳であったな。その歳でどこにも嫁とついでいなかったわけだな」

　娘はたいてい、十五、六で嫁ぐ。もっと昔は十二やそこらで嫁いでいたらしい。対して男はそれなりの身分の者であれば三十、四十で正妻を娶めとることもめずらしくないので、そう考えるとずいぶん歳のひらきがある。歳の近い者同士での婚姻は、かえってすくないのである。

「その男に嫁ぐつもりだったのでしょうね。子供といっていい歳から男は羊舌家に出入りして、父親の塩運びの仕事を手伝っていたそうですから、つきあいは古いのでしょう」

　これをどう考えていいのか、寿じゆ雪せつは思案する。

「死んだ役人は、頓とん死しというが、病やまいか？」

「自宅で突然、昏こん倒とうしてそのまま死んだそうですので、毒殺も疑われたようですが、病死の扱いになっております。羊よう舌ぜつ瑛えいと似たような死にかたですね」

　どう思われますか、と之し季きは寿雪に訊く。寿雪は考えこんでいた。寿雪が答えないので、之季はまた話しはじめる。

「刑執行に至る不自然さからしても、立場からしても、参軍事が処刑を急がせたのは間違いないでしょう。詳しく調べられると、男が無実であるとわかってしまうのをおそれたのかもしれませんね。となると、参軍事がなぜ男を陥れて処刑したがったのか、ですが……どうも、塩の利権が絡からんでいるように思います」

「利権？」

「当時は、官が塩を安く買いたたいて売るさいには法外な値をつける、という形で暴利を得ていたわけですが、製塩量は厳しく制限されて、破ればどれだけ大きな塩商でも容よう赦しやなく罰せられました。が、そういうときこそ役人は甘い汁を吸うこともできる。目こぼしをするわけです、賄わい賂ろをとって。これでこっそり塩を多く作って、密売する塩商もいたのです。塩商のふところも役人のふところも潤うるおうわけで、それが公然とまかりとおっている地方もありました」

「……その役人も、そうやって甘い汁を吸おうとしたと？」

「ですが、羊よう舌ぜつ慈じ恵けいは応じず、参軍事はその腹いせか、あるいは見せしめで、運搬人の男を処刑した――ということもあるのではと」

　ふむ、と寿じゆ雪せつは軽く相づちを打つ。

「もうひとつ。これには羊舌一族の何者かがかかわっていると思われます」

「呪詛か」

　と言えば、之し季きはうなずく。

「黒塩の呪詛は、羊舌一族に古くから伝わるものだそうで、よその者がおいそれとできることではありません。その者は参軍事と通じて、羊舌慈恵を排除しようとしたのではないかと」

「……では、羊舌瑛えいと参軍事が死んだのはどう考える？」

「羊舌瑛と参軍事は、同日に死んでおります。時刻までははっきりしませんので、どちらがさきかあとかはわからないのですが、それはこのさい、どちらでもいいでしょう」

「いいのか」

「ふたりとも殺されたのです。呪詛のことは私にはわかりませんし、あるいは毒殺ではないかと思っているのですが、いずれにせよ、口封じに殺されたと考えます」

「口封じ」

「参軍事は共謀者ですので、邪魔になったか、揉もめたかで殺した。羊よう舌ぜつ瑛えいのほうは、処刑された運搬人と恋仲だったわけですから、なんらかの理由で謀ぼう略りやくを知られてしまい、殺した。おおよそ、そんなところではありませんか」

「ほう……」

　寿じゆ雪せつは之し季きを見あげた。

「羊舌慈じ恵けいにおぬしの推測を話したか？」

「確認のために話しました」

「なんと言うておった？」

　之季は困ったような顔をした。

「それが、なにも」

「なにも？」

「私の推測ではなく、烏う妃ひさまの意見を待つとだけ」

　ふ、と寿雪は鼻で笑った。

「ゆえに、わたしはそやつを狸と言うた」

「はあ……」之し季きはわけがわからぬように目をしばたたく。

「羊よう舌ぜつ慈じ恵けいは、はなからそれなりに真実をつかんでおるのであろう。そのうえでわたしを試しておるだけだ」

「――なぜ、そう思う」

　高こう峻しゆんの声が静かに差し挟まれた。この男の声は静せい謐ひつでいながら、よく通る。

「最も重要なことを、慈恵はこの者にちゃんと伝えておらぬ。わざと誤認させたままにしておる。慈恵の意図が読めぬので、わたしも言わずにいたが」

「誤認、ですか？　いったい、なにを」

　驚く之季に、寿じゆ雪せつはふところから布包みをとりだした。あの黒塩の入った貝かい殻がらである。包みをひらいて前にさしだした。

「これは、呪詛の道具だ」

「ええ、それはわかっております」

「わかっておらぬ。――よいか、呪詛を行う者が持つ呪具なのだ」

「呪詛を……行う……」

　え？　と之季が目を見ひらいた。「では」

「呪者は羊舌瑛えいだ」

　沈黙がおりた。

　慈じ恵けいは、娘が『呪詛で死んだ』と言った。

　呪詛されて死んだ、とも呪い殺された、とも言っていない。だが之し季きは、羊よう舌ぜつ瑛えいが呪い殺された側だと思いこんでいた。『呪詛で死んだ』と聞けば、まずそう思うものだろうし、おそらく慈恵もそう思わせる話しかたをしたのだろう。慈恵が狸だと寿じゆ雪せつが言うのは、そこである。あからさまに噓をついたわけではない、という塩あん梅ばいのうまさがあった。

　寿雪は黒い塩ののぞく割れた貝殻に目を落とす。

　呪具は、見ればそれとわかる。まがまがしい気配を悪臭のように放つ。これもそうだ。

　塩を使った呪法というのは、麗れい娘じようから聞いたことがあった。塩は古来より神事にも呪詛にも用いられる。

「貝殻が割れておろう。これは持ち主の行った呪詛が成ったことを示す。つまり、相手を呪い殺すことに成功したのだ」

「相手……」

「参軍事とかいう役人であろう」

　考えてもみよ、と寿雪は諭さとすように言った。

「羊舌瑛は恋人を無実の罪で殺されておる。小難しい話ではない」

　――復讐だ。

　之し季きが硬い表情で黒塩を見つめた。

「羊よう舌ぜつ瑛えいが死んだのは……？」

「呪詛で死んだ、と羊舌慈じ恵けいが申したのであれば、そういう呪詛なのであろう」

　己おのれの命を捧ささげる呪詛だ。

「羊舌瑛が呪詛でなぜ死んだのか、という慈恵の問いに答えるならば、仇あだ討うちである、というのがわたしの答えだ」

　之季は青ざめた顔で黙りこんでいる。無意識なのかどうか、己の袖をつかんでいた。幽鬼の白い手がとらえている袖である。

「……ですが、わかりません。なぜ羊舌どのは、烏う妃ひさまを試したというのです？」

　首をふりながら、之季はつぶやくように言う。

「知らぬ。ただの口実ではないか」

　寿雪はちらと高こう峻しゆんをうかがったが、彼の表情は変わらない。

「任官の誘いにいそいそと乗ったと見られるのがいやで、渋ってみせたのではないか」

「そういう御ご仁じんではないと思うのですが……しかし、なんにせよ烏妃さまの答えがあれば、羊舌どのも納得してくれるでしょう。いえ、かならず納得してもらいます。ご助力いただき、ありがとうございました」

　之し季きはひざまずき、頭こうべを垂れた。

「わたしはなにもしておらぬ。動いたのはおぬしであろう」

「いえ、烏う妃ひさまのお言葉がなければ、私は勘違いしたままでした」

　寿じゆ雪せつはふと、慈じ恵けいが試したのは之季もだったのだろうか、と思った。之季の働きぶりを見れば、彼を使者に立てた高こう峻しゆんの器うつわもはかれるというものだ。現に之季はものの数日で十五年前の事件をつぶさに調べあげてきた。その有能さは慈恵にもわかったはずだ。

　――高峻が重宝がってそばに置くわけだ。

　と、寿雪はひざまずいている之季を眺めた。

　――いや、高峻がこの者を手もとに置くのは、それだけが理由ではあるまい。

　柔和だが、どこかさびしげな面差しの之季の内には、高峻とおなじものがある。冷たく燃えつづける、憎しみの炎だ。それがあるから、高峻は之季をそばに置くのだろう。

　安心するのだろうか。己とおなじ姿を、相手のなかに見て。

　寿雪にはわからない。胸を焦こがす憎しみの炎が、どんなものだか。

　だから、己と高峻のあいだには、けしてわかりあえないなにかがあるのではないか、と寿雪には思えた。

　高こう峻しゆんと之し季きなら、言葉を尽くさずともわかってしまえるなにかだ。

　そう思うとき、寿じゆ雪せつは息が苦しくなる。

　之季に対して抱くわだかまりの芯しんがここにあるのを、寿雪はわかっている。




　之季が退室したあと、寿雪は高峻に詰めよった。

「どういうつもりだ」

　高峻はいたって静かな表情と声音を寿雪に向ける。「羊よう舌ぜつか」

「欒らん王朝の遺臣をわざわざ取り立てて、どうするのだ。それだけではない。羊舌慈じ恵けいはなにゆえ、わたしにあのような頼みをしてきたのだ。よもや、わたしの出生を知っているわけではあるまい」

「知らせた」

　淡々と高峻は言う。

　――知らせた？

　寿雪はしばらく言葉が出なかった。

「な……なにを……」

　なにを考えているのか。

　高こう峻しゆんは、深い森のような静けさをたたえた瞳で寿じゆ雪せつを見た。

「いずれ知られる。先般の件で思った」

　先般の、というのは緇し衣え娘にやん娘にやんの件だろう。

「秘しつづけるのは困難だ。そなたが宮きゆう城じようから外に出られるようになれば、なおさら。そうなってからあわてて対処するのでは、遅い」

「しかし、だからと言うて」

「知られるまえに、知らせる。こちら側に引き入れる。適任なのは羊よう舌ぜつ慈じ恵けいだと思った」

　なにをもって慈恵が適任であるというのか、寿雪は知らない。だが、高峻が選んだなら、そうなのだろう。

　――しかし……。

「それがいいか、悪いか、賭けではないか」

　高峻は、かすかに笑みを浮かべた。

「私は、いつだって、そうだ」

　寿雪は黙って高峻の顔を眺める。

「慈恵について、そなたもひとつ勘違いをしている」

「……なんだ」

「彼は、そなたを試したわけではないと思う。娘が死んだ理由を知りたい、というのは、真実だろう」

「理由は、慈じ恵けいも知っておろうに」

　呪詛を行ったからだ。恋人の仇を討つために。

　が、高こう峻しゆんは静かに首をふる。

「そういうことではないのだ。ひとの心というものは……。事実を知りたいのではない。どうして娘が死ななくてはならなかったのか、理ことわりを知りたいのだ。むろん、そんなものはない。理など、どこにもない。だが、それではあまりにも、苦しいだろう」

　だから、どうして、と問いつづけずにはいられない。

　寿じゆ雪せつは視線を落とす。

「……それでは、わたしが答えてやれることはなにもない」

　高峻は目もとをやわらげた。

「慈恵は近々、京師みやこへやってくるだろう。会うといい」

　寿雪はあいた扉のほうへ顔を向けた。外は明るく、なかは暗い。風が吹きこんで、幡を翻ひるがえした。陽光が風とともに室内に躍おどりこみ、まぶしさに寿雪は目を細めた。




　寿じゆ雪せつがふたたび弧こ矢し宮を訪れたのは、半月ほどあとのことだった。なかで待っていたのは、高こう峻しゆんではない。大柄な老人だ。陽に灼けた肌には深い皺が刻まれているが、引き締まった精せい悍かんな面差しをしている。まわりを圧倒するような猛たけ々だけしい気迫があり、思わず足がとまった。之し季きが言った、熊のよう、という言葉が頭をよぎった。だが、寿雪に向けられたまなざしは思いのほか、やわらかい。

　寿雪の前で、彼はひざまずいた。

「羊よう舌ぜつ慈じ恵けいか」

「さようでございます。慈恵とお呼びくだされ」

　寿雪は慈恵を立たせる。そうすると慈恵は寿雪の頭よりはるかに高いところに顔があり、見あげるのもたいへんだ。慈恵は快活な笑い声をあげて、膝ひざをついた。寿雪が椅子に腰をおろすと、目線の高さがちょうど合う。

　慈恵は、しばらくのあいだ、黙って寿雪を見つめていた。かすかな息をつくと、あらためて深々と頭を垂れた。

「こうしてお会いできようとは、思いもよらぬことでした」

　欒らん氏の血を引く者に、ということだろうか。

「……わたしは遊里に生まれ、市し井せいで育ち、後宮につれてこられたゆえ、一族のことはなにも知らぬ」

　慈じ恵けいはゆっくりとうなずいた。

「陛下より聞き及んでおります。ご苦労なされましたな」

　簡素なその言葉が、ふしぎと胸によく響いた。見た目に反して、慈恵の深く重い声には、ひとの心にしみわたるようなやさしさがある。

「そちらに座れ」

　寿じゆ雪せつは搨とうを指し示した。が、慈恵は「陛下のお席に座るわけにはまいりませぬ」と言うので、寿雪は立って搨に座り直した。代わりに寿雪が座っていた椅子を使うようにうながす。慈恵は笑って腰をおろした。慈恵が座ると、椅子はひどく小さく見える。

「しかし、陛下にあなたさまにお会いできるようお願いはいたしましたが、弧こ矢し宮とは」

　慈恵は室内を見まわした。

「内廷だからか」内廷は皇帝の住まいである。本来は、臣下は足を踏み入れない。が、高こう峻しゆんはよく臣下との密談に使っているようだ。

「いえ。――なるほど、王朝が代わって、そうしたことを知る者もすくなくなりましたか」

「どういうことだ？」

「弧矢宮は、欒らん王朝の初代皇帝が己おのが身を守るために造らせたものですぞ。呪術の宮です」

「ああ……」

　そんなところだろうとは思っていたので、驚かない。呪術の色が濃い宮だと。

　しかしつぎの言葉には驚いた。

「それも、なにから身を守るかといえば、烏う妃ひですからな」

「え？」

「初代皇帝は、烏妃を恐れておったのです。弧こ矢し、というのは弓矢という意味ですが、弧は枯れ落ちるという意味もあります。矢よ朽くちよ、という呪いですな。矢は烏妃の象徴です。烏妃は金きん鶏けいの矢に選ばれ、矢で術を破る。つまり、ここは烏妃を呪う宮です」

「烏妃を……呪う」

　寿じゆ雪せつは急に寒くなったように思えて、腕をさすった。慈じ恵けいは唇に笑みを浮かべる。

「まあ、あなたさまは気になさることもありますまい。烏妃でありながら、……一族の血を引いておられるのですからな」

　欒らん氏の、という危うい言葉を避けて、そう言った。

「ここが造られたのは、初代烏妃が死んだあとでしたかな。皇帝はよほど恐れたらしい、ひそかに初代烏妃の骸むくろを醢かいにしたほどです」

「かい……？」

「骸を切り刻み、塩漬けにする古い刑罰です」

　ぎょっとした。

「刑罰？　香こう薔しようは、罰せられたのか？」

　慈じ恵けいは首をふる。

「ひそかに、ですからな。表立って罪はなく、したがって罰することはできませぬ。生前の罪を罰しようとしてではなく、死後の祟たたりを恐れたのです。醢かいをはじめ、骸を損そこなう刑罰というものは、祟りを恐れるがゆえに行われるのです。塩で封じようというのですな」

　――塩は、神事にも呪詛にも使われるのだ。

「おぬしは、なんでもよく知っておるのだな。重臣だったからか」

　慈恵は軽く笑った。

「羊よう舌ぜつ家は、たんに重臣というのではありませぬ。欒らん家とのかかわりは、もっと、ずっと古いのですよ。陛下はご承知でしたな、よくお調べになっておられる。――杼ひ王朝にさかのぼります」

　杼王朝。北辺山脈の麓ふもとにあった古代の王朝で、欒氏はその血筋だという。

「正確に申せば、さらにその前です。まだ王朝の興おこる前、杼一族が北辺山脈に住んでいたころです。なぜに山奥に住んでいた彼らと、沿岸部に住み着いていたわが祖先にかかわりがあったか、おわかりになりますかな」

　寿じゆ雪せつは、

「塩か」

　と言った。

　慈じ恵けいは満足そうにうなずいた。「ご明察」

「山奥であればなおのこと、塩を交易で得ねばならぬであろうな」

「さようです。ですが、交易以上にわれらの祖先は杼ひ一族と深く結びつくだけの理由がありました。祖先の信仰していた神とかかわることですが――」

「神？　なんの神だ」

「鼇ごうの神です」

　寿雪は目をみはった。

「これもまた、塩なのですよ。わが一族は、鼇の神から白塩の作りかたを教わったという言い伝えがあります。鼇の神は白亀の姿だといいますからな、そういう発想が根底にあるのやもしれませぬ。白は、わが一族にとって貴色なのです。杼王朝にとってもそうですが」

　慈恵の目は寿雪の顔に――いや、髪に向けられた。

「杼一族は、欒らん氏がそうであったように、銀髪だった。白く輝く髪です。わが祖先は、彼らを神の血を引く者たちだと信じたのですよ。ゆえに彼らをまつりあげ、臣にくだった。わが祖先は杼ひ王朝で吉きつ士しという、神職についておりました。王朝が倒れたあと、われらは故郷に戻り、王族の生き残りは北辺山脈の奥深くへと逃れました。それが欒らん氏です。欒氏が兵を起こしたときに真っ先にはせ参じたのも、わが祖先です。言うまでもなく、わが祖先が塩商であったことが大きな助けとなりました。羊よう舌ぜつと欒のあいだには、そうしたつながりがあるのですよ」

　寿じゆ雪せつは、息をついた。よもやそこまで古いかかわりがあるとは、思ってもみなかった。

「塩、塩。われらの一族は、どこまでも塩に縛られております。もはや呪いですな」

　慈じ恵けいは、どこか疲れたように笑った。

「儂はひとり娘を塩で失いました。塩商をやめておればよかったのです。先帝の代に、塩商のほとんどが立ちゆかなくなったときに」

「……之し季きが、おぬしの娘が亡くなったいきさつを、よく調べてくれたが」

「令れい狐こ之季ですか。陛下はよい側近をお持ちですな。あの者は優秀です。事実を短日のあいだにほぼ調べあげた」

「では、やはり恋人の仇討ちか」

「ええ」

　慈じ恵けいは視線を落とした。

「当時、製塩は官に厳しく制限されて余剰分を売ることは許されず、買値は安くなるいっぽうで、どこの塩商も青息吐息でしてな。策を講じるためにほうぼうの塩商たちと会合を重ねておりましたが、それゆえ家は留守がちにしておりました。あのときも、儂はよその州にいて、娘からたびたび文が来ていたのを、たいした用事ではなかろうと、ほうっておいたのです。家の者が血相を変えて駆けこんできたときには、もうすべてが遅かった。解かい州に戻る馬車のなかで文をひらいてみれば、恋人が捕まった、助けてほしい、という娘からの必死の訴えが書かれておりました。娘の恋人は、少年だったころからよく知る若者で、いずれ塩田をまかせて、娘と娶めあわせてやろうと考えておった相手です。それが……」

　慈恵は、深く長い息を吐いた。うつむいた顔に翳が落ちる。

「令れい狐こ之し季きは、参軍事への賄賂がどうの、と小難しいことを考えておりましたが、そこは違っておりましたな。もっと単純な話です。参軍事は、娘に懸け想そうしておったのですよ。娘を手に入れるために、その恋人を捕らえて、脅おどしたのです。恋人の命を救いたくば、自分に身を委ゆだねよ、と。……娘は、参軍事の要求を受け入れました。娘からの最後の文に、すべて書かれておりました。娘は参軍事の求めるままに、その身をさしだしたのです。ですが、そのときにはすでに恋人は殺されていた」

　慈じ恵けいの声音は低く、かすれている。感情を懸命に抑えこもうとしているのだ。

「それを知って、娘は黒塩の呪詛を行うことを決めたのです。あの呪詛はわが一族に伝わる古い呪法です。命と引き換えの。それしか、娘には方法がなかったのです。頼みの父親は、文を読みさえしていなかったのだから」

　寿じゆ雪せつは、ため息とも呻うめき声ともつかぬ声を洩もらした。言葉は出なかった。

　――娘は、どうして死ななくてはならなかったのか……。

　どうして己は、あのとき家にいなかったのか。娘のそばにいなかったのか。娘からの文を、読まなかったのか……。

　押し殺した声音の向こうに、慈恵の心の叫びが聞こえる。あまりに悲痛な叫びに、息がつまる。胸が引き裂かれそうに痛んだ。だがこの痛みは、慈恵が抱える痛みに遠く及ばない。

「娘は文で、謝っておりました。このような呪法を用いて、父上に先立ち死ぬことをお許しください、と。責めてくれたら、なじってくれたら、そのほうがよほど……」

　慈恵は口を閉じた。唇を引き結んでいる。風が幡はたを揺らして、少女が笑いさざめくような音を立てた。軽やかさが、ものがなしく響く。

　翻ひるがえる幡を、慈恵はじっと眺めていた。そこに娘の姿をさがすかのようだった。

「……呼んでみるか？」

　寿じゆ雪せつはそっと、声を発した。

「娘の魂を、一度だけなら、呼ぶことができる」

　慈じ恵けいは寿雪に目を向ける。その瞳に激情はなく、ただ静かなかなしみだけがあった。

　目をやわらかく細め、慈恵はゆっくりとかぶりをふった。

「いいえ。娘は楽土で恋人とともに憩いこうておりましょう。それを邪魔したくはありませんからな」

　寿雪は慈恵の微笑を眺め、ただ目を伏せる。

「あなたさまに会おうて、娘がおなじ年頃だったときのことを思い出しました。ちっとも落ち着きのない娘でしてな、そのようにおとなしゅう座っておるのは食事のときくらいでした。浜を駆け回って、砂まみれになって笑っておりましたな……」

　幡が翻るたびに、陽光がきらめく。陽のあたる砂浜も、こんなふうにまぶしいものだろうか。寿雪の脳裏に、光のなかを駆け回って笑う少女の姿が浮かんでは、消えた。




　寿雪が弧こ矢し宮を出ていったあと、奥の扉から高こう峻しゆんが現れ、慈恵は衣の袖を払ってその場にひざまずいた。高峻は慈恵に立つよううながし、軽い手振りで椅子をすすめる。彼自身は搨に腰をおろした。静かで気負いのない所しよ作さである。こういうところに、この若い皇帝の性質が表れている、と慈じ恵けいは見ていた。

「どうであった」

　高こう峻しゆんの問いは短い。

「健すこやかにお育ちのご様子にて、安堵いたしました」

　寿じゆ雪せつのことである。高峻から生い立ちを聞いたおりには、いますこし拗すねたところのある少女かと思っていた。

「おやさしいかたですな」

　かなしみに寄り添うことのできる少女だ。慰なぐさめの言葉を弄ろうすることなく、黙って陽の光を眺めていた。

　高峻はうなずく。

「では」

　慈恵もうなずいた。

「承うけたまわりましょう」

　さきに高峻に拝はい謁えつしたさい、任官とはべつに、乞われたことがあった。慈恵はそれをいま、受け入れたのである。

「わが一族は、烏う妃ひさまの後ろ盾だてとなってその身をお守りいたしましょう」

　高こう峻しゆんはかすかに息をついた。安堵の息だ。慈じ恵けいは高峻と相あい対たいしてはじめて、彼の感情らしいものを見た思いだった。

　――それほどまでに、あの少女を助けたいのか。

　寿雪の助けとなってほしい、と乞われたとき、慈恵は耳を疑った。烏妃が欒らん氏の遺児であると明かしただけでなく、力になれと言っている。結けつ託たくしろと言っているようなものである。

『儂が反はん旗きを翻すとは思わぬのですか』

　と、思わず訊いた。

『大義がなかろう』

　淡々と、若き皇帝は答えた。

『そなたは、欒王朝に背そむいて下げ野やしている。欒王朝が滅ぼされたときにも、なにもしなかった。いま、そなたが謀む叛ほんを起こすことに、なんの大義があるのか。誰もついてはこない』

　――涼しい顔をして、言いよるわ。

　慈恵はふてぶてしく笑った。

『そんな不忠者に、なにゆえ烏妃さまを託そうとなさるのか』

『会えば、わかる』

　高こう峻しゆんの言葉は、よけいなものが削そぎ落とされている。芯だけがある。

　――たしかに、会ってみればわかった。

　慈じ恵けいは欒らん氏にうしろめたさを感じている。はるか昔から仕えてきた欒氏をさっさと見限り、王朝が滅んだときも立ちあがろうとはしなかった。慈恵のなかにそこまでの忠義心がなかったといえばそれまでだが、一族を無駄死にさせたくはなかった。だが、主家を見捨てたという罪悪感はぬぐえない。

　寿じゆ雪せつはその欒氏の血を引いている。そのうえ、年若い少女だった。やさしく、賢く、苦しみのなかでもがく少女だ。娘を重ねずにいるのは、難しかった。

　――助けてやりたい。

　役目だとか、忠義だとか、そんなものではない、心の奥底からどうしようもなく湧きあがり、抑えておけぬ情だった。娘を救えなかった代わりか、罪滅ぼしか。

　――陛下は、情というものをわかっている。

　それがどれだけ、抑えきれぬものか。

「……して、このさき、どうなさる」

　腹案を尋ねれば、高峻は、

「羊よう舌ぜつの娘がひとり、欲しい」

　さらりと言った。

「後宮ですか」

「飛ひ燕えん宮の、燕えん夫ふ人じんに」

「ああ――」慈じ恵けいは、高こう峻しゆんから賜たまわった燕の木像を思い出した。「では、あの燕は、そのような意味もございましたか」

　さすがに、そこまでは読みとれなかった。高峻はうなずいている。

「ご存じですか、燕夫人は、ほかの妃ひ嬪ひんとは毛色が違う」

「いや……」

「陛下もあの木像で暗示しておられたではありませぬか。烏う衣い。燕夫人は、もとは烏う妃ひを佐たすける者でした。わが一族の娘であれば、その役目をこなせましょう」

　高峻と羊舌との結びつきを堅くするとともに、烏妃の事情に通じた味方を置いておきたいのだろう、と慈恵は推察した。

　つぎに高峻は、

「そなた、腕のいい巫ふ術じゆつ師しの知り合いはおらぬか」

　と言った。ううむ、と慈恵はうなる。

「巫術師は……。騙かたりのたぐいなら、蹴りだしたことが何度もありますがな」

　どこから聞きつけてくるのか、娘の怨念が残っているだの、招魂してやろうだのとやってくる輩やからである。そのたび門から蹴りだしている。

「そうか。京師みやこから離れたところであれば、いるかと思ったが」

「いたとしても、息を潜めておるでしょうなあ。炎えん帝ていの代にずいぶんひどい目に遭あっておるでしょうから」

　炎帝、つまり高こう峻しゆんの祖父は、巫術師を嫌って処刑し、あるいは刑罰を加えた。京師はもとより、地方でも迫害があったので、いまだに巫術師の姿というのはほとんど見かけない。いるところにはいるのかもしれないが。

「海を渡った者も多いと聞いております」

「ああ……」

　高峻は何か思い出したかのように視線を落とした。

　なぜ巫術師を求めるのか、理由はすでに高峻から聞いている。初代烏う妃ひの結界を破るためだ。寿じゆ雪せつを外に出そうというのである。

「結界を破り、烏からすの半身を見つけ、烏妃さまを烏から解放できたとして……そのあとは、いかがなさるおつもりか」

　高こう峻しゆんは目をあげた。静かな瞳だ、と慈じ恵けいは思う。静かだが、峻しゆん烈れつさを秘めている瞳だ。

「海を」

　淡泊な口調を変えぬまま、高峻は言った。

「海を、渡らせようと思う」

　はっと慈恵は目をみはる。

　――そうか。そういうことか。

　解かい州は、海に面している。羊よう舌ぜつ家は、塩を運ぶための海路にも明るい。

　――本気で、このかたは烏う妃ひさまを救うつもりだ。

「亡命を……」

　慈恵はうなるようにつぶやいた。




　凝ぎよう光こう殿でんに戻る高峻に付き従いながら、衛えい青せいはちらりと主の横顔をうかがった。

　精悍だが、凪ないだ水面のように静かでもある。

　――亡命とは。

　想像だにしていなかった。

「……どうかしたか」

　殿舎に入ってから、高こう峻しゆんは衛えい青せいに訊いた。

「いえ、……大家ターチヤは、あのかたを妃のおひとりになさるおつもりかと思っておりました」

　高峻は前を向いたまま、

「考えなかったわけではない」

　淡々と答えた。

　だが、それはできぬ、と高峻は言う。

「欒らん氏の捕殺令を撤廃したのは私だ。その私が欒氏の血を引く娘を娶めとっては、己の欲のために法を曲げたと思われるだろう」

　法は秩序の根幹を為す。ゆえに皇帝は誰より法を守らねばならない、というのが高峻の考えであることを、衛青はよく知っている。先帝の代に皇后が無法の限りを尽くしたのを見てきた影響が多分にあるだろう。

　いまの高峻の美点を作りあげたもののひとつに皇后の存在があるというのは、皮肉に過ぎる。

　あらゆる点において、高峻はいまだあの皇后に縛られているのだ。衛青は、苛さいなまれつづける主が不ふ憫びんでならない。

「寿じゆ雪せつをほんとうに救おうとするならば……私から離さねばならない」

　ひっそりとしたその声音の奥にある心情がどんなものだか、衛えい青せいには、わからなかった。
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　東とう院いんは、宮城の東端に位置する離り宮きゆうである。広々とした庭と池のある、皇帝の憩いの場だ。池の汀みぎわには亭子あずまやがあり、奇岩を並べた庭と水面に遊ぶ水鳥の姿を眺めることができる。

　亭子の奥にある殿舎で、寿じゆ雪せつは宦官の袍から襦じゆ裙くんに着替えていた。

　白地に赤で花鳥が捺なつ染せんされた襦に、淡たん黄こうに連れん珠じゆ文もんが刺し繡しゆうされた裙を合わせる。その上に鮮やかな紅くれないの薄絹で仕立てた、披ひ風ふうと呼ばれる外衣をまとった。袖も裾もゆったりとして、歩けば風をはらんで翻る。紅の薄絹は、晩ばん霞かからの贈り物である。正確には、晩霞の兄が晩霞に贈ったものを、おこぼれでもらったものだ。

　亭子に向かうと、池の冷気を含んだ風が吹きつけ、披風の裾がふくらんだ。舞いあげられた落ち葉が頰にあたり、思わず手をあげる。袖が翻った。ゆったりしすぎていて、動きにくい衣だ、と寿雪は眉をよせる。紅あかい袖の向こうに、亭子の椅子に座るふたりの青年が見えた。

　青年のうち、ひとりは高こう峻しゆんである。紺こん青じようの袍をまとっている。公おおやけの場ではないので、軽装だ。几つくえを挟んで向かいに座している、もうひとりの青年は、渋い松葉色の長衣を着ていた。上は皇帝から下は奴ぬ僕ぼくまで日常着にしている円まる領えりの袍とはまた違う、領を交差させた、裾の長い衣だ。青年の長衣には地紋を織りこんであるようで、光の加減でそれが美しく浮かびあがる。洒しや落れ者だな、と寿じゆ雪せつは思った。それも華美より侘わびを好む風流人だ。顔立ちはきりりとして、引き結んだ口もとには峻しゆん厳げんさが、強いまなざしには矜きよう持じの高さがうかがわれる。しかし驕きよう慢まんさは見えない。

　一度だけ、顔を合わせたことのある相手である。晩ばん霞かの長兄、沙サ那ナ賣メ家の跡継ぎ。名は晨しんというらしい。

　寿雪がわざわざ着替えたのは、彼に会うからだった。晩霞は彼にこの絹を寿雪に贈ったと知らせたそうなので、会うとなれば着てゆくのが礼儀というものである――と九ジウ九ジウに言われたので、仕立てを任せた。べつに寿雪自身が彼からもらったわけではないのだが。

　晨は、立って寿雪に揖ゆう礼れいした。

「ふたたびお目にかかれて光栄です」

　彼も前に見たのが寿雪であるとわかったようだ。当然か。あのとき寿雪は、黒衣だった。離宮で白はく雷らいと対たい峙じしたときである。晩霞に訊けば、黒衣の妃が烏う妃ひであるというのは容易に知れよう。

　晨しんの声や表情からは、寿じゆ雪せつをどう思っているのか、協力するつもりがあるのか、わからない。寿雪は高こう峻しゆんをちらとうかがい、腰をおろした。高峻がなにを考えているのかわからない顔なのは、あいかわらずである。

「晩ばん霞かの身に、変わりはないか」

　と訊けば、晨しんはすこし戸と惑まどったような顔をした。寿雪の口調にか、烏う妃ひがほかの妃を気遣うことにか。

　――高峻よりは、表情に出るようだ。

「いたって元気に過ごしているようです。もともと、体は丈夫なほうですので」

　晨の声はやわらかさに欠けるものの、口ぶりは丁重だった。晩霞は長兄を『えらそう』と評していたが、尊大さは感じない。

「父親は、賀が州に帰ったと聞いたが」

「ええ……」

　晨は視線をうつむけ、翳のある声を出した。そこに父親への非難の色を感じとって、寿雪は高峻に目を向けた。

　高峻が口をひらく。

「白はく雷らいの居場所は、わかるか？」

　明日の天候でも尋ねるような、さらりとした問いかただった。晨しんは姿勢を正す。

「存じております。白はく雷らいは、父と文のやりとりをするさいにわが家の従者を介しますので。――あの者は、ここしばらく市し井せいで辻つじ占うらのようなことをしていたようです。その後どう取り入ったものか、さる商家の屋敷に転がりこんでおります」

　その言いかただけで、晨が白雷を疎うとんじているのがわかった。

「京師みやこにおるのか」

　寿じゆ雪せつはそのことにすくなからず驚いた。てっきり、賀が州なりよその土地なりに逃げていると思っていた。肝きもが太いのか、いや、かえってひとの多い京師のほうが隠れやすいのか。それとも、隠れる気もないのか。

「では、文を届けることはできるな」

　高こう峻しゆんが言い、寿雪をうながす。寿雪はふところから文をとりだした。それを晨にさしだす。晨は神妙な面持ちで受けとった。

「そなたは、朝ちよう陽ようと文を交わしているのか？」

　高峻が訊くと、晨は「いえ」と首をふった。

「父は、無用なことはせぬひとです」

　無用か、と寿雪は胸のうちでつぶやく。

　――子に文を出すのは、無用ではなかろうに。

　子にそう言わせる朝ちよう陽ようという人物が、顔も知らぬままに、寿じゆ雪せつのなかで冷たく浮きあがってくる。

　その後、高こう峻しゆんは京師みやこでの暮らしはどうか、と尋ねていた。晨しんとその弟は、晩ばん霞かの出産まで京師にとどまるつもりで、城下の屋敷を買いとったそうだ。没落した名家の空き屋敷がけっこうあるという。

「京師にとどまることを、父には反対されたのですが……」

　晨は苦みを含んだ笑みを浮かべる。濁した言葉のなかに、いろいろとあったのだろうと推察された。

　――妹思いの、よい兄たちではないか。

　と、寿雪は思った。

　ふと、こちらに顔を向けた晨と目が合う。晨の瞳が迷うように揺れた。

「失礼ながら、お尋ねしてもかまいませんか」

　寿雪はすこし首をかしげた。「なんだ」

「京師から遠く離れた地に住む者ゆえ、私は烏う妃ひさまという存在を晩霞に聞くまで存じあげませんでした。烏妃さまは、後宮に暮らすものの、陛下の妃嬪ではないというのは、まことですか」

　そんなことか、と思った。ひどく丁重に訊くので、なにかと思えば。

「そうだ。わたしは皇帝の妃嬪ではないし、おぬしの主でもない。ゆえにそのように慇いん懃ぎんな口をきかずともよい」

　晨しんは寿じゆ雪せつの顔を眺め、「はあ……」と戸惑っている。

　それをしおに、晨は高こう峻しゆんに辞去のあいさつを述べて、立ちあがった。

「晨」

　立ち去りかけた晨を高峻は呼びとめる。

「よければ、また来てほしい。歳の近い者がそばにおらぬから、話し相手になってくれ」

　高峻がそんなことを言うのを寿雪ははじめて聞いたので、何事かと思う。そもそも『よければ』などと言わずとも相手は命令すればやってくる臣下である。

　晨はぽかんとしていたが、われに返ったように「はっ」とあわてて拝礼した。

「お呼びがあれば、喜んで参ります」

　――なにを考えておるのやら……。

　寿雪は高峻の顔を横目にうかがう。やはり感情は見えない。

　立ち去る晨のうしろ姿が見えなくなってから、寿雪は高峻のほうに向き直った。

「なにを企たくらんでおる」

「企みはない」

　高こう峻しゆんは涼しい顔をしている。

「噓を申せ。『話し相手になってくれ』などと、噓くさい」

「ほんとうにそう思っている。あの者とは親交を深めたい」

「……なにゆえ」

「父親とは違うからだ」

　寿じゆ雪せつは高峻の顔をまじまじと見あげた。彼は多くを語らない。それがどういう意味を持つのか、しかとはわからなかった。うっすらと思ったのは、

　――懐かい柔じゆうするつもりか？

　ということだった。

「言い忘れていたが」

　去り際ぎわになって、高峻は思い出したように言った。

「羊よう舌ぜつ一族の娘を、燕えん夫ふ人じんとして迎えることにした。そなたの佐たすけとなる者だ。頼るといい」

　――新しい嬪が来るのか。

　佐けなど、と思ったが、羊よう舌ぜつの娘を入宮させるということ自体が重要なのだろう。さしたる感かん慨がいはなかったが、ふと、衣の隙すき間まを吹き抜ける風が妙に寒く感じられた。

　――なんだろう。

　高峻は輿こしに乗って東院を出ていった。輿の帳とばりが風にはためくのを、寿雪は眺めていた。輿は遠ざかってゆく。

　腕をさすり、寒いな、と寿雪はつぶやいた。
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　宮城を出た晨しんは、大通りから東の路地に入った。このあたりの坊は、名家の邸宅が並んでいる。しかしながら昨今は零れい落らくした名家も多く、主を失った屋敷が捨て値で売られていたりする。晨が買い上げた屋敷も、そうしたもののひとつだった。

　古びてはいるがしっかりとした構えの大門をくぐり、内門を過ぎればこぢんまりとした屋敷が現れる。槭かえでのある庭を囲むように四方に殿舎が建ち、そのあいだは回廊で結ばれている。弟の亮りようとのふたり暮らしなので、さして大きな屋敷はいらない。この程度でじゅうぶんだった。亮は豪華な造りの屋敷に住みたがったが、晨はここの侘わびしい佇まいが気に入った。

　回廊を進んで亮りようのいる堂に入ると、彼は愛用の琵び琶わの手入れをしていた。亡き母から譲り受けた琵琶である。

「機嫌がいいな、兄上」

　晨しんの顔をひと目見て、亮は言った。「めずらしい」

「べつに、よくも悪くもないが」

「顔がゆるんでる。陛下とよほど馬が合ったのか？　それとも、烏う妃ひとやらがよほどの美女だったのか」

　亮には、晩ばん霞かに請こわれて皇帝と烏妃に会ってくる、とだけ言ってあった。

「陛下は物静かな好よいかただった。お言葉がやわらかい」

　話し相手になってくれ、などと頼まれたことが意外で、晨は高こう峻しゆんを好ましく思っていた。なんでも命じれば叶かなえられる立場にいるというのに、高峻に傲ごう慢まんさはかけらもなく、謙虚でおおらかな人柄を感じさせた。

「豪族相手に下した手てに出るのか。臣下の機嫌をとらねばならぬとは、皇帝も大変だな」

　亮は、顔は美しいが、舌には毒がある。向こう気も強い。

「許しがあればつぎはおまえも連れて行きたいが、その口の悪さを直せ」

「兄上の前だから言えるんだ。俺だって、陛下の御前でこんなこと言うもんか」

　自覚はあるのか、と思った。が、ほんとうに高こう峻しゆんの前でなら毒が出ないのかどうか、あやしいものだ。

「烏う妃ひは、どうだった？　皇帝の妃だから、美しいんだろう」

「おまえも前に見ているぞ。離宮で、白はく雷らいといた……」

　亮は、眉をひそめた。

「まさか、あの黒衣の？　あれが烏妃なのか」

　晨しんはうなずく。あのとき見た黒衣の美び妃ひを、晨は忘れられずにいた。晩ばん霞かからの文で烏妃について知り、そうかあれが、と合が点てんがいった。幽玄で、凜りんとした、ふたりといない女によ人にんに思えた。間近で言葉を交わして、なおさらその思いを強くした。

「彼女は、皇帝の妃ではないそうだ」

「烏妃なのに？　後宮にいるんだろ？」

「それはそうだが……俺もよくは知らぬ」

　白雷とどういうつながりがあるのか謎だし、それを高峻が承知しているのも謎だった。つまり、ほとんどなにもわからない。

　だが、あの紅の薄絹を贈ったのは、正しかった、と思った。

　晩ばん霞かにあれは似合わないから、彼女と親交があれば譲るはずだと思い、贈り物のなかに忍ばせた。望みは薄いと思っていたが、ちゃんと彼女に渡ったうえ、仕立てて着てくれるとは思ってもみなかった。

　風に翻る紅の薄絹をまとった彼女は、思い描いていたよりずっと、美しかった。

「兄上……兄上」

　亮りようがいぶかしげに晨しんを見ている。晨は妙に決まり悪くなって、視線を逸らした。

「その烏う妃ひに、なにか頼みごとでもされたのか？」

「いや、べつに」

　晨は、とっさに噓をついた。なぜだろう。が、勘の鋭い亮は、眉をよせた。

「妃がらみの面倒ごとに巻きこまれるなよ、兄上。父上が最も嫌うことだ」

「いまさら……。身重の晩霞を気遣いもせずに帰った父上に、いちばん腹を立てていたのはおまえだろうに」

　言うことを聞かずに京師みやこに残ったふたりを、父はすでに見限ったのではないか、と晨は思っている。長男の晨を見捨て、賀が州にいる次男を跡継ぎに据えるのでは、と思えば晨の胸中は揺れた。

「父上は、身内に冷たい。俺は、晩霞も兄上も大事だ」

　亮りようはしんみりと言った。

「だから、いまはここにいる」

　亮の気持ちは、よくわかった。晨しんもおなじだ。晩ばん霞かが心配だから、残っている。父に反旗を翻した晩霞に、感化されたところもあったかもしれない。父への反発が、晨も亮も抑えられなくなっている。

　兄上、と亮は晨の顔を見すえた。

「俺は、あの烏う妃ひとかいう妃は、近づいてはいけないもののように思う」

「……どうしてそう思う？」

「怖いからだ」

　小さいころから、亮は妙に勘が冴さえた。その亮が、顔に怯おびえを見せている。

「あの妃は、どこか怖い……」

　ひっそりと、誰かに聞き咎められるのを恐れるような声で言った亮の言葉が、晨の胸に残った。
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　――おまえは女難で命を落とすだろう。

　昔、巫ふ術じゆつ師しの師にそう告げられたのを、白はく雷らいは思い出していた。

　師といっても、たいした力のない、いかさま師だったが。だからそんな予言も一いつ笑しようにふしたが、師は笑わなかった。

　――気をつけろよ。

　と、憂うれいを帯びた目をして、言った。

　――馬鹿馬鹿しい。

　そんなくだらないことで、命を落とすものか。

　白雷は動かしていた指をとめ、笛の吹き口から唇を離した。前に座る壮年の男が、待ちかねたように膝ひざをすすめてにじり寄ってくる。

「いかがです、掲けつ車しやさま」

　掲車は、偽ぎ名めいである。白雷は名をいくつも持っている。そもそも『白雷』もほんとうの名ではない。

「騒そう擾じようの音がします。北から凶風が吹くでしょう。そちらとの商あきないがありますね。避けるか、それができぬのであれば、四し祀しのうち門の神を厚く祀まつり、供そなえを怠おこたらぬことです」

「おお……、たしかに、ここから北方面の商家から海ハイ商シヤンの品を仕入れるつもりでおりましたが、いけませんか」

「瑕か疵し品ひんをつかまされますよ」

「なんと。危ないところでした」

　白はく雷らいの言を鵜う呑のみにして、男は伏し拝おがむ。

「ありがとうございます。掲けつ車しやさまのおかげで商いは上々です。まことに、わが家においでくださってよかった」

　男は珠玉を扱う商人で、市場に肆みせも構えている。半月ほど前に白雷はこの男と出会った。出会ったというよりも、鴨かもを見つけたと言ったほうが正しい。

　白雷は京師みやこの市場の辻つじに立ち、笛を吹いていた。楽芸を売っていたのではない。占いだ。笛の音に風の声を聞く占いである。風はさまざまなものを運んでくる。もとは霄しようの南方にある国、花か陀だの占いで、観かん風ぷうという。鵐帮ウーパンに拾われ各地を放浪した白雷は、さまざまな港で異国の占術を見聞していた。

　どこの町でも市場にはおなじ生なり業わいが集まった行こうと呼ばれる組織があるもので、勝手に肆は出せない。卜ぼく肆し（占い屋）でもそうである。だから白雷は辻つじ占うらをして、つけこめそうな相手を物色していたのだった。

　玉ぎよく商しようの男は、肩に毒々しい幽鬼を貼りつけていたので、『横おう死しした先祖の幽鬼が取り憑ついている』と適当なことを言って祓はらってやったら、涙を流して感謝した。ここ一年ほど、肩がちぎれるように痛む奇病に苦しんでいたのが、噓のように治ったという。以降、白はく雷らいは男の屋敷に住み着いている。占いの才には恵まれているので、問われるまま占えば万事的中し、おのずと男の信を得られた。楽なものだ。

　男の部屋を出て、あてがわれている一室へと戻る。京師みやこの屋敷は中庭を囲むように家屋が建っている。中庭に面した廊を歩いていた白雷は、角を折れたところで足をとめた。白雷の部屋の前で少女がしゃがんで、水盆をのぞきこんでいる。彼女は白雷に気づいて顔をあげた。陽ひに灼やけた浅黒い顔に、黒々とした美しい瞳を持つ少女だ。

　隠いん娘じよう、と呼ぼうとして、口を閉じる。いま、彼女には『鮑ほう児じ』という名前を与えていた。

「――なにか、聞こえたか」

　隠娘は首をふる。

「このお盆、小さいから」

　と、唇をとがらせる。

　鼇ごうの神の声を聞こうとしているのである。かの神の巫み婆こである隠娘は、水辺で神の声を聞く。海、川、池。あいにくこの屋敷に池はないので、ないよりいいかと水盆に水を満たしたが、すくない水では難しいようだ。

「どれぐらい大きければいい」

　と訊きくも、隠いん娘じようは関心がないように首をかしげるだけだった。白はく雷らいは息をついた。この娘はいつもどこかぼんやりとしていて、かつ気まぐれだ。

　京師みやこの東に川が流れている。そこにつれてゆくしかないか、と思う。隠娘はふたたび水盆を眺めていた。なにが映るわけでもないのに、楽しいのだろうか。

　――遊び道具くらい、必要か。

　白雷は、およそ遊びというものを知らない。子供のころ、そんなものとは無縁だったからだ。そもそも子供であった感覚がない。物心ついたときから白雷は呪術師として働いていたし、一族が皆殺しにされたあとは、鵐帮ウーパンで巫術師として働いた。

「なにか、欲しいものはあるか？」

　そう尋たずねると、隠娘は目をきょろりと動かした。

「欲しいもの……貝かい殻がら？」

「それは欲しいものじゃないだろう」

　貧しい漁村に生まれ育ち、きれいな貝殻を集めては宿場町で売っていた隠娘は、浜辺に行けば貝殻をさがすのが身に染しみついている。欲しいもの、と訊かれてそれしか思い浮かばない隠娘に、白雷は苦いものを覚えた。

「市場で、いろいろ見なかったか。絹でも肉でも、ここにはなんでもある」

　隠いん娘じようは、また首をかしげた。水盆のなかに指を入れて、ぱしゃぱしゃと水をはじく。

「魚は、あんまりないね」

　京師みやこは海からは離れているので、水運でいくらか運べるとはいえ、足の早いものはむりだ。腊きたい（干物）や楚割すわやり（塩干し）など、腐らないようにした魚が主になる。

「魚が食べたいのか？」

「ううん。あんまりないなあ、って思っただけ」

　白はく雷らいは、隠娘の扱いかたがいまだにわからない。子供自体、苦手だ。隠娘を親から買ったときは、衣食住を満たせばそれでいいだろうと思っていた。が、思いもよらぬことに、それが難しかったのだ。衣食住に不自由させたということではない。隠娘はこちらが気を配ってやらねば、食べないし着替えもしないしどこでも勝手に寝てしまう。まさか子供の世話を焼くはめになるとは思わなかった。

　白雷は隠娘の頭を見おろす。小さな子供の頭である。白雷の脳裏には、何度もくり返しこだまする言葉があった。

　――あんな年とし端はもいかぬ子を、贄にえにするつもりか。

　――鼇ごうの神は贄を必要とする。若い娘の贄を。

　――知らぬのか？

　寿じゆ雪せつの言葉だ。初耳だった。白はく雷らいは鼇ごうの神の声を聞けないので、隠いん娘じようを通して知るしかないが、隠娘はそんなことを言ったことなどない。

『鼇の神が贄を必要とするというのは、ほんとうか』と、白雷は隠娘に尋ねた。隠娘は、いつものようにぼんやりと首をかしげただけだった。

　――揺さぶりをかけたつもりか？

　ああ言えば、白雷が鼇の神を手放すと思ったのか。たとえ真実だったとして、なんだというのか。贄くらい――。

　隠娘がまぶたをこすっている。眠いのだ。

「おい、ここで寝るんじゃない」

　声をかけるが、隠娘は聞こえてないかのように床に体を丸めて横になった。白雷は舌打ちする。こうなってしまうと、隠娘は揺さぶっても起きない。

　白雷は渋じゆう面めんで隠娘の体を抱かかえあげた。子供の体は、あたたかい。

　――贄くらい。

　そう思えば思うほど、己おのれに言い聞かせているようで、白雷は腹のあたりが重くなる。

「掲けつ車しやさま」

　屋敷の小間使いに呼びとめられ、白はく雷らいは隠いん娘じようを抱えたままふり向く。

「沙サ那ナ賣メ家から文ふみが届いております」

　さしだされた文を白雷は受けとったが、これが沙那賣家からでないことはひと目見てわかった。紙が違う。部屋に入り、隠娘を寝台におろしてから文をひらいた。眉をよせる。

　――烏う妃ひから。

　文は、寿じゆ雪せつからのものだった。なぜ、そんなものが沙那賣家から。そう騙かたっただけか。しかしそれなら、この居場所をどうやって知ったのか。考えを巡らせながら、文面に目を通す。白雷の眉み間けんによった皺しわはだんだんと深くなっていった。

　初代烏妃の結界を破るため、力を貸してほしい。文にはそのようなことが書いてあった。

『その代わり、わたしもおぬしに力を貸そう』とある。

　隠娘を贄にしたくはあるまい、と。

　白雷はその文を破って丸めた。厨くりやで火にくべてやろう、と部屋を出る。傾いた陽が壁を金色に染めている。白雷は空に目を向けた。朱を刷はいたような空があった。じきに陽は沈み、月光があたりを照らすだろう――いや。

　――今夜は、新月だったか。




　夜、寿じゆ雪せつは寝しん所じよの奥へと入った。燭しよく台だいを手に細い通路を進めば、突き当たりの小部屋に着く。寿雪は燭台をかかげ、正面の壁を照らした。人面の黒い化け鳥ちようが、揺れる火明かりに浮かびあがる。

　この祭壇に、三晩に一度、花を捧ささげるのが寿雪の役目だった。烏う妃ひの力が凝こごった牡ぼ丹たんの花を。

　だが、寿雪は壁画の化鳥を見つめたあと、静かにきびすを返した。

　――香こう薔しようは烏からすに花を食わせた。食わせつづけた。あれは毒だ。われらを酩めい酊ていさせる。

　――烏はもはや、己を失っている。

　梟ふくろうの言葉が、どれも寿雪のなかでずっと響いている。梟は、烏を助けたがっている、烏の兄だ。

　彼の言葉を聞いて以来、寿雪は、花を捧げることをやめた。祭壇に向かっても、どうしても花を白しろ瑠る璃りの器うつわにのせることができない。

　部屋に戻り、燭台の火を吹き消す。煙のにおいが濃く立ちのぼった。重い体を引きずるようにして、寝台に腰をおろす。眠りにつきたくないと、心身が叫んでいる。

　今夜は、新月だった。烏がこの体から抜けだし、魂が引き裂かれんとする晩。身を引きちぎられるような痛みが寿雪を襲う晩だ。

　眠りたくないという意思に反して、頭は朦もう朧ろうとし、瞼まぶたがさがってくる。体が重くてたまらなくなって、ついに横になる。眠りの底に意識は落ちてゆく。下へ、下へ。底に着いたら、今度は浮上する。あっというまに浮きあがり、体が浮くのをやめても、心だけはぐんぐん上空へとのぼってゆく。絹糸が体中に絡からまり、締めあげてくるような痛みが襲ってくる。今夜もこれに耐えねばならない。寿じゆ雪せつは悲鳴をあげつづけていたが、それは声になることはなかった。

　ふいに寿雪は、苦痛のなかに違和感を覚える。

　息を吸いこみ過ぎたかのように、胸がふくらんで痛む。ふくらみはとまらず、肋ろつ骨こつをきしませ、押しあげる。

　――あ、あ。

　息が苦しい。骨がきしむ。折れてしまう。それでも胸はふくらみつづける。

　――裂ける。

　体が、内側から裂けてしまう。

　骨の折れる鈍にぶい音が聞こえたような気がした。寿雪の喉のどから、すさまじい悲鳴がほとばしった。

「――娘ニヤン娘ニヤン、娘娘！」

　はっと、寿じゆ雪せつは目をあけた。燭台の火に照らされた、九ジウ九ジウの顔が見える。

「娘ニヤン娘ニヤン……娘娘、大丈夫ですか？」

　九九が狼ろう狽ばいした声で問いかけるが、寿雪は答えることができない。舌が震えて、喉が縮こまっている。体を動かそうにも、痺しびれたように手も足も動かない。もしや手足がちぎれてしまったのかと、寿雪は焦あせった。

「娘娘、落ち着いてください」

　温おん螢けいの声がする。寿雪の腕にあたたかいものが触れた。手だ。手が寿雪の腕をそっとさすっている。

「目を閉じて、ゆっくり息をしてください。息の数をかぞえて」

　言われるがまま、寿雪は目を閉じ、一、二、三……と深呼吸をくり返した。五をかぞえたあたりで、気分が落ち着いてきた。ぴくりと指が動く。手も、足も動いた。ほっと安あん堵どの息を吐いて、寿雪は目をあけた。

　九九と温螢だけでなく、淡たん海かい、衣イ斯シ哈ハ、紅こう翹ぎようまでそろっていた。皆、いちように心配そうな顔をしている。

「すごい悲鳴が聞こえたから、飛んできたんですよ」

　九九が言った。

「そうか……」

　と出した声は、かすれていた。

「悪い夢を……見た。痛くて……身が裂けるかと」

　九ジウ九ジウは寿じゆ雪せつの顔を見つめて、

「お水をお持ちしますね」

　と立ちあがる。それを紅こう翹ぎようが身振りで、自分が持ってくる、と示して走っていった。

　九九と温おん螢けいの手を借りて、寿雪は寝台の上に身を起こす。紅翹の持ってきてくれた水を飲むと、ひと心地ついた。

「起こしてしまって、すまぬ。まだ夜中であろう」

「いいんですよ、そんなの」

　九九はどこか怒ったように言う。ほかの者たちもうなずいた。

「もう大丈夫だ。戻ってくれ」

　そう言うが、九九は不安そうな顔で寿雪の手を握る。「でも……」

「また悪い夢を見るかもしれませんよ。俺が添い寝しましょうか」

　と言った淡たん海かいに温螢が冷たい視線を向け、「戻るぞ」と淡海と衣イ斯シ哈ハをうながす。

「あとは九九に任せよう」

　温おん螢けいたちが出てゆくと、紅こう翹ぎようも心配そうなまなざしを残して自室に戻っていった。

「おぬしも、もうよいぞ」

「いいえ、娘ニヤン娘ニヤン、こんなにお手が冷たくて」

　九ジウ九ジウは寿じゆ雪せつの手を両手で包みこんだ。

「お顔も、真っ青ですよ。おひとりになんて、できません」

「それではおぬしが眠れぬ」

「娘娘が無事に眠れてらっしゃるようなら、あたしも寝ます」

　そんなことを言って、ひと晩ずっとそばで見守るつもりでは……と思った寿雪は、しばし考え、体を横にずらした。

「ならば、ここで眠ればよい」

「えっ？」

　九九は目をみはる。

「ここで眠ればよい」

　と寿雪はくり返し、隣を手でたたいた。

「いえ、まさかそんな、畏おそれ多い」

「べつにかまわぬ。高こう峻しゆんもここで寝ておったぞ」

「ですから、よけいに畏れ多いんじゃありませんか」

「ここで寝るか、戻って寝るか、どちらかにせよ」

　うーん、と九ジウ九ジウはうなって、

「こ……ここで寝ます。娘ニヤン娘ニヤン、心配ですから」

　と、結論を出した。そろそろと、申し訳なさそうに寝台に横になる。すぐそばに九九のぬくもりを感じる。ふしぎな感覚だった。

「あたしがいて、眠れそうですか？　娘娘」

「もう眠い」

　そう答えると、九九は笑った。

「お手を握ってましょうか。あたたまったほうが、よく眠れます」

「……昔、麗れい娘じようが、手を揉もんであたためてくれていた」

　母の夢を見ては飛び起きる寿じゆ雪せつに。

「先代の烏う妃ひさまですか。じゃあ、あたしもそうします」

「いや」

　寿雪は言う。

「握ってくれるだけでよい」

　九ジウ九ジウは寿じゆ雪せつの横顔を眺め、

「はい、そうします」

　とほほえみ、手を握った。九九の手はあたたかく、やわらかかった。




　翌朝目が覚めたとき、寿雪は寝台から落ちそうになっていた。手足をのびのびと伸ばした九九によって、端に追いやられていたのである。

　ぐっすりと眠る九九の寝顔を眺め、すこし笑うと、寿雪はそろりと寝台をおりた。九九が目覚めたときには、寿雪はすっかり身支度を整えていた。

「ああ、恥ずかしい。娘ニヤン娘ニヤンが起きてらっしゃるのに、気づきもせずに眠りこけていたなんて」

　朝あさ餉げの用意をするあいだ、九九はしきりに恥じていた。淡たん海かいがここぞとばかりに馬鹿にするので、悔しがってもいた。

　朝餉の粥かゆには、松の実や鶏とり肉にく、卵など、滋養にいいものがたっぷりと入っている。新月の翌日は、いつもこうだ。桂けい子しの気き遣づかいである。うまみの染しみた熱い粥をすすると、腹のなかからじんわりとあたたまって、体が生き返る気がする。

「冬とう官かん府ふに行く」

　食事を終えたあと、寿じゆ雪せつはそう言った。温おん螢けいを呼んで、高こう峻しゆんから許しをもらってくるよう頼む。

「いまごろでしたら、大家ターチヤは朝ちよう議ぎを終えて洪こう濤とう院いんにいらっしゃるでしょう」

　夜や明めい宮きゆうの朝は、官かん吏りとは比較にならぬほど遅い。烏う妃ひは夜よ更ふけまで起きていることが多いからだ。

　寿雪は、千せん里りに尋たずねるつもりだった。昨夜の異変について。新月の夜はいつも死んだほうがましだと思えるような苦痛を味わうが、それでも昨夜の、内側から裂けるような痛みははじめてだった。千里に訊きいてわかるかどうか知らないが、訊いてみるよりほかない。あるいは、やはり冬官府にいる封ほう一いち行ぎようならば、わかるかもしれない。

　封一行は欒らん王朝に仕つかえた巫術師で、烏妃についても詳しい。なぜなら、巫術師は欒王朝において、烏妃を監視し、押さえこむ役目を担になっていたからだ。それゆえ後こう宮きゆうの出入りも許されていた。

　いずれにせよ、文でやりとりするのはまどろっこしい。外出の許しをもらうほかなかった。

　温螢を使いに出しているあいだに、宦かん官がん姿に着替える。そのうち温螢が戻ってきたかと思うと、彼は衛えい青せいを伴っていた。

「大家ターチヤのご命令ですので、冬官府には私がお供します」

　――いやだ。

　というのが顔に出ていたらしく、衛えい青せいもまた顔をしかめた。

「私が供にいたほうが動きやすかろうという大家のお心遣いです」

　感謝しろ、と言わんばかりの口調に寿じゆ雪せつはムッとしたが、ここで言い合いをしてもしかたない。だいたい、衛青に口で勝てたためしがないのである。寿雪はさっさと夜や明めい宮を出た。たしかに皇帝付きの衛青がいれば、後宮の門を通るのでもいちいち許可証を見せて理由を告げずともすむし、揉めもしない。楽と言えば楽である。が、気持ちのうえでは楽ではなかった。

　冬官府に向かう道すがら、衛青は皮肉のひとつすら口にせず、黙って寿雪についてくる。見張られているようで、背中が落ち着かない。冬官府で出迎えた千せん里りは、寿雪の渋じゆう面めんに目を丸くしていた。

　寿雪が訪おとないの理由を説明すると、千里は難しい顔をしてうなった。

「これまでにないことが起こった、ということは、烏う漣れん娘にやん娘にやんになにかしらの異変が起こっている、とも考えられますが……心当たりはありますか？」

「あるとしたら、花だと思う」

「花？　烏う漣れん娘にやん娘にやんに捧げるという花ですか」

「そうだ」

　ここしばらく花を捧げていない、と寿じゆ雪せつは話した。千せん里りはますます難しい顔になる。

「そうですか……。烏を酩酊させる花だというのなら、それを食べなければ酩酊から醒める、ということなのかもしれません。が、酩酊させるというのは、そうすることで理性を奪い、押さえこんでいる、ともとれますから……」

「押さえこめなくなっている？」

「……ということかも、しれません。私も、しかとはわかりかねます。封ほうどのにも訊いてみましょう」

　千里は席を立ち、放ほう下か郎ろうに封一いち行ぎようを呼んでくるよう言いつけた。

「封一行は、体の具合はどうだ？」

「もうすっかりいいですよ。欒らん王朝時代の生き字引ですから、いろいろと聞けて助かってます。そうそう、魚ぎよ泳えいさまの残した書き物の整理も彼のおかげでよく進んでいます。地方の伝承を調べると前にお伝えしたでしょう。あれについても手伝ってもらっております」

　案外、ひと使いが荒いような……と思っていると、封がやってきた。千里の言ったとおり、元気そうだ。いっときは床とこに臥ふして、見るからに弱々しい枯れ木のような老ろう爺やだったのが、いまは頰ほおに赤みがさしてつやつやとしている。

　寿じゆ雪せつから話を聞くと、封ほうは千せん里り以上に深刻そうな顔をした。

「そのほかに、変わったことはないのですな」

「これといって」

　ふうむ、と考えこんだ封は、

「いい兆ちよう候こうなのか悪い兆候なのか、量はかりかねますな」

　と言った。

「酩酊から醒めて正気に戻ったならば、烏う妃ひは本来、烏にとって巫み婆こですから、対話ができるやもしれません。ですが、烏妃さまのおっしゃる、内側から裂けるような、というのが気がかりですな」

　寿雪は胸のあたりを押さえ、さすった。

「烏は閉じこめられておったわけですからな。闇やみ雲くもに外に出ようと暴れるやもしれませんし……」

　――そうなったとき、この体はどうなるのだろう。

　砕けた泥土の人形や、梟の羽根となって散った使い部べが脳裏に浮かび、寿雪は背筋が寒くなった。

「花を捧げるのをやめたという前例は、私の知るかぎりありませんので、これらは推測にしかすぎぬのですが」

「対話とは、どのようにするものだ？」

　封ほうは首をふった。「わかりません。これまでそんなことをしようとした烏う妃ひは、いないのですから」

　そうか、と言い、寿じゆ雪せつはすこし頭を傾ける。

「これまで、か。前からいくらか気になっておったのだが」

「なんでしょう？」

「いままで、わたしのように香こう薔しようの結界を破ろうとしたものは、ひとりもおらぬのか？」

　結界を破るには、烏妃のほか、巫術師がふたり必要だ。烏妃の見張り役、つまり敵と言える存在である巫術師をふたりも仲間に引きこむことは難しい。だから烏妃が逃げようと思ってもできなかったのだ、というようなことを前に封は言った。寿雪は、では試みた烏妃はいままでひとりもいなかったのだろうか、と思ったのだ。むろん、逃げてからのほうがたいへんなわけだが。

　封は皺しわに埋もれそうな目をしばたたいて、寿雪を見返した。

「おりますよ」

　と、あっさり言った。

「おるのか」

「ええ。成功しなかったので、いまだ結界は破られていないわけですが」

「成功しなかった、というと、つまり……」

「死にました」

　寿じゆ雪せつの頰がひきつる。千せん里りも顔を青くした。

　――失敗すれば、死。

「結界が破れぬまま、むりに門を出ようとして、死んだそうです。私もこの目で見たわけではなく、師から伝え聞いた話ですが。師もそのまた師から聞き、さらにその師もまた……と数代さかのぼる話です。ずっと昔の、欒らん王朝のなかばごろの話ですからな」

　封ほうは思い出すように天井を見あげた。

「その烏う妃ひは、地方の商家の娘だったそうです。夜や明めい宮につれてこられたときは、十七歳だったとか。昔ならとうに嫁とついでいる歳ですが、この娘は母親が幼いころに死んで、継まま母ははに召し使い同様に扱われて嫁にも出してもらえずにいたようです。継母からさんざん虐しいたげられていた彼女は、家を出られたことをただ喜んでいました。どうも烏妃がどういうものかよくわからず、後宮に入って皇帝に仕えるのだと思っていたようです。妃きさきに選ばれたのだと……。夜や明めい宮で暮らしはじめて、どうやら思っていたのとは違うとわかったものの、実家での暮らしよりはずっといい。彼女は平穏に暮らしていました。先代から烏う妃ひの座を継ぐまでは」

　封ほうはちらと寿じゆ雪せつに目を向けて、痛ましげな顔をした。

「新月の晩を迎えるごと、彼女は弱ってゆきました。食事はろくに喉を通らず瘦やせ衰え、顔は青白さを増すばかり。継母から解放されて、安息の地を得たとばかり思っていたわけですから、いっそう心身にこたえたのでしょう。さすがに彼女の身の上に巫術師たちも同情したそうです。なかでもひとりの若い巫術師が深く同情して、親身に彼女を気遣っていたと。彼女とおなじ年頃の男でした」

「巫術師……では、その者が？」

　寿雪の言葉に、封はうなずいた。

「結界を破り、外に逃げようと烏妃をそそのかしたのです。どういういきさつがあったのか、どういう算段で逃げようとしたのか、詳しくはわかりません。結果として、結界は破れず、烏妃は門を出て死に、巫術師は殺されました」

　宮城の門を出れば烏妃は死ぬ。そういう結界だ。

「烏妃は死んだ……そうなると、つぎの烏妃はどうしたのだ？」

「死んだと同時に金きん鶏けいの矢が飛んで、選ばれました。先代から教えを乞こう猶ゆう予よがありませんでしたから、巫術師たちがその代わりを務めております」

　巫術師にはそういう役目もあったわけだ。欒らん王朝が滅んだいま、烏う妃ひを巡るあらゆることが崩れてしまっている、と寿じゆ雪せつは改めて気づかされる。烏妃を作ったのは欒王朝なのだから、当たり前と言えば、当たり前だが。

「新月の晩に耐えかねて、自みずから死を選んだ烏妃もおりましたが、そのときも同様だったそうです。皇帝が烏妃を殺さぬかぎりは、金鶏の矢は飛ぶようですな。様々な事例をもとに推測を重ねているだけですので、しかとは申せませぬが」

　推測でも、聞けるだけありがたい。封と出会えたのは、やはり僥ぎよう倖こうだった。

「三百年あまりつづいた欒王朝において、烏妃は百人を超えております。正確には、百三十六人ですな。一年のうちに三度、代わったこともございます。それだけの数ですから、いろんな烏妃がおりました。皇帝を殺さんとした烏妃もおりましたな。結果、幽ゆう閉へいされましたが。自らが皇帝に成り代わろうとしたのです。冬の王にはそれができるわけで、だからこそ初代皇帝は烏妃を恐れて、巫術師を見張りにつけたのですから」

　夏の王にとって冬の王は欠くべからざる存在だが、逆はそうではない。烏妃は皇帝の代が変わっても、王朝すら変わっても、存在しつづけている。だから、その気になれば国を牛ぎゆう耳じれる。

　――烏う妃ひは、望めばすべてを得られる。

　とはいうものの、実際、皇帝に成り代わるなどできそうにもないことだ。まわりが許さないだろう。

　皇帝を殺そうとした烏妃、というのには興味があるが、いまは結界を破ろうとした烏妃について知るのがさきである。

「その巫術師と烏妃は、ふたりでどうやって結界を破るつもりだったのだ？」

「さあ、どういうつもりだったのか……。詳しいところは、伝わっておらぬのです。あまり詳細に言い伝えて、おなじように試みようとする巫術師や烏妃を出さぬためでしょうな」

　ううむ、と寿じゆ雪せつは眉をよせる。そこが最も知りたいところではないか。

「それがわかれば、おなじ轍てつを踏むことは避けられように。――烏妃の名は、伝わっておらぬのか」

「わかりません。巫術師のほうも同様です」

　ただ、と封ほうは付け加える。

「首飾りは残っておりましょう」

「首飾り？」

「その烏う妃ひが肌身離さずつけていたという、玉ぎよくの首飾りです。なんでも母の形見だとか。いまも夜や明めい宮に残っておりませんか？」

　首飾り……と、寿じゆ雪せつは厨ず子しの中身を思い返す。厨子には、歴代の烏妃が使ってきた簪かんざしや歩ほ搖ようなどが収められている。これらは寿雪もふだん使っているものだ。

「ああ、そういえば、首飾りがあったな。めずらしい玉の……」

　深い青に、光の加減で赤や緑、黄といったさまざまな色が輝く、ふしぎな玉だ。首飾りなどするのも仰ぎよう々ぎようしいので、寿雪はつけたことがない。

「それです」と封は言った。

「烏妃と一緒に葬ってやればよかったであろうに」

　歴代の烏妃の墓所は、禁きん苑えんにある。寿雪はそこに行ったこともないが。

「いい品ゆえに、惜しんだのやもしれませんな」

「巫術師がか？　惜しんだところで、彼らがつけるわけでもなかろうに」

「つぎの烏妃のためでしょうな。せめてもの慰なぐさめに、美しいものを用意してやりたくなるものです」

　だから夜明宮の調度品や装飾品は、贅ぜいをこらしてあるのだろうか、と寿雪は思った。

　――しかし、逃げようとして死んだ烏う妃ひの首飾りなど……。

　いや、むしろ戒いましめにか？　逃げようとしても死ぬだけだ、という。

「いずれにせよ、もっとわかることがあればよいのだが」

　寿じゆ雪せつはつぶやき、思案する。ずっと昔のことで、不完全な口く伝でんしか残っていない。せめて名前がわかれば、招しよう魂こんで訊けることもあろうが。

　その烏妃についてわかることと言えば、地方の商家の娘であること、継母に虐げられていたこと。そして、首飾り。

　――そうか、首飾りか。

　寿雪は立ちあがった。

「夜や明めい宮に戻る。その話について、新たにわかったことがあれば知らせてくれ」

　あわただしく冬官府を出る。封ほうから聞いた話のことばかり考えていたので、うしろに衛えい青せいがついてきていることに、だいぶたってから気づいた。

「お……おったのか、おぬし」

　ふり返って驚く寿雪に、衛青は『当たり前だろう』という顔をする。

「お供を仰おおせつかっておりますので」

　それはわかっているが。

「いますこし、口をきけばよかろう。なにも言わず背後におられては、驚く」

「供とはそういうものです。主人と親しく言葉を交わすものではございません」

「おぬしは高こう峻しゆんとよくしゃべっておるではないか」

「大家ターチヤとご自分とを一緒にお考えにならないでください」

　寿じゆ雪せつとはしゃべりたくない、と言ったも同然である。寿雪はムッとしたが、衛えい青せいの態度が以前の調子に戻ってきたようで、いくらか気が軽くなった。

「高峻に変わりはないか」

　そう尋ねると、衛青は不審そうに片眉をあげた。

「なぜ、そのようなことをお訊きになるのです？」

「べつに、さしたる意味はないが……天候を気にするようなものだ」

　なんとなく尋ねただけなので、なぜ、と言われても困る。

「大家は、お元気でいらっしゃいます」

　衛青はそっけなく答えた。「とくにお変わりはございません」

「そうか。ならばよい」

　寿雪は答えながらも、胸のあたりが妙に重くなった。どうしてだろう。このところ、高峻について思うと、息苦しさを覚える。喉がつまったような、胸のなかに靄もやが立ちこめたような苦しさだ。

　衛えい青せいが、寿じゆ雪せつの顔を眺めていた。

「……あなたは」

　その声に寿雪は目をあげる。衛青は口を閉じ、思い直したようにまたひらいた。

「あなたは、自由になったら、どうなさるおつもりですか？」

「え？」

　衛青の言葉がすぐには理解できず、寿雪は訊き返した。

「もし烏う漣れん娘にやん娘にやんから解放されたなら、どこへ行きたいとか、どうしたいとか、そういった望みはあるのですか、とお尋ねしているのです」

　衛青はことさらゆっくりと、子供にでも訊くかのように言い直した。寿雪はまたムッとしたが、食ってかかっていては会話にならない。

「わからぬ」

　ムスッとした面おも持もちながら、寿雪は素直に答えた。

「いままで考えたこともなかったゆえ、思いつかぬ。それに、烏から解放されるという確たる術すべもない。望みなど……」

　――烏う妃ひはなにも望んではならぬ。

　麗れい娘じように言い聞かされた言葉が、ふいによみがえる。

　――望みは苦しみを生みます。それに呑みこまれたとき――そのときこそ、あなたさまのなかから化け物が生まれるでしょう。

　そう寿じゆ雪せつに警告したのは、魚ぎよ泳えいだ。

　ふたりとも、もういない。

「望みなど、ない」

　言って、寿雪は顔をそむける。口を引き結んで、ふたたび歩きだした。




　――望みなど。

　ほんとうに烏から逃れられるかどうかもわからぬのに、抱いたところでむなしいではないか。

　そう思うが、心はさざなみのように揺れている。

　夜や明めい宮に戻ってくると、衛えい青せいはさっさと内ない廷ていに去っていった。寿雪は九ジウ九ジウが茶を用意するというのを断り、厨子をひらく。

　なかには硯すずりや紙もあれば、簪や歩搖の入った箱もある。寿雪の視線は、目的と異なるほうへ吸いよせられてしまう。そちらにあるのは、玻は璃りの魚うお形がたに琥こ珀はくの魚形、木彫りの薔ば薇ら。いずれも、高こう峻しゆんがくれたものだ。

　胸のなかがまた、大きく揺れる。なにがこれほど、心を乱すのだろう。

　寿じゆ雪せつは強しいて視線を外し、下段にある螺ら鈿でん細工の平たい箱へと目を向けた。厨子をあけた目的はこれだった。箱を几つくえに置いて、蓋ふたをあける。なかにあったのは、首飾りだ。

　金細工と真珠をつらねた中央に、青い玉が吊りさがっている。深い青に、揺れるたび表面を泳ぐように浮かびあがる、赤、黄、緑の色彩。思わず見入ってしまい、ときを忘れそうになる玉だ。

「そんな首飾りがあったんですね。きれいですねえ」

　うしろからのぞきこんだ九ジウ九ジウが、感かん嘆たんの息を吐く。

「なんていう玉ですか？　はじめて見ました」

「さあ、知らぬ。めずらしい玉なのであろうが」

　淡たん海かいなら知っているだろうか、と寿雪は彼を呼ぶ。淡海はもとは良家の子息だったので、こういった品にも詳しいかと思ったのだ。

　が、彼も首をひねった。

「見たことないですね。異国の品じゃありませんか」

「異国の……」

　ふむ、と寿じゆ雪せつは思案する。これがめずらしい品であればあるほど、持ち主の出自がわかるのではないか。それで烏う妃ひの名前にたどり着くことができれば、招魂ができる。

「九ジウ九ジウ、墨をすってくれ。文を書く」

　そう頼むと、九九はうれしそうに準備をはじめる。寿雪はいままでの習慣から他人にものを頼むのが苦手だが、九九はそれを喜ぶので、なるべく頼みごとをするようにしている。寿雪も最近ではいくらか慣れてきた。

「どなたへの御文ですか？」

「花か娘じようだ」

「それでしたら、薄うす藍あいの麻ま紙しになさいますか？　それともこちらの青磁色のほうがいいかしら」

「たまには薄うす紅べにあたりもよいのではないか」

「そうですねえ。あ、この色なんていかがです？」

　色とりどりの麻紙をとりだし、ああだこうだ言っている寿雪と九九に、淡たん海かいがあきれている。

「紙なんて、書けりゃなんでもいいでしょうに」

　淡海は案外、こういう細やかさがわからない。

「紙は文の顔ですよ。まず目に入るんですから、大事に決まってるでしょう」

　と、九ジウ九ジウが立腹していた。

　結局、淡い橙だいだいに白いぼかしが入った麻紙を選んだ。手短に用件をしたため、首飾りを入れた箱とともに淡たん海かいに託す。

「鴦おう妃ひに首飾りをさしあげるんですか？」

「いや、尋ねたいことがあるゆえ、預けるのだ」

「なるほど」

　了解しました、と言って淡海は殿舎を出ていった。




　夜や明めい宮の宦官が寿じゆ雪せつの文を持ってきたとき、花か娘じようは巻物を書しよ写しやしているところだった。

「あら、あなた……淡海だったかしら。ごくろうさま」

　花娘が以前、泊はつ鶴かく宮で怪け我がをしたさいに鴛えん鴦おう宮まで抱えてきてくれた宦官だ。見目がよいので、鴛鴦宮でも人気があった。

「こちらの箱はなにかしら」

「夜明宮にあった首飾りです」淡海がうやうやしく答える。「烏う妃ひさまが、鴦妃さまにお尋ねしたいことがあるので、お預けすると」

　花か娘じようは首をかしげつつ、箱をあける。

「まあ、きれい」

　美しい玉の首飾りだ。侍じ女じよたちも感嘆を洩もらしていた。

「藍らん彩さい玉ぎよくね。めずらしい」

　花娘はつぶやき、文に目を通す。

　――この首飾りの来歴を知ることはできようか。

　というような内容だった。昔の烏う妃ひの持ち物だが、その烏妃がどこの誰なのかが知りたいらしい。

「藍彩玉、というのですか」

　花娘のつぶやきを聞き逃さなかったようで、淡たん海かいが訊いてくる。

「雨う果かの国で採とれる玉よ。稀少で、霄しようにはあまり出回らないの。わたくしも二、三度、目にしたことがあるくらい。――ああ、異国の玉だと見当をつけたから、わたくしにお尋ねになったのかしら」

　花娘の父は海ハイ商シヤンで、花娘は幼いころから異国の品々を見慣れている。父のかかわりで海商からの貢こう物もつも多い。

　雲うん家の長男である父だが、官界を嫌い、さっさと海商になってしまった。次男であり花娘にとっては叔お父じにあたる行ぎよう徳とくが、無事に出世して人望も得ているようなので、雲うん家としてはこれでよかったのだろう。花か娘じようはこのあたりのことを寿じゆ雪せつに話したことがあった。

「これを持っているのは、よほど裕福な家か、大きな海ハイ商シヤン……界ジエ島とうの海商でしょう」

「界島ですか」

「いちばん大きな港がある島ですからね。昔からの海商は皆、界島にいるわ」

　潮流の関係から、交易のための船はおおよそ界島に停泊する。ゆえに海商が集まるのである。隣の阿ア開ケの国にも最も近い。

「烏う妃ひさまの文によれば、これを持っていたかたは地方の商家とあるから、やはり界島の海商ではないかしら。そうであれば、わたくしの父の伝つ手てで、もっと詳しいことが調べられるでしょう」

　花娘は、淡たん海かいにほほえみかけた。

「父に文を出しますから、調べがつくまでしばらくお待ちいただけますかと、烏妃さまにお伝えしてくださるかしら」




「ということです」

　淡海から花娘の伝言を聞いた寿じゆ雪せつは、「わかった」とうなずいた。

「界ジエ島か……」

　京師みやこからすると南東あたりにある島だったか、と思う。

　――界島の伝承があれば教えてほしい、と千せん里りに頼んでおくか。

　と、寿じゆ雪せつは筆をとる。そこへ使いの宦官がやってきたので、寿雪はいったん筆を置いた。

　燕えん夫ふ人じん――いや、いまは鵲じやく妃ひになった、黄こう英えいからの使者だった。

「鵲妃さまはつつがなく鵲じやく巣そう宮にお移りになりました。これも烏う妃ひさまのおかげであると、鵲妃さまはお喜びでございます。つきましては御礼とご挨あい拶さつの品をお届けにあがりました」

　宮移りの挨拶か、と寿雪は並べられた品々を眺めた。漆うるしの台に絹や簪、珊さん瑚ごに真珠などが豪勢に並んでいる。

「鵲妃は息災か」

　と訊けば、使者の宦官は緊張した面持ちでかしこまった。

「はっ、健すこやかでいらっしゃいます」

「そうか」

　礼を言って宦官をさがらせると、彼は殿舎の階きざはしをおりたとたん、逃げるように走り去っていった。

　――化け物屋敷でもあるまいに。

　飛ひ燕えん宮の殿舎が崩れたとき以来、松しよう娘じようの言うように烏う妃ひは恐れられているようだ。

「礼儀がなってませんね」と宦官のうしろ姿を眺めて言う淡たん海かいに、寿じゆ雪せつは「どうでもよい」と返して筆をとる。

　もとに戻っただけだ、と思う。烏妃とはそういうものだ。

「あ」

　つけすぎたのか、筆先から墨がしたたり、麻紙を汚した。寿雪は眉をよせて、新しい紙にとりかえた。




　花か娘じようは父に文を出すと言ったが、正しくは長らく父の右腕を務める老ろう爺やにだった。父に出したところで結局、彼に丸投げするのがわかっているからである。老爺は律りち儀ぎな仕事人なので、すばやくかつきちんと調べて返事をくれた。

　首飾りを絵に描かせて、界ジエ島の海ハイ商シヤンに知っているひとはいないか、花娘は尋ねていた。大粒で質のいい玉であるうえ、金と真珠の細工も上等だったので、家に代々伝わるたぐいの品ではないかと見当をつけた。古くからの海商なら、誰かしら伝え聞いて、知っている者はいるだろう。花娘の思おも惑わくは当たり、序じよ氏という界島の海商が持っていたものではないか、という話が出てきた。

　序じよ氏は界ジエ島の海ハイ商シヤンのなかでも相当に古い家柄で、もとは島主だったのではないかとも言われるという。その序氏の家に、かつて見事な藍彩玉の首飾りがあったと伝わっている。大昔、難なん破ぱした雨う果かの船乗りを助けたさいに礼にもらったという玉だが、実際には表立ってできない商いで手に入れたものなのではないか、ともっぱらな噂うわさだった。

　というのは、その藍彩玉があまりに美しく、大粒の玉だったからである。雨果の船乗りには決まりがあり、船に乗せた藍彩玉のうち、最もすぐれたものを海神に捧げなくてはならない。つまり、海に投げ捨てるのである。航海の無事を祈願するまじないだろう。これを怠おこたると船は時し化けにあうと言われる。

　しかし最もすぐれた玉は、当たり前だが高い価値があるわけで、利益に目がくらんだ商人はしばしばこっそりこれを売りさばいた。そうした玉のひとつだろう、というのである。

　玉を手に入れてのち、序氏には不幸がつづいた。序氏の船が時化にあって積み荷もろとも海に沈み、当主は病やみつき、家は傾いた。序氏は、海神に捧げるべき玉を横取りしてしまった。だから不幸に見舞われたのだ、とささやかれた。

　序氏は海商としていまも界島にいるが、かつての栄えぶりはなく、細々と稼業を営んでいるという。首飾りはいまも序氏にあると言う者もいるし、いやとうに手放したと言う者もいる。不幸つづきに恐れをなした当主が海に捨てて、海神に返した、とも伝えられているそうだ。

「ふしぎと、美しい宝玉に、いい話は聞きませんわね」

　鴛えん鴦おう宮を訪れた高こう峻しゆんにこの話をすると、彼は、静かにうなずいた。

「呪いの宝玉の話は、よく耳にする」

「わかる気もいたしますけれど。玉は、どこかひとの理解を超えた美しさを持っておりますから」

　幸せをもたらすものは、いつもみすぼらしい。逆に美しいものは、不幸をもたらす。昔話は、たいていそうだ。戒めなのか、美しいものにはそうした力があるのか。

「夜や明めい宮にそんな首飾りがあるとは、知らなかった」

　淡々と言う高峻の顔を、花か娘じようは眺める。あれほど心を傾けていた寿じゆ雪せつに蟄ちつ居きよを命じて、さすがに気落ちしたところを見せるかと思っていたが、高峻の様子は変わらない。だが、昔から彼は内心を外に洩らさないたちなので、心の奥底までは、花娘にはわからなかった。生来の性格ではなく、皇こう太たい后ごうとの確執によるものだが。

「烏う妃ひさまは首飾りを持っていた烏妃の名前をお知りになりたいそうですから、いま父を通して序じよ氏に尋ねてもらっておりますの。由ゆい緒しよのある家のようですから、家系図が残っておりましょう。欒らん王朝なかばということですから、そのあたりを調べれば割り出せそうに思います」

「そうか。世話をかけるな」

　花か娘じようは高こう峻しゆんの顔をまじまじと見つめた。

「なぜ、陛下がそのようにおっしゃいますの？　わたくしは烏う妃ひさまの頼みを聞いているだけですのに」

「いや――」

　高峻は言葉につまる。めずらしく彼が動揺を見せた気がした。

　やはり、高峻と寿じゆ雪せつには、花娘にはあずかり知らぬところで深いつながりがあるのだろう。花娘は以前からうすうす感じていたことを、確信した。

　だが、そのつながりが恋れん慕ぼなのか、親愛なのか、同情なのか……花娘には判じかねた。高峻が花娘に向けるのは、肉親に向けるような、親愛の情である。では寿雪に対してはどうかというと、親愛では、けしてない。さりとて恋慕のような艶つやめいた色もなく、友情というには重い切実さがあり、同情と呼ぶには深い執着があった。

「烏妃さまの蟄居はまだつづきますの？　そろそろよろしいのでは？」

　本来、後宮は妃の領分である。いま妃の頂点に立つのは、花娘だ。差配するのは花娘の役目だった。

　高こう峻しゆんは黙りこんで、答えない。

「ご存じ？　以前とは逆に、烏う妃ひさまを怖がる者が出てきております。さきごろ、飛ひ燕えん宮の殿舎の屋根が崩落いたしましたでしょう。あれが烏妃さまの仕し業わざだと」

「……報告は受けている」

「信奉される者は、迫害される者にたやすくひっくり返るのですよ。ほかの宮との交流は、いくらか保っていたほうがよろしゅうございます。とくにわたくしとのつながりは、あったほうが烏妃さまのためになりましょう」

　花か娘じようは、高峻と相あい対たいするとつい姉のような調子で諭さとしてしまう。昔からそんな関係だったので、直らない。

「そうだな」

　高峻は素直にうなずいた。「そのあたりの塩あん梅ばいは、そなたに任せたほうがよさそうだ」

「お任せください」

　花娘はにっこり笑う。実のところ花娘は、いいかげん寿じゆ雪せつに会いたくてうずうずしていたのである。




　花か娘じようからの知らせが入る前に、寿じゆ雪せつのもとには千せん里りからの文が届いていた。尋ねていた、界ジエ島の伝承の件である。

　それらしき伝承を見つけましたので、お知らせします、と文にはあった。

『界島の長者の家に、美しい娘がいた。幼いころに母に死に別れ、父には後妻が来たが、この後妻が娘をひどくいじめた。破れた網を持たせては魚をとってこいと海にやり、蕨わらびを見つけるまで帰ってくるなと冬山に追い立てた。海では漁師が憐あわれんで魚をわけてくれて、山では杣そま人びとが蓄えていた蕨の塩漬けをわけてくれた。

　後妻は娘を召し使いのように働かせ、新しい衣のひとつも与えないので、娘は襤ぼ褸ろをまとっていた。美しい顔は土つち埃ぼこりに薄汚れ、髪もすすけて、後妻はそれでようやく満足しているようだった。娘が行ぎよう水ずいで汚れを落としたあとなどは、決まってうるさく喚わめきたて、馬ま糞ぐそ掃除を言いつけた。

　娘は年頃になっても嫁に出してもらえず、あいかわらず後妻にいじめられていた。年々、娘の顔色は悪くなってゆくようだった。

　ある年、娘のもとに京師みやこから使いがやってきた。娘が皇帝の妃に選ばれたという。後妻は娘は醜みにくく、とうてい皇帝の妃になどなれないと使いに告げたが、使いが引き下がらないので、襤褸をまとって薄汚れた娘を見せた。使いはかまわず娘をつれてゆくと言うので、後妻は悔しがり、娘が乗せられた馬車のあとを金切り声をあげて追いかけた。娘が船に乗り、島を出たあとも後妻は追いかけようとして海に落ちた。溺おぼれながらも後妻は娘をうるさく罵ののしりつづけるので、海神が閉口して波を蹴立てて、後妻を海底にひきずりこんでその口をふさいだ。

　いまでも後妻は海底で、罵る代わりに泡を吹いているという』

　この伝承を読んだときに真っ先に出た感想は、父親はなにをしておったのだ、ということだったが、昔話にそんなことを言ってもはじまらない。

　――京師みやこからの使いが、娘が醜かろうが汚かろうが気にしなかったのは、烏う妃ひとして選ばれたからだ。

　継まま子こをいじめ抜いた後妻は、皇帝の妃になると思って歯嚙みして悔しがったわけだが。

　寿じゆ雪せつは気分が滅め入いった。これは後妻にいじめ抜かれた娘が、ようやく幸せを手に入れた、という話だ。だが、実際には、娘に待っていたのは幸福な暮らしなどではなかった。苦しみから逃れたさきにあったのは、やはり苦しみだった。

　――なにも、こんな娘を選ばずともよいではないか……。

　苦しむ者は、ずっと苦しみつづける。そう運命づけられてでもいるのだろうか。

　千里はこう綴つづる。

『これは継子いじめに類する説話で、よくある形を踏とう襲しゆうしつつ、そこに海底の火山を語ったものが組みこまれています』

　海底にも火山がある、というのを寿じゆ雪せつははじめて知った。海底で泡を吹くというのがそれらしい。

『ひとつ気になるのは、後妻が執しつ拗ように継子のあとを追ったことです。類型にはないことで、わが子を取り返そうと追いかけるならともかく、後妻の取り乱しぶりがいささか腑ふに落ちません。

　もうひとつ、さして海にかかわる話とも思われないのに、最後にいたって海神や海底の火山にまつわる話が絡むのも、不可解と言えば不可解です』

　寿雪は千せん里りからの文を何度も読み返し、考えこんだ。

　ほどなくして、花か娘じようからの文も届いた。途中経過だということわりがあったが、首飾りにまつわる話が書かれていた。

「序じよ氏の首飾りか……」

　海神に捧げるべきだったという玉。寿雪は千里からの文をふたたび手にとり、「ふむ」とつぶやいた。




　数日後、夜や明めい宮を花か娘じようが堂々と正面から訪ねてきて、寿じゆ雪せつは面食らった。

　花娘は後宮の差配を預かる妃という立場上、高こう峻しゆんが寿雪に蟄居を命じてから、ここに訪ねてきたことはない。それが今日は侍女も宦官も大勢ひきつれてやってきた。何事だろう、と寿雪は戸惑う。

「陛下にお許しをいただきましたの。わたくしはこちらへ訪問してもよいということになりました。ひさしぶりにお顔を見ることができてうれしいわ、阿アー妹メイ」

　花娘はにこやかに寿雪の手を握った。

「首飾りをお持ちだった烏う妃ひの名前に見当がつきましたので、お知らせがてら、阿妹とお話がしたいと思って」

　花娘の侍女が、首飾りの入った箱をさしだした。九ジウ九ジウが受けとって、几に置く。寿雪は花娘に椅子をすすめ、自らも向かいに腰をおろした。

「文でもお知らせしておりましたけれど、父の家の者に頼んで、序じよ氏に家系図を見せていただくようお願いしておりました。その写しが届きましたもので」

　と、花娘はふところから紙をとりだした。それを几の上でひらく。紙自体はひどく長かったが、花娘は手て際ぎわよく「時代からいって、このあたりでございましょう」と紙を折って該当部分を見せた。

　棒線と名前が書き連ねられている。そのうちのひとつを指さした。『寧ねい』という字である。

「この序じよ寧が烏う妃ひとなった娘だと思われます。といいますのも――」

　花か娘じようは『寧』の上にある名前を指さした。

「こちらが序寧の生母です。そして、夫である当主の名前の横には、もうひとつべつの名前もございます。こちらは後妻。序氏の家には、簡素ながら代々商いの出来事や私事を記した家史があるそうで、そちらに序寧が後宮にあがったという出来事が記されております。序寧について、それ以上の記述はないそうなのですが……。後妻はどうも、妾めかけであったのが、序寧の母親の死後、正妻に迎えられたようです」

　そうか、と寿じゆ雪せつは家系図を見つめた。

「首飾りについては、書き残されていることはないようです。表おもて沙ざ汰たにできぬやりとりで手に入れたものなのであれば、それもうなずけます」

　寿雪もうなずいた。

「烏妃の名前さえわかれば、じゅうぶんだ。ありがとう」

　花娘は寿雪の顔をじっと眺めた。

「招魂をなさいますの？」

　寿じゆ雪せつは以前、花か娘じようの亡き恋人の魂を呼ぼうとしたことがある。だから花娘には寿雪が名前を必要とする理由がわかるのだ。

「ご無理なさらないでね。不幸な死にかたをしたひとを呼ぶのであれば、おつらいこともございましょう」

　花娘が寿雪を案じてくれているのが、水のように胸にしみこんでくる。寿雪の口もとに、ほんのりと笑みが浮かんだ。

「大事ない。たいしたことはせぬ」

　花娘は寿雪の瞳を見つめ、まだ心配そうな顔をしている。

「ほかにもなにか？」

「あら、いいえ」花娘は笑みを作り、首をふった。

「陛下は最近、こちらにはいらっしゃいますの？」

「来ぬ」

　ほんとうは、一度だけ忍んで来ているが、寿雪はそう答えていた。蟄居を命じた当人が来たと告げるのは好ましくないだろう、という判断以前に、なんとなく、秘密にしておきたいような気がした。

「そうですか……」

　花か娘じようは思案げな目をしたが、すぐに涼やかな笑顔になる。

「文は交わしてらっしゃるのでしょう？　異国のめずらしい紙が手に入ったら、こちらにもお届けしますね」

　それから、と花娘はうしろの侍女をふり返る。侍女は巻物を花娘に渡した。

「これは衣イ斯シ哈ハに。わたくしが書写したものです。易やさしい文ですから、彼にも読めるでしょう。書き取りの練習にもなりましょうし」

　花娘は手ずから書写したものを巻物に仕立てて、寿じゆ雪せつや衣斯哈にとくれる。とりわけ衣斯哈は読み書きの練習中なので、助かっていた。

「ありがとう」と寿雪は言い、衣斯哈を呼んだ。衣斯哈は花娘の贈り物に感激して、真っ赤な顔で何度も礼を述べる。花娘は慈愛のこもった瞳でその様子を眺めていた。寿雪に対してもそうだが、花娘は年少の者への情が細やかだ。鴛えん鴦おう宮への使いには衣斯哈をやったほうが、花娘も喜ぶだろうか、と寿雪は思った。

　花娘が帰ったあと、九ジウ九ジウが、

「難しいお立場でしょうに、花フア娘ニヤン娘ニヤンはお変わりありませんね」

　と言った。九九は花娘をあだ名の『花娘娘』と呼ぶ。もちろん、当人に向かっては使わないが。

「難しい立場、というと、子供のことか」

　花か娘じようと高こう峻しゆんのあいだに子はない。そもそもふたりは夫婦ですらないのだから、当たり前である。いっぽうで、ほかの妃ひ嬪ひんがつぎつぎ身み籠ごもった。生まれる子が男児で、皇太子となるならば、いま最上位にいる花娘の立場はどうなるだろうか。黄こう英えい、あるいは晩ばん霞かが花娘に代わって後宮の頂点に立つかもしれないのである。

「お祖じ父いさまがいまも宰さい相しようでいらしたら、違ったのかもしれませんけど……花フア娘ニヤン娘ニヤンのお父上は官吏じゃないし、つぎの雲うん家を背負って立つ叔父さまは、いいひとだけれど押しが強くないそうじゃありませんか」

「淡たん海かいに聞いたか」

　寿じゆ雪せつはあきれた。「毒されておるぞ」

　九ジウ九ジウはムッとむくれた。「違います。鴛えん鴦おう宮の宮女が言っていたんです。心配しているんですよ」

「そう案ずることもあるまい」

　高峻が花娘を軽んずることはないはずだ。

「そうだといいんですけど……」

「黄英も晩霞も、後宮の差配などごめんであろう。向いておらぬ」

「それはたしかに」

　と言って、九ジウ九ジウはようやく笑みを見せた。

「花フア娘ニヤン娘ニヤンもいらしたことですし、陛下も大手をふっていらっしゃるといいですね」

「来なくてよい。わたしは忙しい」

「またそんなことおっしゃって」

　九九は笑い声をあげた。




　――などと言っていたら、その晩、高こう峻しゆんがやってきた。『大手をふって』ではなく、お忍びではあったが。

　九九たちをさがらせて、招魂を試みようと思っていた寿じゆ雪せつは、露骨に顔をしかめた。

「何用か。わたしは忙しい。碁ごなら打たぬぞ。言うておくが、まだ手を思いついておらぬわけではないからな。暇ひまがないだけだ」

　高峻との一局は、中途でとまったままだ。

「碁はまたでいい。烏う妃ひの首飾りについて調べていると聞いたのでな」

　迷惑がる寿雪にもかまわず、高峻は椅子に腰をおろした。

「逆だ。首飾りを持っていた烏妃のことを調べておる」

「そうか」

　調べはついたのか、と言う。

「名前はわかった」

　とだけ、寿じゆ雪せつは答えた。事情を一からどう説明したものか、頭のなかでまとめているうちに、高こう峻しゆんがまた口をひらいた。

「界ジエ島の序じよ氏という海ハイ商シヤンが持っていたという首飾りの話は、私も花か娘じようから聞いた。海神に捧げるはずだった玉の話だ。言い伝えというのは、面白いな」

「……千せん里りが調べてくれた界島の伝承もある。後妻と継子の話だ」

　寿雪は高峻に語って聞かせた。

「その継子が烏う妃ひか」

「封ほう一いち行ぎようから聞いた烏妃の話とも一致しておる。花娘が序氏に尋ねて、後宮にあがった娘がいたのをつきとめてくれた。これで、首飾りの話も後妻と継子の話も、どちらも序氏にまつわる話だとわかるわけだが――」

　寿雪は右手と左手で一本ずつ指を立てて、顔の前でそろえる。

「ふしぎと、この話はべつべつに伝わり、ひとつにはなっておらぬ」

　そろえた指を離した。

「継子が首飾りを持って後宮にあがった、という話にはなっておらぬわけだ」

　高こう峻しゆんは腕を組み、さきをうながすように軽くうなずいた。

「千せん里りが、後妻と継子の話について、後妻が執拗に継子を追いかけたのはなにゆえか、海神の話が割って入るのはどうしてなのか、疑問を呈ていしておる。わたしも同感だ。この答えが、首飾りにあるのではないかと思う」

「ほう……」高峻は興味を引かれたように相づちを打った。

「首飾りの話では、結局この首飾りがいまどこにあるのか、曖あい昧まいなのだ。おそらく序じよ家からはなくなっているが、いつ、どうしてなくなったのかはわからない。はっきりしないから、言い伝えにも残っていない。では、いつ、どうしてなくなったのか。それはわかっている。序寧ねいが烏う妃ひになったさいに、ここに持ちこんでいるのだから」

　だが、それは序家では承知していない。

「序寧はこっそり家から持ちだしたということになる。堂々と持っていこうとすれば、反対されるからだろうか？　あるいは、後妻に奪われるからか。もともと、序寧が持っていたものではないのだろう。持っていたとしても後妻に奪われたはず。おそらく首飾りは後妻が所持していたものだ」

「……それを持ちだされたことに気づいたから、後妻は序寧のあとを執拗に追った？」

「だが、それならば『首飾りを返せ』と主張して追いかければよいのではなかろうか。そうすればこの話と首飾りの話は一体化して、首飾りの行ゆく方えも判明していた。となれば後妻はそう主張しなかったのだ。表立って主張できぬ理由でもあったのだろうか、と考えると……」

「後妻がその首飾りを持っていることに、うしろ暗い理由があったか」

　寿じゆ雪せつはうなずいた。

「すでにその首飾りは、序じよ家にないはずだったのであろう。それを持っているとなると、おかしい。しかし、売ったのではあれば、買い戻したと言えばよいだけだ。では、どういうことか。首飾りの玉にまつわる言い伝えを考えれば、想像はつく。――海に捨てたはずだった」

　あらためて、海神に捧げようとしたのだ。

「捨てようと決めたのは序氏の当主であろうが、なにゆえそう決意したのか。祟りから逃れようとしてのことであろう。祟りというのはおおよそ、家運が傾く、もしくは家人の不幸だ。後妻はもとは妾で、前妻が死んだために正妻になった。前妻は、病みついていたのではないか？　その快復を願い、死を避けるために、首飾りを海神に捧げようとした」

　だが、首飾りは海に沈められなかった。

「前妻が死ねば、妾は正妻に取って代われるかもしれぬ。そう思ったのか、玉に魅せられたのか知らぬが、妾は首飾りを自分のものにした。前妻は死に、妾は後妻に迎えられた。序じよ寧ねいはそれを知っていて、家を出るさい、首飾りを持っていった。後妻が泡を食って追いかけたのは、その首飾りを証拠として、皇帝に、あるいは使者や高官に告げ口されるのでは、とでもおそれたからではないか。表沙汰になれば、後妻は当主から家を追いだされるであろう」

「……もっと言えば、前妻が病みついたのは後妻のせいかもしれぬし、前妻が死んだのは後妻が手を下したのかもしれず、そのあたりの秘密も序寧は知っていたか、知っていると後妻が信じたかで、血ち眼まなこで追いかけたとも考えられるのではないか」

　高こう峻しゆんの言葉に、寿じゆ雪せつはやや目をみはった。

「そこまでは考えておらなんだ」

「最悪の事態を思い描く癖くせがついていてな」

　高峻は淡々と言った。難儀な癖だ。

「いずれにせよ」寿雪は咳せき払ばらいして話をつづける。「後妻が執拗に序寧のあとを追った理由は首飾りにあり、話の最後で後妻が海神の怒りに触れて海に沈み、泡を吹きつづけるというのも、事実を知っていた者が暗あん喩ゆで加えたか、事実が洩れ伝わってそんな話に変化したか、そんなところではないか」

　正解は、序じよ寧ねいに訊けばわかるだろう。

「それで、その烏う妃ひのことを調べていたのは、なぜだ？」

　高こう峻しゆんがそもそもを問う。

「序寧は、巫術師とともに香こう薔しようの結界を破ろうと試みた烏妃だ」

　高峻の眉が動いた。

「失敗したわけか」

「結界を破れぬまま、門を出て死んだそうだ。どうして失敗したのか、どうやって結界を破るつもりだったのか、訊きたい。それで、招魂するために名前を調べておった」

　なるほど、と高峻はうなずき、

「界ジエ島の烏妃か」

　と独りごちた。思案するようにすこし下を向く。灯とう籠ろうの明かりが揺れて、その瞳に翳かげがさした。

「……界島は、他国への門だ」

　静かな声で、つぶやくように言った。ひとりごとなのか寿じゆ雪せつに語りかけたのか、判じかねた。寿雪は首をかしげつつ、「交易のための港なのであろう」と言う。

「霄しようの西から北にかけての海は気象が変じやすく、沖合を急激な潮流が通っていて、すこし間違うとはるか彼かな方たの海洋まで一気に流されていってしまう。岸は切り立った崖がけが多くて港には向かない。時し化けにあっても逃げこむ港がないので、船もよく沈んだ。よって、交易の船はおもに東側に来る。が、東側は天候こそ穏やかだが、複雑な潮流があって航海には熟練の腕がいる。加えて伊イ喀カ菲ヒ島が沈んで以降、交易先は花か勒ろくや花か陀だなど南方の島々だから、南東方面で最も適した港が界ジエ島になる。しかし、さらに適しているのは隣の阿ア開ケの国だ。従って交易は阿開のほうが盛んだ。霄の海ハイ商シヤンは界島から阿開を根城にして商いをする。花か娘じようの父などもそうだ」

　淡々と、かつ長々と高こう峻しゆんはしゃべった。彼がこうも長くしゃべることは、あまりない。ほう、としか寿じゆ雪せつは言えなかった。

「阿開はそういう国ゆえに、他国から渡ってきた者も、そこから他国へ渡る者も多い。欒らん王朝が滅びたさい、巫術師も多く阿開へ逃れた」

　封ほう一いち行ぎようもそのひとりである。

「寿雪」

　高峻はあらたまったように名を呼んだ。静かに胸の底に響きわたる彼の声で名を呼ばれると、寿雪はいつもふしぎな心地になった。抗あらがいがたい、吸いよせられるような心地だ。

「……なんだ」

「阿ア開ケへ行く気はないか」

　寿じゆ雪せつは、ぽかんとした。なにを言われたのか、脈絡がつかめなかった。

「結界を破ることができて、烏の半身を見つけ、そなたが烏う妃ひの役目から解き放たれたあとの話だ」

「そんなことは、まだ――」

「もしも、を重ねたさきの話ではあるが、考えておかねばならぬのは間違いない」

　寿雪は沈黙する。高こう峻しゆんの言うことは、たしかにそうだろう。どうなるかわからぬから、さきのことはなにも考えぬ、ではすまされない。しかし。

　――霄しようを出ろ、ということか。

「阿開へ行けば、そのさき花か勒ろくや花か陀だのほうへも渡れる。阿開へ向かう手はずは羊よう舌ぜつ慈じ恵けいが整える。慈恵は海ハイ商シヤンとの伝つ手てもあるし、阿開へ渡ったあとも――」

「勝手に話を進めるでない」

　寿雪は顔を険しくして高峻をにらんだ。高峻は口を閉じる。

「なにゆえ、わたしが国を去らねばならぬ。わたしは罪人か。ならば流る人にんの島にでも送ればよい」

「そういうことではない」

「おなじことではないか。わたしを追放するのであろう」

「違う。そなたが最も安らげて、自由に生きられる道を――」

「それはおぬしが決めることではない！」

　寿じゆ雪せつは声を荒らげた。

「それでは檻おりが変わっただけではないか。自由を押しつけるでない」

　高こう峻しゆんの眉がひそめられ、表情に翳がさす。あたりに漂う夜気がしんと冷え、張りつめてゆくように感じる。寿雪と高峻は黙ったまま、にらみ合っていた。

　高峻が目をそらし、息をついた。彼がこんなふうに苛いら立だちを露あらわにするのを、寿雪ははじめて見た。

「押しつけるつもりはない。私が考え得る最善の策を提案しただけだ。ほかに良案があるなら、そちらをとればいい」

　寿雪は答えなかった。高峻が最善と考えるならば、それが最善なのだ。わかっている。彼が寿雪を救うために考え抜いた策なのだろうということも。

　だが、どうしようもない苛立ちが胸のなかで渦巻いて、言葉が出なかった。

　寿雪はなにをしたわけでもないのに、どうして国外に逃げねばならぬのか。どうしてそれを、高こう峻しゆんにすすめられねばならぬのか。

　いずれも理由はわかる、わかるが、感情が追いつかない。

「……急にこんな話をして悪かった。いま決めよと言っているわけではない。ゆっくり考えてくれ」

　高峻は静かに言って、席を立つ。寿じゆ雪せつはうつむき、唇を嚙んだ。高峻が殿舎を出てゆく、衣きぬ擦ずれの音だけが、耳に残った。




　――わたしはなにをこれほど、苛立っているのか。

　高峻が寿雪を助けるために腐ふ心しんしてくれていることは、痛いほどよくわかっている。それなのになぜ、彼の申し出に反発してしまうのか。知らぬまに、勝手に決められたように思ったからだろうか。

　――それもあるが……。

　京師みやこを離れるどころか、霄しようを出る、阿ア開ケに向かう、などということを、寿雪は考えもしなかったから、動揺したのだ。

　しかし、考えてみれば、至極当然の案に思えた。欒らん王朝の血を引く寿雪は、霄にいるかぎり安全でないうえ、利用される懸け念ねんが消えない。

　――死ぬか、逃げるか。

　そういうことなのかもしれない。

「霄しようを出る……」

　そうすればおそらく、二度と霄の地を踏むことはないのだろう。

　きっと、高こう峻しゆんに会うこともない。

　ふいに、冬の凍った大気を吸いこんだときのように胸が痛んで、息をとめた。背を丸めて胸を押さえる。

　寿じゆ雪せつは眉根をよせてじっとうつむいていたが、やがて深い息を吐き、背筋を伸ばした。

　――わたしが霄にいるかぎり、高峻もまた、懸念が消えぬままなのだ……。

　霄を出ねばならぬのであれば、出よう。だが、それはまだずっとさきの話だ。

　――それ以前にやらねばならぬことは、山ほどある。

　寿雪は、ひとまず高峻の提案を頭の隅に追いやり、腰をあげた。厨子から硯と筆を持ってきて、手早く墨をする。蓮れん弁べん形がたの紙に『序じよ寧ねい』と書いて、首飾りをその上に置いた。招魂は遺品がなくともできるが、あったほうが早い。寿雪は髪から牡ぼ丹たんの花を抜きとり、それにふっと息を吹きかけた。

　花は薄紅の煙へと変じ、その形はゆっくりとほどけてゆく。煙は首飾りと紙を取り囲み、しだいにそれらの姿を溶かしていった。

　寿じゆ雪せつは漂う煙のなかに、手をさしこむ。煙はひんやりとしている。指にまとわりつく煙をかきわけるようにして、寿雪は魂をさぐった。

　すぐに違和感に気づいた。手の動きをとめ、煙を見つめる。

　手て応ごたえがない。たぐりよせられる魂を感じない。手にまとわりつく煙は軽く、なんら形をとる気配がなかった。

　――花か娘じようの恋人を呼ぼうとしたときとおなじ。

　寿雪は手を引き抜き、煙に息を吹きかける。煙はほどけて、首飾りの姿を取り戻した。

「……どういうことだ」

　序じよ寧ねいの魂は、楽土にない。だから招魂できないのだ。

　招魂できぬ理由はふたつ、その者が生きているか、招魂できぬ状態にあるか。

　生きているということはあり得ないから、招魂できぬ状態にある、ということになるが、寿雪はこの雲行きに眉をよせた。

　――花娘の恋人の魂は、巫術によって壺に閉じこめられていた。

　では、序寧の魂も、何者かによって閉じこめられているのだろうか。そんなもの、さぐりようがない。

　序じよ寧ねいの招魂ができぬのであれば、手詰まりだ。

　眉をよせたまま、寿じゆ雪せつは腕を組んで考えこむ。せっかく花か娘じようや千せん里りが尽力してくれたものを、無駄にしたくはない。どうにか方法はないだろうか。ほかに、なにか。

　しばらく考えにふけっていた寿雪は、「あっ」とかすかな声をあげて、立ちあがった。




　翌朝、寿雪は之し季きに文を出した。返答にはすくなくとも数日かかるだろうと思っていたのが、その日の夕刻に文が返ってきたので、寿雪は驚いた。

「娘ニヤン娘ニヤンは、けっこうその令れい狐こさんを頼りになさっているんですね」

　九ジウ九ジウが言うので、寿雪は苦々しい顔になった。

「べつに、そういうわけではない。ほかに公文書を調べられる者を知らぬだけだ」

「それを、頼ってると言うのでは」

「知らぬ」

　ムスッとして文をひらく。たしかに、之季は頼りになる。頼めばきっちりと仕事をこなしてくる。融ゆう通ずうもきく。柔軟さがあるのだ。だから高こう峻しゆんもなんやかやと頼りにしているのだろう。

　文に目を通し、之季が求めたとおりのことを調べあげてくれているのを確認して、寿雪は感心した。どうしてこんな短いあいだに、と思えば、以前、似たようなことを調べて要領がわかっていたのですぐに突きとめられた、と文にある。似たようなこと、というのは、洪こう濤とう院いんに出没していた幽鬼の件だろう。無実の罪で処刑された経きよう生せいについて、彼は調べたのである。

　今回、寿じゆ雪せつは之し季きに『欒らん王朝の半ばごろに処刑された巫術師がいないか調べてほしい』と頼んだ。

　烏う妃ひ・序じよ寧ねいとともに結界を破ろうとした巫術師は、『殺された』とのみ封ほう一いち行ぎようは語っていたが、処刑されたとしたら、と寿雪は考えた。

　仮にも後宮に出入りしていた宮廷巫術師なのだから、勝手に『殺した』で片づけられるものだろうか、と思ったのだ。経生だって、理由なく殺されたのではなく、理由づけて処刑されていたのである。

　もしそうなら、記録に残る。残っていれば、名前がわかる。

　招魂ができるのである。

『該当の時代に処刑された巫術師はひとりいます。妃との姦かん通つう罪ざいで斬首、遺い骸がいは市場にさらされています。時代を広げれば、宮女や妃嬪との姦通罪で処刑されている巫術師はほかにもいるようですので、さしてめずらしいことでもなかったのやもしれません。後宮に出入りしていたのなら、当然起こりうることですから』

　之し季きは、宦官でもない、男である巫術師が自由に出入りできていた欒らん王朝の後宮を不審がっているようだった。

『その巫術師の名は、五ご生せいといいます』

　寿じゆ雪せつは硯と筆を用意した。




　九ジウ九ジウをさがらせ、ひとりになると、寿じゆ雪せつは五生の魂を呼んだ。たゆたう薄紅の煙に手を入れ、魂をたぐりよせる。

　目を閉じ、指先にまとわりつくものがしだいに重みを生じるのを感じとる。ひんやりとして、やわらかなものが形をとりはじめる。

　――来た。

　寿雪は慎重に指先でそれに触れ、ゆっくりと握った。冷たい手の感触だ。指の長い、骨張った若い男の手だった。

　煙のなかから、青年が姿を現す。白しら藍あいの袍をまとった青年で、目を閉じている。白は杼ひ王朝の貴色だと聞いたが、いまも巫み婆こだの占卜うらない師だのといった者は白っぽい装しよう束ぞくをまとうので、その根源には鼇ごうの神の信仰があるのかもしれない。

「五ご生せい」

　呼びかけると、青年は目をあけた。涼やかな目もとの、風ふう姿しのいい青年だった。

「わたしがわかるか」

　五ご生せいは寝起きのようにしばしぼんやりとしていたが、はっと目をみはった。

「う……烏う妃ひさま」

「そうだ。わたしは烏妃だ。おぬしは巫術師の五生だな？」

　五生は青い顔でうなずく。

「これは……招魂でございますか」

「そうだ」

　巫術師だけに、状況をすぐ呑みこんだようだった。

「おぬしは烏妃の序じよ寧ねいとともに、香こう薔しようの結界を破ろうとして失敗し、結果、処刑された。合っておるか？」

　問いかけに、五生は言葉の意味をたしかめるように、寿じゆ雪せつにじっと視線を据えていた。

　五生は、ゆっくりとかぶりをふった。

　――なに？

「違うと申すか」

「たしかに、外から見ればそうやもしれません。ですが、私は……もっとひどいことを」

　五ご生せいは顔をしかめた。

「ひどいこと？」

「私は、序じよ寧ねいさまを裏切りました」

　がっくりと、五生はうなだれる。

「裏切った……？」

「外に出たい、と序寧さまに乞われたのが、はじまりでした。そのころ序寧さまは瘦せ細り、見るも気の毒なありさまで……。なぜに序寧さまのようなかたが烏う妃ひに選ばれ、苦しまねばならぬのか、ひどいものだと思っておりました」

「母を亡くし、後妻にさんざん苦しめられたからか」

「さようです。夜や明めい宮に来た当初、序寧さまは事情もよく知らず、ただ生家を離れられたことに安堵しておられました。それが……」

　五生の顔が曇る。烏妃のあとを継ぎ、新月の晩を迎え、序寧はいっぺんで心が崩れた。

「『いっそ殺してくれ』と泣いて頼まれることもありました。あまりに不ふ憫びんで、私はできるだけそばにいて、支えるつもりでした。ですが、序寧さまは耐えられず、ついに結界を破って逃げようと思いつめたのです」

「逃げて、烏の半身をさがそうと？」

　五ご生せいはうつむく。烏の半身が海に沈んでいる、というのは、秘されていたはずだ。烏う妃ひがさがしだそうなどと考えぬために。

「私が、つい、しゃべってしまったのです。烏の半身が見つかれば、苦しみから解放されるかもしれないと……。それを聞いた序じよ寧ねいさまは、『半身のありかを知っている』とおっしゃって」

「なに」

　寿じゆ雪せつは目を剝むいて、思わず五生に詰めよった。

「知っていると？　序寧は、烏の半身がどこに沈んだか、知っていたのか？　ほんとうに？」

「いえ、序寧さまも、確信を持っているというほどではないようでした。彼女がなにを知っていたのか、私には教えてくれませんでしたので、わかりません」

　寿雪は肌が粟あわ立だった。序寧はなにか、心当たりがあったのだ。それは、なんなのか。どうして彼女はそれを知っていたのか。

　――序寧を招魂できれば、訊けるのに。

「序寧さまは、結界を破る手助けをしてくれと、私に頼みました。それにはもうひとり、協力者がいりますから、なんとかできないかとも……。私は、正直、困ったのです。序じよ寧ねいさまを気の毒には思いますが、逃がすなど、とんでもない。そんなことをしたって、すぐに捕まります。烏う妃ひである序寧さまは処刑されずとも、私など、即刻首を刎はねられます。事実、そうなったのですからね」

　五ご生せいは頰をひくつかせて、無理に笑った。

「それでも序寧さまは逃げることに固こ執しゆうしているので、あきらめそうにありませんでした。私は一計を案じて、あきらめてもらおうと考えました。師匠に相談して、仲間になったように見せかけ、結界を破る術を行うふりをしようと」

「ふり。では」

「実際には、やりません。それで失敗すれば、結界は破れぬのだと、あきらめてくれるかと思ったのです。序寧さまは、あきらめてくれました。あきらめて、それで……絶望なさったのです」

　五生の顔が青白さを増す。目はうつろになった。

「序寧さまに巫術師の衣を着せて、祓ふつ除じよの儀式を行うと門の衛え士じを騙だまして後宮を出ると、宮門の前で儀式の真似事を行いました。祓除と見せかけた結界を破る術……という手はずでしたが、私と師匠はふりをしただけです。当然ながら結界は破れません。私たちでは無理なのだと、序じよ寧ねいさまを慰なぐさめました。序寧さまは放心しておりましたが、突然、叫び声をあげて宮門を走りでました。とめる間もありませんでした。門をくぐったところで、序寧さまは急にものも言わず倒れて、それきりです。息絶えていました。なにが起こったのかわかりません。序寧さまの死に顔は穏やかで、苦しみから解放された顔をしてらした。――ですが、それですむわけがありません。そもそも私が半身の秘密を洩らさず、結界を破るふりなどしなければ、序寧さまは死にませんでした。ゆえに、私は罪に問われ、処刑されました。妃と姦通したとして」

　五ご生せいの視線はさまよい、やがて寿じゆ雪せつの上でとまる。

「ですが、もしかしたら、私は序寧さまの願いを叶かなえたのやもしれぬと、そうも思うのです。『いっそ殺してくれ』とおっしゃっていた……。生きながらえて、心身をむしばまれたすえに死ぬのと、あのとき死ぬのと、どちらが最善だったか、首を刎ねられるときまで考えておりましたが、どうでしょう。もちろん、私の行いは、間違いでしょうけれど」

　寿雪は口をひらいたが、結局なにも言わぬまま、閉じた。うっかり希望を与えておいて、絶望に突き落とす。五生がしたのはそういうことだが、寿雪が責めることではない。

「五生」

　あらためて、寿雪は問う。「序寧の招魂ができぬ。なにゆえか、わかるか」

　五ご生せいは、首をかしげた。

「いいえ……。魂が消滅したのでないかぎり、呼べるのではありませんか」

　寿じゆ雪せつは、はっとした。――消滅。それは考えていなかった。

　楽土に送られることなく、祓はらわれてしまうと、魂は消滅する。巫術師であれ烏う妃ひであれ、そんな真似は、よほどでないかぎりしない。

「……序じよ寧ねいの首飾りがいっしょに葬られることなくここに残っておるのは、なにゆえか、わかるか？」

「ああ、それでしたら。私が師匠に頼んだのですよ」

「おぬしが？」

「師匠に罪が及ばぬよう、結界を破ろうとしたのは私と序寧さまだけということにしました。その代わり、首飾りは夜や明めい宮に残しておいてくれと」

「なにゆえ……」

「なにも残らないでは、あまりに哀あわれだと思ったからです。烏妃は名前が記録に残りませんから、このさき、序寧さまがいたことも、どれほど苦しんだかも、残らない。それではあんまりだと……。せめて序寧さまが大事にしていた首飾りを残して、代々、烏妃に受け継がれてゆけば、序寧さまがいたことも残るような気がしたのです」

　罪滅ぼしにもなりませんが、と五ご生せいは言い、目を伏せた。

「……そのおかげで、わたしは序じよ寧ねいを知ることができた」

　五生は目をあげると、表情を崩した。泣くような、笑うような顔だった。

「つらい話をさせてすまぬ。だが、聞けてよかった」

「いいえ、お話しできてよかった。聞いてくださったのが、あなたで……」

　五生は寿じゆ雪せつの前にひざまずいた。拱きよう手しゆするその手に触れ、寿雪は、ふ、と息を吹きかける。薄紅の煙がゆらりとほどけて、散り、五生の姿はかき消えた。

　寿雪はしばらく立ったまま、五生がいたあたりをじっと見つめていた。
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　千せん里りのいる冬とう官かん府ふでは、放ほう下か郎ろうたちが中庭の日陰に筵むしろを敷いて、真綿を干していた。このごろとみに肌寒さを感じるので、冬に備えて、衣をほどいて綿を入れるのである。真綿は煮た繭まゆを薄く伸ばし広げたもので、これがあると、ぐっとあたたかい。うなじから背中にかけてが冷えるとすぐ熱が出てしまう千里は、綿を厚めに重ねてつめるようにしている。瘦せぎすなぶん、綿で体をくるまないと、冬は厳しい。

　窓から綿干しの様子を眺めて、千せん里りは目を細めた。もうそんな季節か、と思う。去年の冬には、まだ魚ぎよ泳えいがいた。冬は骨まで凍るようでかなわぬ、とぼやく魚泳の渋面がいまも浮かぶようで、うらさびしさが募つのる。

「千里どの」

　封ほう一いち行ぎように呼ばれて、千里はふり返る。冬官府の一室で、千里は封とともに魚泳が蒐しゆう集しゆうして記した、各地の伝承をひもといていた。

「やはり、界ジエ島あたりに目立ちますな」

　千里は、寿じゆ雪せつに頼まれて界島の伝承を調べたとき、ふと気づいた。

　――海底火山……。

　それを千里はもちろん書物のなかでしか知らない。海の底で火を噴く山というのは、いったいどんなものなのだろう。それが泡を吹く、というのも、書物で知った。だから後妻と継子の話を読んだとき、ああ、海底にある火山のことか、と思ったのだ。

　――海底火山の活動が書かれている。

　このあたりの伝承のなかに、ほかにも似たような記述があるだろうか、と思い、調べてみると、ぽつぽつと出てくる。

　千里がこれに目をつけたのは、火山だったからである。烏う漣れん娘にやん娘にやんと鼇ごうの神が戦ったとされるとき、伊イ喀カ菲ヒ島の火山が噴火して、島は沈んだ。

　彼らの戦いのすさまじさが火山に影響を与えたのだとしたら、烏う漣れん娘にやん娘にやんの半身が沈んだ場所にも、なんらかの影響があったのではないか。山海や天候に異変が起こった場合、それは言い伝えとして残ることがある。

　界ジエ島付近は、半身が沈んだとされる東海にあたる。これに思い至ったとき、千せん里りは解決の糸口を見つけた気がした。千里は勘が鋭くないので、そういったものはあてにしない。千里の直感は、知識の蓄積によるものだ。

　千里は封ほうの手を借りて、界島の伝承を片端から洗った。界島だけでなく、島の向かい岸にあたる地方の伝承もだ。

　結果、どうも界島の北側の海に海底火山があるらしい、というのを突きとめた。海底で大きな貝が泡を吹いているだとか、時化でもないのに舟が消えるだとかいう伝承がある。

「これなど、どうでしょうな。海が水を噴きあげ、空まで届いたと……」

　封の示す箇所を読もうと身をのりだしたとき、放下郎が部屋に入ってきた。

「董とう冬官、烏う妃ひさまから文が届きました」

　またなにかあったのだろうか、と思い文を広げると、

　――烏妃の序じよ寧ねいは、烏の半身のありかに心当たりがあったようだ。

　と、巫術師を招魂して聞いた話がつづられていた。

　――やはり。

　と、千せん里りは思った。

　界ジエ島に生まれ育った序じよ寧ねいは、海底火山の伝承を知っていた。それが沈んだ半身にかかわりがあるのではと、見当をつけたのだ。

　文を封ほうに手渡し、彼がそれに目を通すあいだ、千里は几に広げた紙の山を眺めていた。すべて魚ぎよ泳えいの書き記したものである。やや癖くせのある達筆が、なつかしい。

　千里がたどり着いた答えなど、魚泳は当然わかっていたはずだ。わかっていながら、明示することなく去った。そこに魚泳の寿じゆ雪せつに対する複雑な心境があるのを、千里は感じとっていた。魚泳が助けたかったのは、寿雪の前の烏う妃ひ、麗れい娘じようだった。

　――でも、魚泳さま。私はあの少女を助けますよ。

　助ける道があるのなら、そうするのが務めだ。寿雪はまだ子供といっていい少女なのだから、なおさら。

　ほんとうは魚泳も、心の底ではそうしようと思っていたはずだ。そうでなければ、こんなものを残さない。なにも残さず、処分して、ここを去っていたはずだ。

　そうでしょう、と胸のうちで呼びかけ、千里は魚泳の文字を見つめた。
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　京師みやこの東の外れにゆるやかな丘きゆう陵りよう地ちがあり、その裾野を小川が流れている。夏には緑が生い茂るのだろう川辺は、枯れ草に覆おおわれていた。白はく雷らいは膝ほどまである草を脚でかきわけるようにして歩き、ときおりちらりとうしろをふり返る。隠いん娘じようが、きょろきょろとものめずらしそうにあたりを見まわしながら、ついてきている。草木と空が広がるばかりの景色のなにがそうめずらしいのだろうか。

　隠娘が足をとめ、右のほうを指さした。

「なにかいる」

　白雷が目を向けると、茶色い兎うさぎが頭を持ちあげてこちらをうかがっていた。

「兎だ」

「ふうん」

「食べるか？」

「えっ」

　隠娘は大きな目をみはり、ぽかんと白雷を見あげた。そんな反応はめずらしいので、いくらか面白く感じた。

「食べ……るの？　あれ」

「市場に行けばあれの肉がいくらでも売られている。吊るしてあるのをおまえも見たろう」

　隠いん娘じようは売り物の肉と生きている兎がつながらぬようで、ふしぎそうに目をしばたたくだけだった。

　白はく雷らいはまた黙々と歩いた。水辺に着くと、冷たい風が吹きつけてきた。このところ大雨はないので、上流からの土砂で汚されることもなく、川の水は澄んでいる。隠娘がその場にしゃがみこみ、水に手を入れた。

「冷たい」

　それはそうだろう、と思う。

　冷たい、と言いながらも隠娘は川に手を浸ひたしたまま、じっとしていた。瞳は手を見るわけでも、川のなにを眺めるわけでもなく、ただぼうっと宙に据えられている。

　川から吹きつける風に体がすっかり冷えてしまったころ、隠娘はようやく水から手をひきあげた。赤くなっている。

　白雷はふところから手しゆ巾きんをとりだし、隠娘の手をふいてやった。指先が雪のように冷たくなっている。白はく雷らいは眉をひそめ、手巾でその手をこすった。そうすると手はあたたかくなってくる。

　――夏場はいいが、冬は考えものだな。

「水に手をつけねば、声は聞こえないのか。海にいるときは、貝殻で聞いていたろう」

「聞こえるけど、遠いから」

　隠いん娘じようは手を握ったり、ひらいたりして、あたためている。

「聞いてほしいんでしょう？」

　そう問われて、白雷は口を閉じた。鼇ごうの神の声を聞くよう、隠娘に言いつけたのは白雷である。彼女の親から買いとったときに、それがおまえの仕事だと、そう告げたのだ。

「鼇の神は、なんと言っていた」

　そう尋ねながら、白雷の胸をよぎる思いがある。『聞いてほしいんでしょう？』と隠娘は言った。『聞かないといけないんでしょう？』とは言わなかった。その違いにある隠娘の心のありかたを、白雷は思った。

「あのね……」

　隠娘の口から出た神の言葉に、白雷は息を呑んだ。








[image: ]









　寿じゆ雪せつは麗れい娘じようを思い出さぬ日は一度もないが、このごろは、とみに彼女の言葉が胸にしみてならない。

　――なにも望んではならぬ。

　――侍じ女じよも、宦かん官がんもそばに置かぬように。烏う妃ひとはひとりで在あるもの……。

　厳しくそう言い聞かせるとき、麗娘は、きまってかなしげな目で寿雪を見つめていた。

　麗娘はあまり笑うことのないひとだったが、かなしみも、苦しみも、寿雪にほとんど見せなかった。新月の晩は寿雪を寄せつけなかったものの、いつごろからか寿雪は苦しむ彼女のそばについて、手を握ったり、背中をさすったりするようになった。

　あの瘦そう身しんのどこに、新月の晩の過酷さに耐える力があったのだろう。何十年ものあいだ、老齢になるまで、ずっと……。寿雪は新月の晩の苦しみがわが身にふりかかってから、麗娘はこんな苦痛に耐えていたのかと、胸が痛んだ。叫んで暴れまわりたいほどの苦痛であるのに、麗娘は寝台の上で身を丸め、浅い息をくり返して、ただじっと耐えていた。

　寿雪はいまでも寝台に横たわると、麗娘が手を揉もんであたためてくれたことを思い出す。よく眠れるように、悪い夢を見ぬように、黙々と、皺しわだらけの枯れ枝のような手で、寿雪の手をあたためてくれた。

　いま、麗娘はようやく新月の晩の苦しみから解放されて、楽土で憩いこうているのだろう。

　それだけが、救いだった。




　高こう峻しゆんからの使いが夜や明めい宮きゆうに来たとき、寿じゆ雪せつは温おん螢けい相手に碁ごを打っていた。寿雪のそばで淡たん海かいが、「なんでそっちに打つかなあ」だの「いまのは悪あく手しゆですよ」だのと助言にもならぬ口出しをするので、いらいらしているところだった。

「大家ターチヤから、い……急ぎ冬とう官かん府ふに来るように、との仰おおせです」

　使いの宦官は大汗をかいて、息を切らしていた。よほど急ぎの用件らしい。

「そ……それから、護衛は、ふたりつれてくるようにと」

　温螢と淡海が顔を見合わせた。穏やかじゃないな、と淡海がつぶやく。

　使いをねぎらい、休ませてやるよう九ジウ九ジウに言い置いて、寿雪は夜明宮を出た。高峻の指示どおり、温螢と淡海を伴っている。護衛が必要な急ぎの用件とは、と胸騒ぎがした。

　冬官府に着くと、あたりの雰囲気が妙に張りつめていた。案内の放ほう下か郎ろうの顔もこわばっている。なんだろう、と思えば、一室の前にふたりの武官が立っている。立ちはだかっている、と言ったほうがいい佇たたずまいだった。まわりを威圧するいかめしい顔つきは、いかにも冬官府に似つかわしくない。高峻の護衛だろう。武官は寿雪に揖ゆう礼れいすると、扉をあけた。

　室内には、窓からの薄い陽ひが満ちていた。白い陽光のなかに高峻が座っている。その背を守るように衛えい青せいがひっそりと立ち、衛青の反対側には封ほう一いち行ぎようがいた。高こう峻しゆんの前に、ひざまずいた男がいる。彼は寿じゆ雪せつのほうをふり返った。左目を布で覆おおった、険のある面おも差ざしの男。白はく雷らいだ。

　――やはり。

　そんな気がしていた。

　寿雪はゆっくりと歩を進め、衣ころもの裾すそを翻ひるがえして白雷の前に立った。

　白雷は寿雪から目を離さず、歩く様子をじっと眺めていた。おたがい、にらみ合うような形になる。

「急ぎの用とは、これか」

　白雷を見すえたまま、寿雪は高峻に問うた。

「そうだ」

　と、高峻は短く答える。

「して、用向きは」

「この男は、われらに協力するそうだ」

　寿雪は目を細くして白雷の顔を見つめた。――本気だろうか。

「あの巫み婆この子供はどうした？」

　白はく雷らいに訊きいたのだったが、高こう峻しゆんが答える。

「別室で、千せん里りが面倒を見ている」

　体ていのいい人質か、と思ったが、

「来るなり、寝てしまったのでな」

　と言うのでさすがに驚いた。寿じゆ雪せつが言えたことではないが、皇帝の前で寝る者もいるのだな、と思った。

「……鼇ごうの神の声を聞くようになってから、眠くてたまらないのだそうだ」

　白雷が、低い声を出した。

「いつでもどこでも寝る。体力をとられるのだろう」

　巫ふ覡げきとは、そういうものなのだろうか。神を依よりつかせるために、己おのれの内側が削りとられる。

「烏う妃ひよ。文ふみに書いていたな。俺が協力したら、おまえもこちらに手を貸すと」

　白雷は片目で寿雪をにらむように見あげた。

「それを違たがえぬのであれば、俺も誓う。結界を破る手助けをする」

　寿雪は白雷の瞳を見返す。

「違えぬ」

「――わかった」

　白はく雷らいは頭こうべを垂れ、目を伏せた。

　わざわざ自分から出向いてきたのだから承しよう諾だくするつもりなのだろうとは思ったが、案外あっさりなびいたな、と不審でもあった。それほどあの隠いん娘じようという子供に情が移っていたということだろうか。そうかもしれぬと思ったからこそ、寿じゆ雪せつはそこを突いたのだが。

「この者には、冬官府にいてもらう」高こう峻しゆんが言う。「封ほう一いち行ぎようや千せん里りもいるしな。表にいる武官をつけておく」

「子供のほうは？」

　高峻は迷うように口を閉じた。白雷とはべつのところに預けるつもりなのだろう。どこがいいか、考えあぐねているらしい。

「夜や明めい宮で預かってもよいが」

「いや」

　高峻は思案するように床に目を落とし、

「それについては、こちらで考える」

　とだけ答えた。白雷に教えぬ腹づもりか。

「術のことは私にはよくわからないが、いつ行う」

　高こう峻しゆんが封ほうに尋たずねる。

「やろうと思えば、明日にでもできますが」

　封はそう答えて、寿じゆ雪せつと白はく雷らいを順に見た。とくに必要な草だの動物だのがあるわけではないので――術によってはそうしたものが必要になってくる――、術者の体力と気力次第である。寿雪はうなずき、白雷もうなずいた。

　が、高峻が「せめて三日後にしてくれ」と言った。

「こちらにも段取りがある。城内で行うのだから、各所に通達をせねばならない」

「宮門の厄やく払ばらいをするとでも言うておけばよいのではないか」

「それだと厄の理由をこしらえなければならなくなる。かつ、過去の記録と矛む盾じゆんしない理由にせねばならない」

　皇帝がやると言えばなんでも通るだろうに、と思うが、なんでも通るがゆえになんでもするわけにはいかないということだろう。難儀だ。

「段取りがついたら知らせる」

　そう言って、高峻は椅子から腰をあげる。立ち去りかけた高峻に、「陛下」と白雷が声をかけた。高峻は足をとめる。

「おそれながら、ひとつ占せんをお伝えせねばなりません」

「占？　……そなたのか」

「信用なさらぬのであれば、それでかまいません。私はお伝えするのみですので」

　不ふ遜そんな言いように高こう峻しゆんのうしろで衛えい青せいが表情を鋭くしたが、高峻は「申してみよ」と言った。

「陛下のおそばに、男女のきょうだいはいらっしゃいますか。おそらく兄と妹の」

「そなたも知ってのとおり、沙サ那ナ賣メ家の者たちがそうだが」

　兄妹にしろ姉弟にしろ、周囲にいくらでもいるだろう。よくある物事をさも言い当てたようにふるまうのは、いかさま占いの常じよう套とう手段である。

　高峻の返答に、白はく雷らいはいささか鼻白んだ顔をした。

「いかさま占いをしかけようというのではありません。陛下相手に、さすがにそんな度胸はありませんのでね。――女のほうが、命を落とすか、それに準じたことになるでしょう。お気をつけください」

　寿雪は眉をひそめた。晩ばん霞かに災いがあるとでも言うのだろうか。高峻は表情をすこしも動かさなかったが、衛青のほうが顔色を変えていた。

「沙那賣の兄に伝えてやるといい」

　高峻が言うと、

「私はあのかたがたに蛇だ蝎かつのごとく嫌われておりますので」

　白はく雷らいは平然と返した。

「それに、鶴かく妃ひさまだとはっきり占に出たわけでもありません」

「鶴妃でなくば、さきの鵲じやく妃ひやもしれぬな。そなたの占はすこし遅かった。もう死んでいる」

　淡々とした口調ながら、わずかに冷ややかな翳かげがあった。高こう峻しゆんは明らかに白雷を疎うとんじていたが、白雷は平気な顔をしている。慣れているのか。

「そなたがつれてきたあの少女は、私のほうで丁重に預かろう。ことが終わったら返す」

　親切な言葉のように思えて、なかば人質にとったという脅おどしである。白雷がようやく不機嫌そうに眉をよせた。

　高峻は衛えい青せいを伴って部屋を出ていった。寿じゆ雪せつは白雷の顔を眺める。

　――そういえば、烏からすも梟ふくろうの妹なのであったな……。

　いったい誰のことを指した占いか、判然としない。

「中途半端な占は、不吉をもたらすだけであるぞ」

　厳しい顔で言ったのは、封ほうだった。

「まことにそんな占が出たのであれば、黙っているほうがよい」

　ふん、と白はく雷らいは鼻で笑った。

「逃げ隠れていたおいぼれが、えらそうに。俺だって、下へ手たすれば不興を買って首を刎はねられかねぬ占なぞ、言いたかない。だが、あれが鶴かく妃ひを示した占であれば、なにかあっては困るのでな。沙サ那ナ賣メは大事な金かね蔓づるだ」

「……ほんとうに、鶴妃であるかどうかは、わからぬのだな？」

　寿じゆ雪せつが問うと、白雷は目も向けずに「そう言っている」と邪険そうに答えた。

「べつに問われもせぬことを占うつもりはなかったが、風が勝手に知らせてきた」

「風が……」

「観かん風ぷうという。異国の占いだ。それから占せん法ぽうを変えて何度もたしかめたが、はっきりと出なかった」

　――晩ばん霞かに、護符でも届けるか。いや、よけいな真似はせぬほうがよいか……。

　思案する寿雪をよそに、白雷は封ほうに「結界を破る方策は」と尋ねている。

「三カ所にわかれて、それぞれが結界を破る。補ほ綴ていの術ゆえ……」

「結界の詛戸ヅウフウは」

「……初代烏う妃ひの指だ」

　白雷は顔をしかめた。「初代烏妃とは、妄もう執しゆうの化け物か」

「並々ならぬ執念でもって結界を成したのは間違いない」

　封ほうも青い顔をしている。

「門は九つあるが、どうわける」

「最も要かなめとなるのが西北にある小門・[image: ]きよく[image: ]ろう門もんで、これを中心にして西隣の西せい蜃しん門と北の朔さく老ろう門を含めた三門を烏う妃ひさまに――」

　封はふところから紙をとりだし、広げた。門の位置と名が記されている。

　宮きゆう城じようには、ぜんぶで九門ある。南に三、北に一、西に三、東に二だ。

　宮城の西はずれ、禁きん苑えんや官かん衙がに近いところにあるのが[image: ][image: ]門。西に突きでた大門が西蜃門、北の大門が朔老門である。西から北にかけての門を、封は指でなぞった。

　封はつぎに、東から南にかけての門を指さす。

「東にある夙しゆく浪ろう門と東とう蜃しん門、南の月げつ滔とう門を白はく雷らい、おまえに」

　東側に門はふたつ。東北のはずれにあるのが小門の夙浪門、東に突きでた大門が東蜃門。南に門は正門を含めみっつあるが、白雷に任せるのは南側の東端にある小門・月滔門だ。

「南の正門である紓じよ禍か門、小門の月げつ噬せい門、西南の昃そく昏こん門を私がやる」

　宮城の正門は紓禍門といい、その名のとおり禍わざわい除よけの門だが、豪ごう奢しやな殿舎と見み紛まがうほどの大門である。南側の西端にある小門が月噬門、西側の南端にあるのが昃昏門。南から西にかけての門を封ほうは指で示していった。

　白はく雷らいは門の図を眺め、顎あごを撫なでた。

「結界の要は、南か北の大門かと思っていたが……」

「初代烏う妃ひの考えることはわからぬ」

　封は難しい顔でため息をついた。たしかにそうだ。ゆえに、なにが起こるかわからない。

「たかだかひとりの小娘の術を、こうも苦労して破らねばならないとはな」

　白雷は嘲ちよう笑しようを浮かべたが、封がけげんそうなまなざしを向ける。

「たしかに初代烏妃は若いうちにこの術をほどこし、死んだが……なぜ、知っている」

「烏妃というから、なんとなくそう思っただけだ。この小娘を見て」

　白雷は寿じゆ雪せつのほうに顎をしゃくる。小娘と言われて、寿雪はムッとした。

「ともかく、委い細さいは承知した。ほかに聞いておくことがないのなら、俺の部屋に案内してくれ」

　封は苦々しい顔で、ついてこいとも言わず扉のほうに足を向けた。「では、烏妃さま」と寿雪に丁重な揖ゆう礼れいをする。

　ふたりが部屋を出ていったあと、寿雪も扉に向かう。扉のそばでは温おん螢けいと淡たん海かいが控えていた。温螢の表情は変わらないが、淡海は明らかに物言いたげな顔をしている。寿雪はそれをちらと見たが、とりあえず部屋を出た。

　冬官府をあとにして、そこまで我慢していたらしい淡たん海かいが口をひらいた。

「娘ニヤン娘ニヤン、初代烏う妃ひの結界って、なんです？　それを破って、どうするっていうんですか」

「淡海……」

　温おん螢けいが諫いさめようとするのを、寿じゆ雪せつは「よい」ととめた。深入りさせずにすむならそのほうがもちろんいいのだが、こうなってはそうもいかないだろう。

「初代烏妃は宮城の門に結界をほどこし、烏妃を外に出られぬようにした。出れば死ぬ。なにゆえ出られぬようにしたかと言えば、烏妃のなかに烏う漣れん娘にやん娘にやんを閉じこめたからだ。烏漣娘娘は半身でしかなく、もう半身は東の海のどこかに沈んでおる。わたしはその半身をさがしにゆく。烏漣娘娘をこの身から解放するためだ。ゆえに、結界を破ろうとしておる」

　寿雪は極めて簡潔に説明した。淡海はぽかんとして、話を理解するのに手間取っているようだった。すべてではなくとも寿雪の事情をかなりのところまで把握している温螢は、神妙な顔をしている。

「いや、烏妃のなかに烏漣娘娘を閉じこめたって、なんだってそんなことを」

　そう疑問を口にした淡海は、やはり呑みこみが早い。が、寿雪は答えなかった。いま言った以上のことを教えるつもりはなかった。烏妃が冬の王であり、国を乱さぬために秘されていること、しかし烏う漣れん娘にやん娘にやんの力が弱まり、いままでどおりでは難しいこと――そして、寿じゆ雪せつが欒らん王朝の血を引くこと。

「……なんか腑ふに落ちないところもありますけど、とにかく、いまはその初代烏う妃ひとやらの結界を破らねばならんと、そういうことですか」

　寿雪がこれ以上は答えないと見て、淡たん海かいは割り切ったように言った。

「そうだ」

　淡海はため息をついた。

「わかりました。それで納得します」そう言ってから、「でも、だったら俺は娘ニヤン娘ニヤンについて行きますからね」と付け足した。

「え？」

「娘娘が城を出て、神さまの半身だとかをさがしに行くっていうんなら、俺もついて行きます」

　寿雪は淡海の顔をまじまじと見あげた。

　――そうか。宮城を出るということは、彼らと別れるか、つれて行くかの、二択なのだ。

　そこまで考えられていなかった。

　しかし、後宮の者を外につれて行くなど、可能なのだろうか。

「まさか、放っていくつもりじゃありませんよね、俺たちを」

「いや……、まだ結界を破れるかどうかもわからぬのに」

「破れても、破れなくても、そばにいるってだけのことですよ、娘ニヤン娘ニヤン」

　破れても、破れなくても――。寿じゆ雪せつは淡たん海かいの言葉を胸のうちでくり返し、ふと、笑みを浮かべた。

「おぬしも、温おん螢けいも、おなじようなことを言う」

「温螢も？」

　淡海はちらりと横目に温螢を見た。「おまえさ、案外ちゃっかりしてるよな」

　温螢は涼しい顔で、淡海の言葉を無視している。

　そばにいる、というふたりの言葉は、それぞれ寿雪の胸に沈みこむ。おそらくずっと、消えはしないだろう。




　白はく雷らいが通されたのは、冬官府の隅にある一室で、扉の外には武官がふたり、張りついていた。大おお仰ぎようなことだ、と思う。

　――逃げだしはしないのに。

　なんといっても、鼇ごうの神の命令なのだから。

　白はく雷らいは格こう子し窓から外を眺める。陽の落ちる中庭が見えた。白い陽がまぶしく、目をそらす。室内の薄い陰に安あん堵どした。

　あのとき――川辺で隠いん娘じようの口を通して、神託がくだった。神託、というほど厳おごそかなものではなかったが。

『香こう薔しようの結界を破れ』

　というのが、かの神の命令だった。

　香薔とは初代烏う妃ひであり、烏う漣れん娘にやん娘にやんを逃さぬよう、烏妃に閉じこめた張本人だ。

　――結界を破って、どうしようというのか。

　そう白雷が抱いた疑問を見透かしたように、鼇ごうの神はつづけた。

『われは、あの娘が欲しい』

　あの娘、とは寿じゆ雪せつのことだった。

『あれは、杼ひの血を引く娘だ。ゆえに、われの巫ふである』

　――杼。杼王朝の……。

　鼇の神を祀まつっていたという古代王朝だ。寿雪が欒らん王朝の生き残りとは聞いている。欒氏が杼王朝の末まつ裔えいだとまでは、知らなかった。

　神は、巫覡との相性によって顕けん現げんする力に差が生じるという。鼇の神は、杼王朝の巫を好むらしい。

『杼ひの娘の血は、われによく馴な染じむ』

　食うつもりだろうか、と思った。

『あのような愚かしい結界を成すなど、香こう薔しようとは、なんと哀れで愚かな小娘よ。尽くせば尽くすほど、夏の王に疎うとんじられたというのに』

　隠いん娘じようの口から、ため息のような音が洩もれた。神は同情したのか嘲笑したのか、わからなかった。

『なんじが結界を破った隙すきに、われはあの娘を烏から奪いとる。さすれば、烏を殺せよう。われは烏を殺さねばならぬし、烏もわれを殺したいのだ』

　たかが烏う妃ひの結界くらい、自分で破ればいいのでは、と思ったが、それでは烏に悟られる、と鼇ごうの神は言った。ようするに、この神は騙だまし討ちしたいのだ。

　神とは、べつに高潔な存在ではない。隠娘を通して鼇の神の言葉を聞くうち、それはわかっていた。どうかすると、ひと以上に生なま臭ぐさい。あざむくことも、苦しめることも、騙し討ちすることも、いとわない。むしろ、好む。彼らはひとを治めるわけでも守るわけでもないのだから、君主のように気け高だかい精神を持つ必要などないのである。

　だから、ひとの弱みにつけこみすらするのだ。

『あの娘を奪えたなら、この娘は食わぬ』

　そう言った。それまで、隠いん娘じようを贄にえにするなど、おくびにも出さなかったくせに。

　白はく雷らいは、承知した。ゆえに、ここにいる。




　高こう峻しゆんは隠娘に宦官の格好をさせると、内ない廷ていにつれてきた。宮のひとつに住まわせ、見張りをつける。隠娘はほとんど口をきかぬ少女で、千せん里りがくれた、貝や魚が描かれた巻物をひたすら眺めていた。千里は子供が好きなようで、冬官府では隠娘に巻物を見せて海の生物について語っていた。『私が面倒を見ますよ』と彼は言ったが、白雷とひとところにいさせるのは不安でもあり、高峻が預かった。衛えい青せいが万事とりはからっているので、手抜かりはないだろう。

　――白雷は、ほんとうに協力する気なのか。

　そのあたりに、高峻はいまだ一いち抹まつの懸け念ねんがあった。寿じゆ雪せつはなんだかんだで、あまりひとを疑うという心がないので、案じられる。ほんとうにこれでいいのか。ほかの巫ふ術じゆつ師しをさがしたほうがいいのではないか。だが、それではいつになるかわからない……。

　結界を破る、というのがいよいよ現実味を帯びてくると、高峻は、焦しよう燥そうと寂せき寥りようを混ぜたような落ち着かない気持ちに苛さいなまれていた。

　千せん里りから、烏の半身が沈んだところの見当がついた、とも知らされている。

　――寿じゆ雪せつを救えるかもしれない。

　そこに近づいている。それは同時に、寿雪との別れも意味している。

　――阿ア開ケへ行くことを、寿雪は拒絶してはいるが。

　いずれにせよ、寿雪はここを離れ、身をおびやかされぬ地へ行かなくてはならない。すくなくとも、高こう峻しゆんのそばからは遠く離さねば。

　それが寿雪を救うということだ。緇し衣え娘にやん娘にやんの騒動を経へて、高峻が考え抜いたすえの結論だった。

　救うと決めたからには、必ず救う。たとえそれが、己との別れを意味していたとしても。

　――そんなことは、些さ末まつなことだ。

　そう思うのに、胸のなかに乾いた寒々しい風が吹き抜けてゆく心地がする。風はうねり、叫び声をあげる。木立を震わせる冬風のように。

「……青せい」

　搨とうの背にもたれかかっていた高峻は、情念を追い払うように衛えい青せいを呼ぶ。

「貝を」

　短く告げると、は、と衛青は厨ず子しから大おお海まき螺がいの貝かい殻がらを運んでくる。闇色をしたその貝は、神の使いである。梟の声を高こう峻しゆんだけに届ける。

　そのはずなのだが。

　貝殻は錦にしきを敷いて几つくえに置かれたが、声は聞こえない。高峻は暇ひまができれば貝殻から梟の声が聞こえはせぬかと耳を澄ますが、このところ、貝殻は沈黙しつづけている。いっこうに梟の声は聞こえない。

　――なにかあったか。

　梟は、幽かくれの宮みやの牢に入れられている。禁を破り、こちらに干かん渉しようしたからだ。もともと、波の加減や牢に入れられているという状況から、話をできる機会は限られていた。しかし、いまはまったく反応がないのだ。

　結界を破ることや、烏の半身が沈む海、そして鼇ごうの神について、訊きたいことはまだまだあるのだが。

　沈黙する貝殻を前に、高峻は薄暗い不安がひたひたと忍びよるのを感じていた。




　白はく雷らいが協力を了承したことで、寿じゆ雪せつはにわかにせわしなくなった。

　翌日も寿雪は冬官府に足を運んだ。烏の半身が沈んだ場所について、千せん里りと意見を交わすためだ。

　高こう峻しゆんから知らせがあり、結界を破るのは四日後と決まった。門の神を祀る儀式を執り行うという名目にしたらしいが、どの神をどの日に祀るかというのは暦こよみで細かく決まっているので、千せん里りと相談して決めたそうだ。

　結界を破ることができたら、烏の半身をさがしに行くことになる。千里は、おそらく半身が沈んだのは、海底火山の伝承のある界ジエ島とう付近の海ではないかと見当をつけていた。界島出身の烏う妃ひ・序じよ寧ねいも、きっとそう思ったのだろう。だから結界を破り、そこへ行こうとした。

「界島には、ここにあるよりもっと詳細な、あるいは形の違う伝承が残っているのだと思います。界島でそれを調べれば、新たにわかることもございましょう」

　千里は言う。

「どう見つければよいのか、見つけたところでどうすればよいのか、わからぬが……」

「それは、いま案じてもしかたありますまい。わからぬことのほうが多いのですからね。ひとつずつ、進めてゆくことです。ひとつ進めば、また見えてくるものもありますよ」

　千里の口調は穏やかで、寿じゆ雪せつの不安を鎮しずめてくれる。彼の言葉を聞いていると、なるほどそうだと思えてくるから、ふしぎだ。彼がなんの根拠もなく、安心させるためにそう言っているのではなく、たしかな知識に裏づけされた言葉だからだろうか。

「では、結界を破ってのちは、界ジエ島へ行けばよいのだな」

「ええ。それは陛下もご承知ですから、なにかしら手を打たれているでしょう。界島ならば、雲うん家の者に協力をあおぐのやもしれませんね」

「いや……」

　まずは、羊よう舌ぜつ慈じ恵けいではないか、と寿じゆ雪せつは思う。これからはおそらく、彼が出てくる。今後を見すえて――烏から解放されたのちのことを見すえて。

　それに思いが至ると、寿雪は考えに沈んでしまう。黙りこんだ寿雪に、千せん里りが「なにか、懸念がございますか」と訊いた。

「……烏から解放されたら、わたしは、ここにはいられぬ」

　ぽつりと、寿雪の口から言葉がこぼれ落ちた。

「烏う妃ひはいらぬのだから」

　寿雪が欒らん王朝の遺児でなくとも、それはおなじことだ。寿雪は必要でなくなる。夏の王のために、なくてはならぬ存在ではなくなるのだ。

　千里は寿雪の顔を眺めた。

「そうなるかどうかは、まだなんとも言えません。ですから、ひとつずつ――」

　寿雪は首をふった。千里は、寿雪が欒王朝の血を引くことまでは知らないはずだ。

「すくなくとも、わたしは、ここには戻れぬ」

　陽が翳かげり、室内が薄暗くなる。するとたちまち寒さをおぼえた。衣が冷えて重く感じる。

　千せん里りはしばらく黙って寿じゆ雪せつの顔を見つめていた。気き遣づかわしげでもあり、さぐるようでもあった。

「……迷っておいでですか。烏を解放なさることを」

「まさか」

　寿雪は笑った。

「いまさら、迷わぬ。決めたのだから」

　千里は笑わなかった。

「なにを悩んでおいでです」

　寿雪は口ごもる。うまく言葉にできない。ここを離れることを、霄しようを出なければならないことを思うと、心細さや苛いら立だちで胸のうちが波立ち、なにをどう言えばいいのかわからなくなる。

　千里は寿雪の額ひたいに、手をあてた。

「根こん本ぽんから覆くつがえそうとしているのですから、心揺らぐのは当然です。不安もございましょうが、あまり悪いほうへ考えず、目の前のことにのみ心を向けるとよろしいでしょう」

　千せん里りの手のひらは、ひんやりとしている。肉のない、薄い手だ。寿じゆ雪せつは麗れい娘じようの手を思い出した。似たような手をしていた。

　寿雪は千里の顔を見あげる。淡い笑みを浮かべる千里の瞳はやさしく、心の揺れをやわらかく吸いとってくれるようだった。

「目の前のことに……」

　千里の言葉を小さくつぶやいてくり返す。寿雪がうなずくと、千里は目を細めて手を離した。

「お体に不調はございませんか。こないだの、新月の晩のような異変などは……」

「とくにない」

「ご無理なさいませんよう」

　寿雪は微笑した。

「おぬしこそ」

　そう言うと、千里は笑みを返した。




　帰ってゆく寿雪を冬官府の入り口で見送り、千里はその顔に憂うれいをにじませた。

　――気がかりな……。

　寿じゆ雪せつはひどく不安定になっているように見えた。状況を考えれば、当然のことではあるだろうが、それにしても――と、千せん里りは心配になる。

　なにがあれほど、寿雪の心を乱しているのだろう。

　烏を解放することができれば、ここにいる必要はなくなる。変化は恐ろしくもあろうが、喜ばしくもあるはずだ。寿雪は自由になれるのだから。

　それなのに、寿雪から希望や喜びといったものがまるで感じられない。『ここにはいられない』とつぶやいた声音の、心もとなさ。

　――後宮に、執着が？

　後宮のなかでのことは、もちろん千里にはわからない。だが、その脳裏には、仲睦むつまじく碁を打つ寿雪と高こう峻しゆんの姿がよみがえっていた。

　――陛下か？

　すっと、胸に冷たい翳がさした。顔には憂いの色が濃くなる。

　生前、魚ぎよ泳えいがたびたび口にしていた警句が、頭のなかで鳴り響く。寿雪と高峻のふたりを、魚泳は案じていた。あまりに近づきすぎると。

　――望みは、苦しみを生む。苦しみは、烏う妃ひのなかの化け物を、呼び覚ます……。




　寿じゆ雪せつのもとに、花か娘じようからの使いが来た。黄こう英えいが無事に宮移りをすませたことを、皆で祝おうという。花娘は寿雪の着替えまで用意して、使いに持たせていた。表向き、緇し衣え娘にやん娘にやんの騒動によっていまは黒衣が禁じられているゆえの気遣いだろう。花娘らしい。

　花娘が用意したのは、絳あかの襦じゆに蘇す芳おうの裙くんで、どちらにも蔓つる草くさと鳥の地紋が織りこまれている。寿雪はこれに真しん紅くの披ひ風ふうを重ねて、薄うす紅べにの披ひ帛はくを肩にかけた。

　鵲じやく巣そう宮に着いてみれば、黄英は金きん糸しの刺し繡しゆうが入った山やま吹ぶき色の襦裙、晩ばん霞かは若緑に銀ぎん泥でいで花鳥を描いた襦裙、花娘は空色に銀ぎん糸しを織りこんだ襦裙という色をわけた出いで立ちで、これは花娘の趣向であろう。それぞれが几を囲んで腰をおろすと、鮮やかな花が咲いたような眺めになった。

　几には糕こうや包パオ子ヅが並び、湯気を立てている。寿雪が包子をひとつ手にとって割ると、なかには蓮はすの実の餡あんがたっぷりと詰まっていた。甘い香りがただよう。

「おふたりとも、お体の具合はいかが？」

　花娘が茶を飲みながら黄英と晩霞に尋ねる。

「このごろは、ずいぶんようございます」

　黄英はいくらか緊張した面おも持もちで答え、

「わたくしも、悪阻つわりが治まりましたので」

　晩ばん霞かは落ち着いた調子で答えた。それはよかった、と花か娘じようはほほえむ。

「そろそろお腹なかが目立ってくるころかしら」

　裙を胸元まで引きあげて着るので、下腹部がふくらんできても、あまりわからない。黄こう英えいと晩霞はうなずいた。ふたりとも、以前より頰ほおがふっくらとしてきたようにも見える。

「体が重くなってきたようで、歩くのがおっくうでございます」

　黄英は憂ゆう鬱うつそうに言いつつ、器うつわに干し果や糕をとりわける。それをうしろに控える侍じ女じよに渡し、「烏う妃ひさまへ」と告げた。

「この糕には、蜜で煮た栗を細かくつぶして、練りこんでありますの。烏妃さまは甘いものがお好きだとうかがいましたので」

　お口に合うといいのですけれど、とすすめてくれる。侍女が運んできた糕には、なるほど淡たん黄こう色しよくの栗が混ぜこんであった。ふんわりとした糕をちぎって口に入れると、甘い栗の味が広がる。

「おいしい」と率直に言うと、黄英は明るい表情になった。

「阿アー妹メイ、こちらもどうぞ、召しあがって」

　花娘が蜜煮のようなものを匙さじですくって、寿じゆ雪せつにさしだす。「芋いもと干し棗なつめを煮てあるのですわ。おいしゅうございますよ」

「あら、ではこちらも」と晩ばん霞かもそばにあった器から粽ちまきをとりわける。

　なぜ皆して食べ物を与えようとするのか、と寿じゆ雪せつはいぶかしく思ったが、ああ、そうかと気づいた。

　――これは、わたしのための集まりなのか。

　黄こう英えいを祝うというのは建前で、花か娘じようは、寿雪とほかの妃きさきとを交流させるためにこの場を設もうけたのではないか。妃と親しくさせることで、宮女や宦官たちの烏う妃ひへの恐怖心を払ふつ拭しよくしようとしているのでは……。

　花娘に視線を向けると、彼女は寿雪を見て微笑した。花娘の気配りに、寿雪は感服する。信仰心も恐怖心も、行き過ぎると混乱をもたらす。緇し衣え娘にやん娘にやんの騒動があっただけに、花娘も後宮の差配にいっそう苦心しているのかもしれない。

　――烏妃がいなければ、そのような苦労もなかろうに。

「菊をお植えになったのね」

　花娘が、あけ放たれた扉の向こうに見える中庭に目を向ける。遅咲きの菊花が咲いていた。華やかにふくらんだ大輪の黄花、夕陽のようなとろりとした朱色の花、清らかな白い小菊……さまざまな菊の花が、錦を広げたように咲き誇っている。

「陛下のお心遣いでございます。この宮を怖がっていたわたくしに、庭の様子が変わればいくらか気も紛まぎれようとおっしゃって……」

「まあ、おやさしいこと。陛下らしいわ」

　高こう峻しゆんは、晩ばん霞かが入宮するさいにも泊はつ鶴かく宮の庭を造り替えて、梔子くちなしを植えさせている。そういう細やかさのある男だが、以前、黄こう英えいに菊を贈ることを気づかせたのは寿じゆ雪せつである。黄き英くも贈ったことがないのか、と言ったのだったか、黄英くらい贈れ、と言ったのだったか。

　細やかさもやさしさも持ち合わせているくせに、高峻は、女心には疎うとかった。興味がないからだ。興味を持てば、知りたいと思うはずだった。この後宮が高峻ただひとりの花園であるわりに、高峻からは男の生臭さを感じない。淡い記憶のなかでも強烈に残っている、花か街がいの柱や壁や寝台に染しみついた、脂あぶらのような、白粉おしろいと汗が混じったような、あのにおい。室内に満ちる生臭さ。そんな気配がまるでない。それとは裏腹に、高峻は文を贈り、宮を訪おとない、病やまいの妃がいれば見舞い、妃たちを気遣っていた。相反するように思えて、根はひとつなのかもしれない。すなわち、母への憐れん情じようと懺ざん悔げだ。

　母親の死を悼いたみ、悔やむ高峻には、女によ人にんに対する憐れん憫びんの情がある、と寿雪は思う。と同時に、母親の苦しみを目まの当たりにしてきた彼には、後宮への嫌悪もあるのでは、とも。

　――実際のところなど、わからぬが。

　妃は懐妊しているのだから、それでいいのだろう。寿じゆ雪せつがあれこれ考えることではない。なのに、どうしてこうも、考えてしまうのか。

　甘みの強い蜜煮を口に運びながら、寿雪は妃たちを眺めた。黄こう英えいも晩ばん霞かも、裙に覆われてわかりにくいが、たしかに腹にふくらみがあり、その顔の輪りん郭かくや手も、丸みを帯びている。ふいに、ふたりが見知らぬ女人のように思えた。彼女たちは高こう峻しゆんの妃なのだと、寿雪はなぜかいま、まざまざと感じた。

　――わたしは違う。

　わたしだけは、けして、彼女たちの側がわに混じることはないのだ。

　寿雪は、九ジウ九ジウが彼女たちの懐妊をどう思っているのかと、問うたときのことが思い出された。彼女たちのような存在に、寿雪はなり得ない。いまはじめて寿雪は、それを実感した。

　己がただの妃として彼女たちと茶を囲んでいる幻が思い浮かんで、寿雪は目を閉じた。体のなかを、乾いた風が吹き抜けてゆく気がする。




　その晩、高こう峻しゆんが夜や明めい宮を訪れた。

「花か娘じようたちと会ったそうだな」

　手みやげらしい錦の袋を几に置きつつ、高こう峻しゆんは言った。

「会ったが、まずかったか」

　袋の口をひらいてみると、干し杏あんずが入っている。「花か娘じようは、おぬしに許しをもらってあると言うておったが」

「まずくはない。花娘に任せてある」

　寿じゆ雪せつは橙だいだい色の実をちぎり、口に入れる。干してもやわらかい果肉は、ほどよく酸味があり、甘い。

「……私は花娘に叱しかられるだろうな」

　高峻が物もの憂うげに言うので、寿雪は干し杏をちぎる手をとめて彼を見た。

「そなたに阿ア開ケへ行くようすすめたと知ったら」

「それだけの理由があったとわからぬ花娘ではあるまい」

　高峻はちらと寿雪を見返す。「そなたも怒ったではないか」

　寿雪は顔をそむけた。

「理解するのと、腹が立つのは、べつであろう」

　顔をそむけたまま、寿雪は視線を落とした。

「わたしとて、わかっておる。――阿開へは、行く」

　高こう峻しゆんは身じろぎもしなかった。そっぽを向いている寿じゆ雪せつには、彼がどんな顔をしているのかもわからない。

「むろん、すべてうまくことが運んだらの話だが」

　結界を破ることができて、烏の半身を見つけられて、解放できたら。ずいぶんと困難な話だ。

　――だが、もしそれらすべてがうまくいったら……。

　寿雪は胸をよぎった思いに、背筋が冷えた。

　馬鹿な、とすぐさまそれを打ち消す。かぶりをふった寿雪に、高峻が「どうした」と訊く。

「なんでもない」

　と寿雪は答えたが、胸にくすぶる靄もやは消えない。

　――わたしは……。

　烏を解放することこそが、寿雪が唯一、救われる道であるはずだ。それなのに、寿雪は迷っている。

　宮城を出れば、花か娘じようたちに会うことは、おそらく二度とない。後宮の住人である夜や明めい宮の者たちも、つれて行けるかどうか。千せん里りたちにも会えない。そして、高峻にも。

　ここで得たすべてのものを、寿じゆ雪せつは捨てなければならない。

　――すべてがうまくいったら、むしろわたしは、すべてを失うのではないのか。

　その思いに、胸の芯しんから体が冷えてゆく。

「……寿雪」

　衣きぬ擦ずれの音だけさせて、高こう峻しゆんが腰をあげた。

「外に出ないか」

　そう言ったときには、高峻はすでに扉に向かっていた。寿雪はあわてて立ちあがる。「ま――待て」ときおり高峻はなんの前触れもなく淡々と行動に移すので、まごつくことがある。

　外はしんと冷えている。陽のさす昼間はまだいいが、夜は綿入れを着こむか、外衣を羽織らねば寒い。高峻は殿舎から離れ、池のほとりを歩いた。水みず際ぎわはさらに冷えるというのに、高峻は寒がる様子もなく、背筋をまっすぐ伸ばしている。半月の姿が水みな面もに落ちて、さざなみに揺れていた。高峻はその月を眺めているようだった。

「月明かりが海に落ちて、双神となったと言うが……」

　高峻は頭上の月を仰いだ。「なるほど、月には光輝と陰がある」

　寿雪も月を見あげる。半分は白々と清らかに輝き、もう半分は漆しつ黒こくの陰に沈んでいる。その陰は濃こい藍あいの夜空のなかでも、際きわ立だった闇色だ。

　――一の神は陰かげの神、二の神は熒かぐの神……。

「私とそなたも、あの月のようだと思うことがある」

　ぽつりと高こう峻しゆんは言った。寿じゆ雪せつは月から高峻の横顔に目を移す。

「どちらが陰か光かという話ではない。どちらも陰であり、光だ。そなたは私の半身なのだと、そう思う」

「半身……」

「私が夏の王であり、そなたが冬の王だからではなく……いや、それもあるのかもしれないが、私はどうも、そなたと己とを引き離しては捉とらえられない」

　高峻は寿雪に向き直った。静かな表情を月光が照らしている。

「鏡を見ているようだと思うこともある。そなたが喜べば私はうれしいし、そなたが苦しむなら、私も平静ではいられぬ。だから、そなたを救いたいとは思えど、そのためにそなたを遠くにやらねばならないのは、半身をもがれるようにつらい」

　口調はいつものごとく淡々として、声はやわらかく、ひそやかだ。だが、瞳の奥に静かな激情が閃ひらめいている。闇を洗うような月光が、彼の奥底にしまいこまれたそれをあらわにして、寿雪に見せた。

　寿じゆ雪せつは、己の瞳にもおなじものが閃いているような気がしてならなかった。

「わたしも……そう思う」

　ひきずられるように、吐と露ろしてしまった。救われたいと願っているのに、失うものを思うと恐ろしく、つらい。

　――救われることは、高こう峻しゆんと離れることだ。

　胸の奥が寒い。雪が音もなく降り積もっているようだった。

　頰にあたたかいものが触れて、はっとする。高峻が手を差し伸べて、寿雪の頰に触れていた。

　高峻の指が、寿雪の輪郭をたしかめるように、そっと頰を撫でた。寿雪は、心をなぞられた気がした。

　――ああ……。

　その指は、胸の底に沈殿していたものをかきわけ、すくいあげてしまう。

　高峻が目をみはった。

　寿雪は知らぬ間に手が動き、高峻の手に触れていた。高峻の手はあたたかく、寿雪は己の指先がひどく冷たいように思えた。

　高峻はなにも言わず頰から手を離し、重ねられた寿雪の手の指先を、両手でそっと包んだ。冷えた指先に、ぬくもりが沁しみてくる。

　ただ静かに顔をうつむけ、寿じゆ雪せつを見おろしていた高こう峻しゆんは、しばらくして手を離した。無言のまま、きびすを返し、来たほうへと戻ってゆく。寿雪はそのあとを追うことなく、うしろ姿を眺めていた。殿舎の前で待っていた衛えい青せいが、高峻にすみやかに近づく。衛青は、寿雪をちらと見たようだった。高峻はふり返らない。衛青は手て燭しよくに火をともし、高峻のさきに立って歩きだす。ゆらゆらと揺れる小さな明かりと、月光が照らしだす背中が遠ざかってゆく。高峻がつと立ち止まり、ふり返ったが、その表情はよく見えなかった。
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　その日の朝は、殿舎の一室に押しこめられている隠いん娘じようにも、あわただしさが伝わってきた。殿舎の外を行き交う宦官の足音が、せわしない。交わされる会話も口早で、「それじゃない、青い錦だ」などと叱りつけるような声音も聞こえる。隠娘は格子窓に顔を押しつけ、外の様子をうかがった。扉には閂かんぬきがおろされ、見張りの宦官がふたり、その前に陣取っている。隠娘は大きな瞳をきょろりと動かし、そちらに目を向けた。

「ねえ、ねえ」と、近いほうにいる少年宦官に声をかける。「どうしてみんな、行ったり来たりしてるの？」

　少年宦官は、隣にいる年上の宦官を見あげた。答えていいのか、許可を求めているのだ。年上の宦官がうなずいたので、少年宦官は隠いん娘じようのほうをふり向いた。

「今日は、外で、儀式があるからだよ」

　隠娘は難しい言葉がわからないからか、少年宦官はゆっくりと、簡単な言葉を使った。これまでも何度か、隠娘はこの少年宦官と言葉を交わしている。罪人というわけでもなく、なぜか内廷の一室に閉じこめられているこの少女に対して、少年宦官はどういう態度をとるべきなのか、判断しかねているようだった。

「ぎしき」と隠娘はくり返す。

「ええと……神様をね、祀るんだよ。お祈りするんだって。僕もよく知らないけど」

「神様……」

「門の神様だよ。ほかにも、道の神様とか、竈かまどの神様とか、日によって祀る神様が決まってるらしいんだけど、いままで宮廷ではそういうのを疎おろそかにしていたから、改めて祀るんだって――疎かって、わかる？　怠おこたって……いや、ええと、ちゃんとしてなかったってことだよ」

　隠娘がうなずいたので、少年宦官はほっとしたように言葉をつづけた。

「君の故郷じゃ、そういう神様はいないのかな。君は、哈ハ彈タン族だろ？　衣イ斯シ哈ハと容姿が似てるもの」

　――衣斯哈。

　その名前に、隠いん娘じようは目と口をぽかんとひらいた。

「衣斯哈って、後宮のほうに勤めてる子なんだけど……おなじ故郷なら、もしかして知ってる？」

　隠娘の耳には、もはや彼の言葉は入ってこなかった。
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　雲ひとつない青せい天てんの下、門の前に土を盛り固めて壇を作り、その上に白木の台を置く。台には、神に捧げる蘋うきくさや藻もといった水草が器に盛られ、蘭ふじばかまなどの香草が山のように積まれる。壇の周囲には錦の幡はたが立てられ、風にはためいていた。

　[image: ]きよく[image: ]ろう門は、隅にある門、くらいの意味で、通用門に近い小さな門だ。石を敷き、丹に塗ぬりの柱に瓦かわら葺ぶきの屋根の立派な門ではあるが、陽当たりが悪く薄暗い。あまり好んで通る者はおらず、罪人や宦官の遺い骸がいが運びだされるのもこの門である。

　寿じゆ雪せつは壇上にのぼり、台の前に膝ひざをつく。宮城に九つあるいずれの門にも、おなじように壇が設しつらえられている。門の神を祀るという、表向きの儀式のための壇だ。寿雪、封ほう、白はく雷らいのほか、今回の儀式を取り仕切る冬官府の面々がそれぞれ壇にのぼる。

　宮城の正門である紓じよ禍か門にひときわ大きな壇を設え、そこには千せん里りが立つ。そのまわりには錦だけでなく銅の幡も並び、壇下には楽がく師したちが控える。高こう峻しゆんは、紓禍門の正面にある朝ちよう集しゆう殿でんの楼ろう門もんにこしらえた席から千里の儀式を見守る手はずになっていた。

　本来、神事は君主が執り行うものなので、高峻が壇上にのぼるのが妥だ当とうだ。だが、夏の王と冬の王が並び立っていたころ、神事はすべて祭さい祀し王おうである冬の王の役目だったのだと、千里は言った。世俗王である夏の王は、神事にはかかわらなかったのだと。そのために、欒らん王朝でも皇帝は神事にたずさわらなかった。

　加えていまの王朝では、高峻の祖父である炎えん帝ていが神事のたぐいを嫌ったので、こういった儀式が行われること自体めずらしい。だからなのか、見物しようという官かん吏りたちがわらわらと湧いていた。彼らは主おもに正門付近に集まっていたが、西のはずれにある[image: ]きよく[image: ]ろう門にいる寿雪の姿にめざとく気づき、見にやってくる者たちもすくなからずいた。後宮の者でない彼らは烏う妃ひというものに考えが及ばず、寿雪をどこからかつれてきた巫み婆こだと思っているようだった。壇のそばには温おん螢けいと淡たん海かいが控えており、衆人が近づかぬように目を光らせている。

　太鼓と鐘の音が風にのって運ばれてくる。正門で儀式がはじまった合図だ。寿じゆ雪せつたちはおのおの、儀式をはじめる。

　寿雪と封ほう、白はく雷らいの用いる術はそれぞれ違う。寿雪は烏う妃ひの術を、封は巫術師として杖じよう刀とうと朱しゆ墨ぼくで書いた護符を用い、白雷は巫術師の術に漂ひよう海かい民みんの呪術を加える。それぞれが結界の結び目を断ち切らねばならず、どこかひとつでもそれができなければ、失敗に終わる。

　紺こん青じようの錦の幡がはためき、翻る。寿雪は門の下に目を据えていた。石を敷いたその下に、香こう薔しようの結界がある。寿雪はおもむろに手をあげ、髪に挿さした牡ぼ丹たんの花を引き抜いた。

　心のなかは、驚くほど静かだった。迷いはもうない。

　――そなたは私の半身なのだと、そう思う。

　高峻はそう言った。あのとき、寿雪の心はふしぎと凪ないだ。

　ああ、そうか、と思ったのだ。

　――わたしは高峻の半身であり、高峻はわたしの半身なのだ。

　心の奥底に、すとんと落ちる言葉だった。半月の光と陰のように、あるいは空にある月と池の水面に映る月のように、一いつ対ついのもの。

　――そなたを遠くにやらねばならないのは、半身をもがれるようにつらい。

　あの瞬間、高こう峻しゆんの感情が流れこんできたようだった。おなじつらさを、寿じゆ雪せつも感じた。ふたりの感情が混ざり合って、ひとつのものとなり、心が通った。高峻の手が頰に触れたとき、心にも触れられたような気がした。

　それでじゅうぶんだと思った。足場が固まったように思えた。

　――どこにいようと、わたしの半身はここにある。

　だから、どこにでも行ける。

　寿雪は牡丹の花にふうと息を吹きかけた。花の姿が溶けるように崩れて、薄紅の煙に変わる。煙はたゆたいながら門のほうへとただよってゆく。門の下で、蛇がうごめくような気配を感じた。

　石畳の隙すき間まから、黒い靄もやのようなものがにじみでてくる。それらはのたうつように石の上を這はい、ひとつの形を成してゆく。衆人にその姿は見えないようで、取り立てて声もあがらない。寿雪は靄に目を凝こらすと、花をさらにふたつ、煙に変えた。手を翻すと、薄紅の煙もまたひとところに集まり、形を作りはじめる。

　黒い靄は頭がみっつにわかれた大きな蛇の姿となった。蛇身は煮え立つ泥のようで、まがまがしいほどの闇色なのに、赫かく灼しやくとした異様な輝きを放っていた。門の下でとぐろを巻き、頭をもたげた大蛇は、寿雪に向かって口をあける。口のなかはどこまでも漆黒で、なにも見えず、声すら吸いとられてしまいそうだった。薄紅の煙が鷲わしに姿を変え、羽ばたく。大蛇の周囲を旋回したかと思うと急降下し、鋭い爪で蛇身を切り裂いた。蛇の体が波打ち、みっつの首をよじる。突風が吹いて、うなり声に似た音が響いた。壇に設けた台がはじき飛ばされ、寿じゆ雪せつは身を伏せる。突然の暴風にひとびとの悲鳴が聞こえた。

「娘ニヤン娘ニヤン――」温おん螢けいと淡たん海かいが壇に駆けよろうとするが、寿雪は「来るな」と短く制して、顔をあげた。

　大蛇は首のまわりを飛び回る鷲に苛立ったように口をあけ、飲みこまんとしている。寿雪はふところから一枚の羽根をとりだした。褐かつ色しよくに白い斑はん点てんの散るその羽根は、昨日のうちに夜や明めい宮の森にいた星ほし烏がらすから拝借してきた羽根だった。星烏は烏の使い部べであり、その羽根は剣となる。

　寿雪が手を翻すと、鷲の姿が崩れて薄紅の煙となり、蛇を取り巻いて細くたなびく。煙はつぎに縄へと変わり、蛇身に巻きついた。怒ったように大蛇は首をふる。右に、左に、みっつの首がばらばらにふられるたび、突風が巻き起こった。

　寿雪は手にした羽根をひとふりする。それは褐色の諸もろ刃はの剣に変じた。蛇は縄に縛りあげられ、首を前へと突きだす。その瞬間、寿雪は剣を一いつ閃せんさせた。端の首がひとつ、落ちる。下から突きあげるような衝撃があり、足もとが揺れる。門が揺らいだのだ。残ったふたつの首が激しく暴れて、つむじ風が幡をなぎ倒す。もんどり打つ蛇身にあとずさり、寿じゆ雪せつは剣をふたたび閃かせた。風を切るように横よこ薙なぎに払う。蛇身に剣を突き立てるのではなく、術を斬きり祓はらっているのだ。暴風が蛇のうなり声のような音を立てる。ぬらぬらとのたうつ姿の醜悪さは、すなわち香こう薔しようの術の醜悪さだ。

　――なんという……。

　悪臭がただよってきそうなほどの、呪いのすさまじさ。寿雪は寒気がした。息をとめて剣をふりおろし、最後のひとつの首を斬り落とす。突風が吹き抜け、寿雪は目を閉じる。足もとが大きく揺れた。土で盛り固めた壇が端から崩れる。膝をつくと同時に、轟音が響き渡った。

　轟音はすぐに静まり、あたりに土つち埃ぼこりがただよう。ひとびとは悲鳴をあげることも忘れて、ぽかんと目の前の光景を眺めていた。

　門が崩壊していた。瓦屋根が落ち、丹塗りの柱は根元から折れて倒れ、土壁も崩れている。奇妙なのは、柱も扉も、腐ったようにぼろぼろに割れ砕けていることだった。

　寿雪は立ちあがり、壇をおりる。崩れた門の前に立ち、その気配をうかがう。地下を這う、蛇のような気配は消えている。

　うしろをふり返り、四方をたしかめる。むろん、ここから他の門など見えない。だが、感じとっていた。さきほどまでとは、気配が変わっている。

　――結界が、破れた。

　寿じゆ雪せつは剣の柄つかを握りしめる。しかとたしかめなくては、と思いながらも、確信していた。結界は破られている。

　――これで、外に出られる。

　そう思ったとき、意外なほどの喜びが、全身を駆け巡った。いまのいままで、あまり考えないようにしていたのだと気づく。成功するかどうかわからないから、その喜びを想像することを避けていた。だが。

「ああ……」

　思わず声が洩れる。外に出られるのだ。ほんとうに。

　寿雪は門へと――門があった場所へと足を向ける。その向こうに青い空が広がっている。

　門の残骸を踏み越えようとして、寿雪はふと足をとめた。音が聞こえる。こちらに近づいてくる音だ。

　――なんの音だ……？

　寿雪は、いや、ほかの誰もが、見み誤あやまっていた。

　香こう薔しようの妄執が、どれほどすさまじく、根深いものかを。




　足もとを揺らす轟音が鳴り響いたとき、高こう峻しゆんは思わず立ちあがっていた。集まったひとびとも、いったい何事かとざわめく。揺れはしたが、正門にとくに変化はないように見えた。すさまじい音は、寿じゆ雪せつのいる門からか。高峻は西のほうをふり返る。青天の下、薄く土煙があがっているのがわずかに見えた。千せん里りに顔を向けると、彼は儀式の手をとめて高峻をふり仰ぎ、呆ぼう然ぜんとした顔ながら、大きくうなずいた。

　――結界が破られたのだ。

　高峻は近くにいた禁軍の護衛を呼び、「衛え士じに各門の様子を報告させよ」と告げる。すぐに、「[image: ]きよく[image: ]ろう門が崩壊した」という報告が入った。あの土煙はそれか、と思った。崩壊したのは[image: ][image: ]門だけらしい。結界の要かなめだという門だ。結界を破ることですべての門が壊れるかもしれない、くらいまで想定していた高峻は、むしろ安堵した。

　このとき高峻はまだ、落ち着き払っていた。だが、西の門のほうから青白い顔をした衛士がつぎつぎと倒れんばかりの様子で正門前に駆けこんできたときには、眉をひそめた。

　――門が崩れた程度で、こんな様子にはなるまい。

　なにがあった、と高峻が尋ねるまでもなく、周囲の者が問いただす。

「なにを震えておるか、宮城を守る衛士ともあろう者が門が崩れたくらいで――」

　衛士たちは激しく首をふった。彼らはいちように震えていた。

「む……む……」

　報告しようにも、歯の根が震えて言葉にならない。「ええい、どうしたというのだ」と上官が彼らを叱しつ咤たするが、しまいに彼らは泣きだしてしまった。衛士といっても、彼らは皇帝の親軍である北ほく衙が禁軍などと違い、根っからの武人ではなく、兵へい役えきにより徴ちよう兵へいされた農民である。体は頑健でも、心まではそうはいかないところがある。

　高こう峻しゆんは楼門の階きざはしをおりて、震えている衛士の肩に手を置いた。

「幽鬼でも現れたか」

　そう問うた高峻の声音は、場違いなほど静かで落ち着いていた。加えて皇帝が衛士とおなじ高さに立ち、直接声をかけることも、ましてや触れることも通常あり得ないので、衛士はぽかんとしている。しかしその驚きのおかげで、震えはとまったようだった。

　衛士はわれに返ったように、あわててその場にひざまずいた。

「は……、あの、幽鬼ではない……かと」

　直じき答とうを許された衛士が、おそるおそる告げる。なるほど、と高峻はうなずく。

「幽鬼ではないが、尋じん常じようではない何者かが、現れたのだな」

「は、あの……あれは」

　衛士は思い出したように顔が蒼そう白はくになった。

「む、骸むくろでございました」

「なに？」

「骸の……骸の大群が、禁きん苑えんのほうから現れて」

　高こう峻しゆんも、さすがに絶句した。

　――骸の大群だと？

「あれは、黒衣をまとっておりました。黒衣の骸が、束になってやってきたのでございます……！」

　――黒衣の骸。

　衛士の言葉に、周囲から悲鳴まじりの声があがる。ただでさえ門の崩壊になにが起こっているのかと怯おびえていたひとびとのあいだに、さらに動揺が広がっていった。

「禁術だ」

　頭上から降ってきた、聞き覚えのある声に、高峻は青天を見あげた。

　一羽の星烏が翼を羽ばたかせて、舞い降りてくる。星烏は高峻の肩に爪を食いこませてとまった。安定が悪そうに幾度か羽を動かし、脚の位置を変える。

「そなたは――」

　烏の使い部。いや、しかし、いま聞こえた声は。

「梟ふくろうか」

　烏の兄。ずっと大おお海まき螺がいでの音信が途絶えていた、梟だ。

「そうだ」と梟の声が答える。

「そなた、なぜ」

「いま悠長に語らっている暇はない、夏の王。西北の門へ行け」

　言うや否いなや、星烏は高こう峻しゆんの肩から飛び立った。

「香こう薔しようの禁術で、歴代の烏う妃ひがよみがえった。烏妃が殺されるぞ。急げ」




　――なんだ、あれは。

　寿じゆ雪せつは禁苑の森から迫り来る異様な一群に、目を疑った。

　黒い……黒い、波。

　[image: ]きよく[image: ]ろう門は、禁苑のそばにある。禁苑には北衙禁軍の屯とん営えいがあり、欒らん王朝の宗そう廟びようがあり、烏妃の塚つかがある。

　――烏妃の塚。

　黒い波は、勢いよく駆けてくるわけではない。ゆらゆらと、不可思議に揺れながら近づいてくる。徐々にその姿が見てとれるに至って、神事の見物に集まっていたひとびとの口から悲鳴があがった。寿じゆ雪せつも目を疑う。

「娘ニヤン娘ニヤン……あれは」

　寿雪のそばに駆けよった温おん螢けいと淡たん海かいが、顔をひきつらせている。

　視線のさきにあるのは、黒衣の群れだった。ぼろぼろの黒衣をまとう、骸がい骨こつの群れだ。

　黒衣には、見覚えがあった。寿雪が着ているのとおなじ、烏う妃ひの衣。

「あれは――烏妃だ」

　唇からこぼれた声は、かすれていた。

　あれは、烏妃の群れだ。烏妃の、骸の群れだ。

　ひとびとは近づいてくる骸骨の群れに恐きよう慌こうを来きたし、悲鳴をあげて逃げ惑まどう。寿雪は立ち尽くしていた。

　結界の要が、なぜこんな西のはずれの小門だったのか。なぜ、烏妃の招しよう魂こんができなかったのか――寿雪はそんなことを考えている。

　なにより、あれが烏妃たちの骸であるなら、そのなかには……。

　破れた袖を翻しながら、一歩、また一歩と近づく骸に、変化が生じはじめる。歩みを進めるたびに、骸に肉がついてゆくのだ。はじめは、骨に乾いた木の皮が貼りついたようだった。しだいにその皮は盛りあがり、水気を得て、血色がよくなる。空洞だった眼がん窩かを薄い瞼まぶたが覆い、眼球の形に丸くふくらみ、瞼をあげれば濡れたような瞳が現れる。豊かな黒髪が髻たぶさを作り、牡丹の花がひらく。

　骸は、歩むごとに生前の姿を取り戻していった。だが、その瞳に生気はない。

「娘ニヤン娘ニヤン、おさがりください」

　温おん螢けいが寿じゆ雪せつを背にかばい、ふところから匕ひ首しゆをとりだす。淡たん海かいは衛士が放りだしていった弓矢を拾い、構える。骸の群れは、明らかに寿雪を目指していた。

「よい。おぬしたちこそさがっておれ。あれは……おぬしたちでは、どうしようもできぬ」

　寿雪はふたりを制して、前に出る。手にした星烏の剣を握りしめた。

　――白はく雷らいか、封ほうがいれば……。

　封は駆けつけてくれるだろうが、白雷はとうに逃げたかもしれない。結界を破るという約束は果たしたのだから。封も、駆けつけるにしてもあの老齢の脚ではいつになるか。

　――あれらは、わたしを殺しに来るのか？

　香こう薔しようの術か。結界が破られたとき、烏妃の逃亡を阻止するための……。

　寿雪は唇を嚙んだ。

　――骸を使うなど。

　烏う妃ひたちは、その容貌まではっきりと見分けられるほどに近づいてきた。見知らぬ顔ばかりだ。そして、若い。それだけ若いうちに死んだということだった。

　突然、烏妃たちの動きが速まる。衣の裾を翻して駆けだし、寿じゆ雪せつに飛びかかってきた。いずれの顔にも、表情はない。

　寿雪は身をかがめると、烏妃たちの脚もとを薙ぎ払った。斬られた脚が崩れ、数人がその場に倒れる。声もあげず、表情も変わらない。その瞳はなにも映していなかった。

　倒れた烏妃たちのうしろから、つぎつぎとべつの烏妃たちがやってくる。彼女たちは倒れた烏妃の骸を踏みつけ、寿雪に手を伸ばす。寿雪は歯を食いしばり、その腕を斬り落とした。あとずさり、荒い息をつく。いったいどれだけ、骸はあるのか。黒い波はずっと奥までつづいている。

　寿雪は襲いかかってくる骸を斬り伏せながら、その顔ひとつひとつをたしかめていた。見つけることがないよう、祈っていた。

　――長い、気の遠くなるほど長いときを烏妃として過ごして、死んでようやく解放されたと……。

「香こう薔しよう……香薔！　姿を見せよ」

　烏う妃ひの骸を使った術ならば、香こう薔しようもそのなかにいるのだろう。それを倒せば、あるいは術が解けるかもしれないと寿じゆ雪せつは考えた。

　だが。

「香薔はおらぬ」

　響いた声に、寿雪は剣をふるう手をとめた。聞き覚えのある、この声。

　――噓だ。

「香薔はその骸を醢かいにされたゆえ、よみがえることができぬ。残ったのはただ、香薔の妄執が成したこの忌いまわしき禁術のみ」

　どうかいないでくれと願ったその姿が、黒衣の波の奥から現れた。ゆっくりと寿雪の前へと歩みでる。白髪に皺しわの深い瘦やせた顔、枯れた手。若い烏妃ばかりのなかで、年老いたその姿は際立っている。

「麗れい娘じよう」

　呼んだ声は、震えていた。

　麗娘の瞳は、どこか遠くを見ている。寿雪はあとずさった。

　――いやだ……いやだ。

　麗娘だけは、斬りたくない。そんなことが、できるはずない。

「封ふう嘴しという術を覚えておろう。魂を使し役えきするため、壺に閉じこめる……。香こう薔しようは、それを烏う妃ひの塚でやった」

　麗れい娘じようは生前とおなじ口調で、厳おごそかに語る。

「この禁術が成されたことを、わたしはかつて烏妃の招魂に失敗したことで悟った。いずれわたしもこの術に囚とらわれるであろうと」

　麗娘の瞳が、寿じゆ雪せつに向けられる。

「結界を破るとしたら、おぬしであろうと思うておった。寿雪よ」

　その瞳は生前とおなじく厳しく、やさしい。寿雪は剣を握りしめていた手をおろした。手から剣がすべり落ちる。剣は羽根へと戻った。

　麗娘の手が差し伸べられ、寿雪の頰に触れる。水気のない、薄い皮膚の、皺だらけの手だ。何度もこうして頰を撫で、頭を撫でてくれた、麗娘の手だった。

「案じずともよい。この禁術を悟っておったゆえ、わたしは塚に術を施ほどこした。呪じゆ詛そ返しだ。この禁術はじき破れる」

　背後の烏妃たちの動きが、緩かん慢まんになっている。寿雪に向かって伸ばされた手は届かず、麗娘の肩をつかむ。薄い肩に爪が立てられた。べつの烏妃が麗娘の首に嚙みつく。

「麗――」

　烏う妃ひを引き剝はがそうとした寿じゆ雪せつを、麗れい娘じようが突き飛ばした。寿雪はうしろに倒れこむ。

「これでよい。香こう薔しようの最後の悪あがきだ。これですべて終わる。ようやく――」

　麗娘の腕がむしりとられる。首の骨が折れる音がして、麗娘の頭が傾いた。

「寿雪、……」

　麗娘の頭が地面に落ちた。同時に、麗娘の体に群がっていた烏妃たちの体が崩れ落ち、骨に変わる。

　うしろに連なっていた烏妃たちもおなじように、たちまち白骨へと戻り、乾いた音を立てて崩れた。白骨の山と、それを覆う黒衣の山が築かれる。

　寿雪は目の前に転がる白骨を眺めた。頭ず蓋がい骨こつと、ばらばらになった体の骨。黒衣。

　麗娘だったもの。

　震える手で骨をかき集める。息が苦しい。どうやって息をしたらいいのか、わからなかった。

　最後に頰に触れた、麗娘の手の感触。ひんやりとした、乾いた手のひら。皺だらけの、眠れぬ夜に寿雪の手を揉んであたためてくれた、あの手。

「……香薔……よくも……」

　かき集めた骨に、寿雪は覆い被かぶさる。胸のなかが焼けるようだった。

　――麗れい娘じようは、ずっとひとりで……。

　長い孤独と苦痛を、ひっそりと抱かかえて耐えたひとだった。あんな歳になるまで。

　――それを、よくも……。

　生きているあいだ、麗娘に苦しみを与えたのは香こう薔しようの呪いであり、死んでなお、香薔に縛られ、魂も骸も蹂じゆう躙りんされた。

　どうして麗娘が、こんな仕打ちを受けねばならないのか。

　寿じゆ雪せつの唇から嗚お咽えつが洩れる。それはすぐに慟どう哭こくとなり、叫びとなった。寿雪は叫びつづけた。胸のなかが焼けつく痛みは、いくら泣いても叫んでも、薄れていかなかった。




「これは……」

　高こう峻しゆんが[image: ]きよく[image: ]ろう門に着いたとき、そこはおびただしい数の白骨で埋め尽くされていた。

　そのなかで、寿雪が地に伏せ泣き叫んでいる。温おん螢けいと淡たん海かいが、声をかけたくともかけられぬ様子で、かたわらに佇たたずんでいた。高峻に気づいたふたりは、沈痛な面おも持もちで首をふる。

　恐怖に顔をひきつらせた者たちが、いちように腰を抜かしてへたりこみ、白骨の山を呆然と眺めていた。高峻についてきた衛えい青せいや護衛たちも、目の前に広がる光景に息を呑んでいる。

　高こう峻しゆんは寿じゆ雪せつのほうへ足を踏みだしかけて、つと空を仰いだ。星烏が上空を旋回している。その空に、鈍にび色の雲が生まれていた。ちょうど寿雪の真上あたりだ。雲は渦を巻き、またたくまにふくらんで、分厚くなってゆく。鈍色は深く、濃さを増し、重たそうに下に垂れこめる。寿雪の悲痛な叫びはつづいている。それに呼応するように、かすかに雷鳴の音が聞こえた。暗い雲の内側で、雷光が閃く。雷鳴は近くなる。雲は広がってゆく。

　――こんな時季に、雷だと……。

　上空で、閃光が破裂した。雷鳴が轟とどろく、と思ったとき、背後で腹の底に響く音がこだました。

　ふり返った高峻の目に、大きな水柱が映る。内廷の方角だった。しかし、そちらに池などはない。水柱は静まることなく、空に届かんばかりに高く噴きあがっている。

　――あのあたりは……鰲ごう枝し殿でんか？

　鼇ごうの神の甲こう羅らが使われている殿舎。鼇の神の加護があるという。妙な胸騒ぎがする。

　――どうなっている。

　いったい、なにが起こっているのか。

　どこからか、鳥の羽ばたくような音がする。星烏か。

「娘ニヤン娘ニヤン」

　気遣わしげな温おん螢けいの声に、高こう峻しゆんは顔を戻す。寿じゆ雪せつが立ちあがっていた。その足もとに、金色の鶏にわとりのような鳥がいる。夜や明めい宮にいるはずの、星シン星シンだ。

　寿雪はいつのまにか、髻がほどけて長い髪を垂らしていた。その髪で顔が隠れて、表情は見えない。

　寿雪は、星星の翼から羽根を一枚、引き抜いた。そのとたんに羽根は金色の矢に変じる。寿雪が矢を構えると、弓がそこに現れた。はじめて見る光景だった。弓は漆うるしで塗りつぶしたように黒い。小柄な寿雪ではとても引けそうにない、大弓だ。しかし、寿雪はいともたやすく弦つるを引いた。水柱の立つ方向、空に向かって、寿雪は矢を放つ。矢は弧を描いて飛んでゆく。風を切る音が尾を引き、やがて消える。と思った瞬間、水柱がはじけた。玻は璃りが砕け散るような音がして、低いうなり声が響き渡る。水柱は消え失せていた。

　ぽっ、と大きな水滴が高峻の頰に落ちた。水柱から散った水滴か、と思う。

　だが、それは違っていた。

　雷が鳴り響き、鈍色の雲がするすると帳とばりを引くように空を覆ってゆく。あたりは宵よいかと錯覚するほどに暗くなった。水滴が、ひとつ、ふたつと地面を濡らしたかと思うと、突然どっと、水をぶちまけたように上空から雨が降ってきた。

　閃光があたりを青白く照らし、雷鳴が轟く。滝のような激しさで降る雨に、白い骨が打たれ、泥をかぶる。

　雨粒が痛いほど体に打ちつけ、目をあけていられぬほどだ。ともすれば水中にいるかのように、呼吸もままならない。雲に覆われてあたりは暗く、ときおり雷光が閃く。

「寿じゆ雪せつ――」

　呼びかけるも、雷雨に声はかき消される。雨と暗さで姿すら確認できない。いったいどこにいるのか、無事なのか。

　宮城を水に浸つけるかと思うほどの雨だったが、しばらくすると、すこしずつ弱まっていった。やがて小こ雨さめになり、厚く空を覆っていた暗雲に切れ間ができて、薄い陽がさした。

　ようやく明るさの戻ったなかで、高こう峻しゆんは目に飛びこんできた光景に息を呑んだ。

　寿雪は、さっきと場所を変えず、立ち尽くしている。

　その髪が、銀色に輝いていた。

　あまりに激しい雨が、彼女の髪を洗ったのか。それとも、べつの理由でか。淡い光が、まぼろしのようにその髪を浮かびあがらせている。

　星烏がせわしなく翼を羽ばたかせ、高峻の肩におりてきた。

　寿雪がゆっくりと顔をあげ、高峻に――いや、星烏に視線を向けた。そのまなざしに、高峻はぎくりとする。

　――誰だ？

　その顔はたしかに寿じゆ雪せつのものなのに、まるで違う者に見えた。なぜだろう。ここにいるのは、間違いなく寿雪なのに。

　寿雪は唇をひらいた。

「梟か」

　寿雪の声だった。が、その響きは寿雪であって、寿雪でない。

　星烏が絞りだすような低い声を洩らした。

「……烏」




　高こう峻しゆんはこのとき、寿雪を救うためのすべての方策が、砂さ城じようのように崩れ去ったのを悟った。
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